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何
事
も
続
け
て
み
る
と
見
え
て
来
る
も
の
が
あ
る
。
挑

戦
を
繰
り
返
す
度
に
こ
う
だ
ろ
う
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ

と
や
、
き
っ
と
違
い
な
い
と
決
め
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
、
そ
れ
ま
で
の
文
脈
で
語
れ
な
く
な
っ
て
崩
れ
落

ち
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
逆
に
あ
や
ふ
や
で

あ
っ
た
仮
説
が
確
信
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

分
か
り
や
す
い
混
迷
や
開
眼
は
そ
う
滅
多
に
無
い
に
し
て

も
、
あ
れ
、
違
う
か
な
と
か
、
や
は
り
そ
う
な
ん
だ
ろ
う

な
、
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
発
見
や
気
づ
き
は
旅
と

共
に
毎
回
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
旅
す
る
ム
サ
ビ
i
n
台
湾
は
三
年
前
か
ら
日
本

と
台
湾
の
美
術
教
育
の
違
い
を
考
え
始
め
た
私
に
と
っ
て

両
者
の
違
い
を
確
か
め
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
三
ヶ
月

後
に
高
雄
で
の
日
本
の
美
術
教
育
に
つ
い
て
話
し
を
す
る

機
会
が
控
え
て
い
る
こ
と
も
こ
の
問
題
意
識
を
持
た
せ
る

の
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
普
段
か
ら
追
い
込
ま
れ
な

い
と
動
け
な
い
ぐ
う
た
ら
な
性
格
を
、
今
回
の
旅
は
後
ろ

か
ら
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

旅
す
る
ム
サ
ビ
i
n
台
湾
で
は
、
一
回
目
、
二
回
目
と
、

私
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
動
か
す
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た

が
、
三
回
目
の
今
回
は
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
違
い
を
見

つ
け
よ
う
と
頭
の
隅
で
ぼ
ん
や
り
と
考
え
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
り
台
湾
が
進
め
る
美
感
教
育
に

つ
い
て
、
国
家
教
育
研
究
院
美
感
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
か
ら
直
接
話
し
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
理
念
は
、

台
湾
の
教
育
全
体
を
俯
瞰
し
、
芸
術
、
ま
た
は
表
現
教
科

が
何
を
成
す
べ
き
か
と
い
う
、
日
本
の
中
央
教
育
審
議
会

の
答
申
の
よ
う
な
、
教
科
教
育
の
上
位
概
念
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
台
湾
が
そ
の
美
感
教
育
と
い
う

理
念
を
受
け
て
ど
の
よ
う
な
教
育
実
践
を
展
開
し
て
い
る

か
が
、
日
本
の
美
術
教
育
と
の
具
体
的
な
比
較
対
象
と
な

る
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
美
感
教
育
を
理
解
す
る
に

は
現
場
の
意
見
が
重
要
な
比
較
の
材
料
と
し
て
必
要
だ
。
　

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
「
旅
す
る
ム
サ
ビ
」
は
日
本
か

ら
持
ち
込
ん
だ
鑑
賞
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、
授
業
後

に
台
湾
の
先
生
方
か
ら
意
見
を
も
ら
え
る
貴
重
な
機
会
な

の
で
あ
る
。

社
会
的
・
歴
史
的
・
文
化
的
文
脈
の
中
で

今
回
は
台
湾
科
学
技
術
博
物
館
を
見
学
し
た
こ
と
も
︑

台
湾
の
授
業
を
考
え
る
ひ
と
つ
の
視
点
を
得
る
事
に
つ
な

が
っ
た
。
そ
こ
に
は
台
湾
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
今

日
の
発
展
を
成
し
遂
げ
て
き
た
の
か
︑
今
ま
で
歩
ん
で
き

た
一
本
の
道
筋
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
今
後
も
こ

の
道
の
延
長
線
を
切
り
開
い
て
行
く
の
で
あ
ろ
う
。
日
本

に
し
て
も
台
湾
に
し
て
も
目
指
す
と
こ
ろ
は
平
和
で
豊
か

な
国
で
あ
り
︑
そ
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
お
互
い
に
道
を

作
り
続
け
て
い
る
。
よ
っ
て
︑
教
育
を
考
え
る
に
は
現
場

の
授
業
︑
そ
の
違
い
と
い
う
表
面
的
な
出
来
事
の
み
で
語

り
合
う
の
で
は
な
く
︑
そ
の
よ
う
な
社
会
的
・
歴
史
的
・

文
化
的
文
脈
の
中
で
理
解
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
。

さ
て
︑
今
回
の
対
話
型
鑑
賞
授
業
も
今
ま
で
と
さ
ほ
ど

変
わ
り
な
く
進
ん
で
行
っ
た
。
台
湾
の
子
供
た
ち
に
日
本

の
子
ど
も
達
と
の
明
ら
か
な
差
異
を
見
つ
け
ら
れ
る
ほ
ど

の
驚
き
は
な
か
っ
た
が
︑
海
外
か
ら
訪
れ
た
絵
を
描
く
大

学
生
に
対
す
る
興
味
は
高
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
福
山

小
學
で
は
二
回
の
授
業
に
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
人
ほ
ど
の
現
地

の
教
員
が
参
観
し
た
公
開
授
業
で
あ
っ
た
た
め
、
子
ど
も

継
続
の
中
で
見
え
て
く
る
も
の

　
　
　
　
　
三
澤
一
実
　
教
職
課
程
研
究
室
教
授
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小
孩
之
間
太
大
的
差
異
，
但
能
感
受
到
他

們
對
於
帶
著
自
己
的
作
品
來
訪
的
外
國
大
學

生
有
著
相
當
的
興
趣
。
福
山
國
小
的
兩
次
授

課
均
有
五
十
名
當
地
的
教
師
旁
觀
，
產
生
了

教
師
比
學
生
還
要
多
的
現
象
。
在
這
種
狀
況

下
孩
子
們
當
然
無
法
表
現
出
平
常
上
課
的
樣

子
，
但
依
舊
乖
巧
地
跟
著
流
程
上
課
，
並
清

楚
的
感
受
到
了
他
們
的
純
真
與
親
近
感
。

　

在
福
山
國
小
的
討
論
會
上
，
許
多
教
師
提

出
了
各
式
各
樣
的
問
題
，
而
我
也
一
一
回
覆
。

即
便
中
間
隔
著
翻
譯
，
我
們
想
說
的
話
可
能

無
法
完
完
整
整
地
傳
達
給
方
，
但
我
仍
然
感

受
到
了
教
師
們
對
這
場
公
開
教
學
的
熱
忱
以

及
對
於
這
種
新
式
教
育
的
想
法
。

在
後
甲
國
中
時
，
可
能
是
觀
摩
的
教
師
相
對

的
比
較
少
，
也
可
能
是
國
中
生
與
大
學
生
的

年
齡
比
較
相
近
而
感
興
趣
，
竟
然
讓
我
看
到

了
比
日
本
的
國
中
生
更
開
放
積
極
地
一
面
。

 　

能
放
手
交
給
孩
子
們
到
什
麼
程
度

　

台
灣
和
日
本
的
社
會
都
將
進
入
充
滿
情
報

科
技
和
人
工
智
能
的
未
知
的
領
域
。「
如
何

面
對
這
樣
瞬
息
萬
變
的
社
會
」
成
了
教
育
上

最
大
的
任
務
。
不
僅
是
面
臨
科
技
進
步
的
應

對
，
更
該
致
力
於
培
養
孩
子
們
在
未
來
裡
創

造
豐
富
的
革
新
，
即
是
創
造
新
的
價
值
以
及

意
義
的
能
力
。

在
兩
國
之
間
的
造
型
美
術
教
育
的
目
標
可
說

非
常
相
近
，
但
作
法
上
還
是
會
因
為
歷
史
文

化
等
背
景
上
的
差
距
而
有
所
異
同
。
我
們
該

教
什
麼
給
孩
子
們
？
怎
麼
教
？
培
養
的
是
什

麼
？

　

日
本
的
美
術
教
育
可
說
是
最
大
化
的
尊
重

來
子
們
在
自
己
的
「
感
性
」
中
找
到
的
「
意
義
」

和
「
價
值
」。
因
此
，
我
們
的
美
術
教
育
極

力
地
防
止
教
師
將
自
己
的
價
值
觀
強
加
在
孩

子
身
上
，
往
往
依
著
孩
子
們
自
己
的
想
法
與

判
斷
進
行
活
動
。

　

武
藏
美
行
旅
的
對
話
型
鑑
賞
也
是
屬
於
為

了
培
養
孩
子
們
感
性
的
活
動
。
面
對
日
新
月

異
的
科
技
，
我
們
到
底
該
急
於
讓
孩
子
們
習

取
其
技
術
？
抑
或
培
養
作
為
人
類
根
本
的
感

性
？
這
兩
個
任
務
雖
然
不
互
相
衝
突
，
但
這

兩
類
教
育
之
間
的
比
例
似
乎
因
國
家
而
不
盡

相
同
。

        (

三
澤
一
實　

教
職
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程
研
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の
数
よ
り
も
教
員
の
数
が
多
い
と
い
う
、
彼
ら
に

と
っ
て
は
日
頃
の
姿
を
さ
ら
け
出
す
に
は
到
底
不

可
能
な
状
況
の
中
で
の
授
業
と
な
っ
た
が
、
授
業

が
進
む
に
従
い
本
来
も
っ
て
い
る
無
邪
気
さ
や
人

な
つ
っ
こ
さ
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

授
業
後
に
は
参
観
者
と
の
ふ
り
返
り
で
様
々
な

質
問
や
意
見
が
出
て
、
そ
れ
に
対
し
て
応
答
を

行
っ
た
。
通
訳
を
介
し
て
の
や
り
と
り
な
の
で
正

確
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
お

お
よ
そ
の
雰
囲
気
や
、
授
業
に
対
す
る
考
え
が
理

解
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

二
日
目
の
後
甲
中
學
で
は
参
観
す
る
教
員
が
少

な
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
生
徒
と
年
齢
の
近

い
日
本
か
ら
来
た
学
生
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た

の
か
、
日
本
の
中
学
生
に
比
べ
オ
ー
プ
ン
で
積
極

的
な
姿
を
感
じ
た
。

ど
こ
ま
で
子
供
た
ち
に
委
ね
る
か

台
湾
も
日
本
も
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
進
む
情
報
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
人
工
知
能
に
よ
り
社
会
全
体
が
未

知
の
領
域
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。
そ
の
変
わ
り
ゆ

く
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
行
く
か

が
教
育
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。一
方
で
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
未
来

を
豊
か
に
創
り
出
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ

ち
新
た
な
価
値
や
意
味
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
チ

カ
ラ
の
育
成
に
も
注
力
し
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
中
、
造
形
美
術
教
育
の
目

標
は
両
国
と
も
さ
ほ
ど
差
異
は
な
い
が
、
そ
の
手

法
は
歴
史
や
文
化
の
文
脈
の
違
い
に
よ
っ
て
少
し

異
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
子
供
た
ち
に
何
を
ど

の
よ
う
に
教
え
て
、
何
を
育
て
る
の
か
。

日
本
の
美
術
教
育
は
「
感
性
」
を
働
か
せ
て
子

供
た
ち
自
身
が
つ
く
り
出
す
「
意
味
」
や
「
価
値
」

を
最
大
限
尊
重
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
美

術
教
育
で
は
、
教
師
の
価
値
観
の
押
し
つ
け
を
極

力
抑
え
、
子
供
た
ち
自
身
の
思
考
や
判
断
に
任
せ

活
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
旅
す
る
ム
サ
ビ
の

対
話
型
鑑
賞
も
そ
の
よ
う
な
感
性
を
育
む
取
り
組

み
で
あ
る
。
次
々
に
生
ま
れ
て
く
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
対
し
て
、
対
応
で
き
る
技
術
の
習
得
を
急

ぐ
か
、
そ
れ
と
も
人
間
と
し
て
の
根
源
的
な
感
性

を
育
む
の
か
、
こ
の
課
題
は
背
反
の
課
題
で
は
な

い
が
、
ど
ち
ら
に
比
重
を
置
く
か
が
国
に
よ
っ
て

少
し
異
な
る
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

持
續
下
所
能
見
到
的
事
物

　

不
管
做
什
麼
事
情
都
會
有
持
續
下

去
後
變
得
能
看
見
的
事
物
。
有
時
在
反
覆
挑

戰
之
下
，
深
信
不
疑
的
事
物
，
也
都
會
變
得

無
法
自
圓
其
說
。
有
時
反
而
兒
證
實
了
一
開

始
模
凌
兩
可
的
假
設
。
就
算
得
到
的
不
是
這

麼
極
端
的
答
案
，「
奇
怪
，
不
該
是
這
樣
的
啊
」

「
果
然
如
此
啊
」
這
樣
的
小
發
現
是
隨
著
旅

行
每
次
都
會
發
生
的
。

　

對
於
三
年
前
就
開
始
思
忖
著
台
灣
與
日
本

的
美
術
教
育
的
異
同
的
我
來
說
，
這
次
的
武

藏
美
行
旅
是
一
個
很
好
的
機
會
。
三
個
月
後

有
幸
能
夠
在
高
雄
分
享
日
本
的
美
術
教
育
的

活
動
也
和
這
個
困
擾
我
許
久
的
問
題
大
有
相

關
。
也
多
虧
了
這
趟
旅
行
在
背
後
推
了
平
常

不
太
積
極
的
我
一
把
，
給
予
我
向
前
的
動
力
。

　

武
藏
美
行
旅
到
台
灣
的
第
一
年
跟
第
二
年

期
間
我
致
力
於
推
動
這
個
企
劃
，
第
三
年
的

這
次
，
我
試
著
從
其
他
角
度
來
帶
領
這
個
活

動
。

　

在
此
之
前
曾
有
幸
從
國
家
教
育
研
究
院
美

感
教
育
企
劃
團
隊
那
裡
直
接
了
解
關
於
在
台

灣
推
動
的
的
美
感
教
育
。
其
理
念
可
以
說
是

俯
視
台
灣
的
教
育
整
體
，
探
討
藝
術
和
表

演
科
目
成
就
了
學
生
的
什
麼
。
這
和
日
前
日

本
中
央
教
育
審
議
會
的
報
告
有
異
曲
同
工
之

妙
，
可
以
說
是
將
學
科
教
育
視
為
上
位
概
念
。

以
此
，
我
將
「
台
灣
在
美
感
教
育
的
推
廣
下

之
實
踐
」
作
為
日
本
美
術
教
育
的
具
體
比
較

對
象
。
而
對
於
理
解
美
感
教
育
的
我
來
說
，

現
場
的
意
見
成
為
非
常
重
要
的
材
料
。

　

於
是
企
劃
整
體
演
變
成
我
方
以
武
藏
美
行

旅
的
身
份
帶
來
來
自
日
本
的
鑑
賞
課
程
，
並

在
這
場
公
開
教
學
結
束
後
聽
取
台
灣
各
教
師

們
的
意
見
，
實
屬
難
得
的
機
會
。　

 　

社
會
上
・
歷
史
上
・
文
化
上
的
背
景
之
中

　

這
次
參
觀
的
台
灣
科
技
博
物
館
也
讓
我
們

擁
有
了
新
的
視
角
來
思
索
台
灣
的
教
育
。
在

那
裡
，
我
們
看
到
了
台
灣
的
編
年
史
，
描
繪

著
台
灣
是
經
歷
了
哪
些
過
程
才
逐
漸
變
成
了

現
在
的
台
灣
，
並
在
延
長
線
上
預
測
著
今
後

的
發
展
。
不
管
是
日
本
還
是
台
灣
，
追
求
的

都
是
豐
饒
太
平
的
國
家
，
各
自
為
了
這
個
目

標
前
進
而
鋪
路
。
所
以
我
認
為
，
談
論
教
育

的
時
候
不
應
該
只
看
教
育
現
場
的
表
面
上
的

異
同
，
應
該
要
好
好
地
理
解
雙
方
的
社
會
上
・

歷
史
上
・
文
化
上
的
背
景
。

　

話
又
說
回
來
，
這
次
的
對
話
型
鑑
賞
教
學

和
至
今
為
止
的
流
程
沒
有
太
大
的
改
變
。
雖

然
從
台
灣
小
孩
的
身
上
並
沒
有
看
到
與
日
本

感動狗１台湾南郷 51 校兒童彩繪特展「ZODIAC DOG」, 高雄市立美術館　
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武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
鑑
賞
授
業 

ー  

美
へ
の
扉
を
開
け
る

２
０
１
８
年
３
月
１
２
日
武
蔵
野
大
学
の
教
員

と
学
生
が
高
雄
市
福
山
小
学
校
に
お
越
し
に
な
っ

て
公
開
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
特
別
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
た
め
、
当
校
の
教
員
生
徒

だ
け
が
恩
恵
に
預
か
る
だ
け
で
は
な
く
、
高
雄
市

の
全
小
中
学
校
の
教
員
に
公
開
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
そ
の
結
果
予
想
通
り
す
ぐ
に
申
し
込
み

が
殺
到
し
て
、
こ
の
授
業
の
魅
力
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
「
対
話
式
鑑
賞
」
授
業
は
、
武
蔵
野
美

術
大
学
が
日
本
か
ら
遠
路
は
る
ば
る
絵
画
や
映
像

作
品
を
持
参
し
ま
し
た
。
小
班
に
分
か
れ
た
子
供

を
作
品
の
前
に
連
れ
て
き
て
そ
の
子
の
考
え
や
感

じ
方
を
述
べ
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
で
子
供
と

作
者
が
作
品
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
参
加
意
欲
は
と
て
も
高
く
、
楽
し

く
発
表
し
合
い
、
か
な
り
熱
心
な
反
応
で
し
た
。

す
ば
ら
し
い
芸
術
鑑
賞
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
し
た
。

大
学
生
側
か
ら
見
る
と
、
台
湾
ま
で
来
て
学
習

す
る
こ
と
に
意
義
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
芸

術
作
品
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
情
報
を
子
供
た
ち
が

自
分
で
感
じ
取
る
よ
う
に
導
き
、
子
供
た
ち
が
熱

心
に
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
。
最
後
に
作
者
と

の
直
接
対
話
を
通
し
て
ま
と
め
ま
す
。
こ
れ
は
素

晴
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
で
あ
る
こ

と
が
、
子
供
た
ち
の
表
情
か
ら
は
っ
き
り
と
見
て

取
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
子
供

は
興
味
を
持
ち
ま
す
。
子
供
の
感
じ
方
は
ひ
と
つ

で
は
な
く
、
型
に
は
ま
っ
た
標
準
の
答
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。
学
習
と
は
自
由
で
縛
り
が
な
い
よ
う
な

も
の
で
す
。

教
師
か
ら
の
視
点
で
は
、
申
し
込
み
が
す
ぐ
に

満
員
に
な
っ
た
こ
と
が
、
教
員
が
新
し
い
授
業
の

あ
り
方
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
に
あ
ふ
れ
て
い

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
公
開
授
業
が
終

わ
っ
て
三
澤
教
授
と
の
質
疑
応
答
で
は
、
ま
さ
に

目
か
ら
鱗
が
落
ち
ま
し
た
。
授
業
と
は
子
供
の
た

め
で
あ
る
こ
と
が
根
本
で
あ
り
、
国
の
内
外
を
問

わ
ず
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
戦
略
に
対
す
る
視
野

が
パ
ッ
と
広
が
り
ま
し
た
。

芸
術
鑑
賞
は
重
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
、

新
し
い
国
民
の
美
的
感
覚
を
養
う
重
要
な
手
段
で

す
。
今
回
武
蔵
野
美
術
大
学
が
持
ち
込
ん
だ
授
業

方
式
は
ま
さ
に
私
た
ち
に
振
り
返
っ
て
考
え
さ
せ

る
も
の
で
あ
り
、
授
業
を
通
し
て
子
供
が
生
活
か

ら
想
像
し
て
自
分
の
考
え
を
整
理
し
て
述
べ
る
、

さ
ら
に
自
分
の
五
感
か
ら
作
品
と
の
結
び

つ
き
を
生
み
だ
し
ま
す
。
作
者
の
創
作
活

動
の
心
境
を
理
解
す
る
べ
く
、
最
後
に
作

者
の
話
し
に
よ
っ
て
主
観
と
客
観
の
関
係

を
理
解
す
る
。
こ
の
活
動
で
私
は
通
訳
も

超
え
て
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ

と
を
発
見
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
大
切
な

の
は
子
供
が
自
分
か
ら
作
者
の
こ
こ
ろ
の

世
界
に
入
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

ロ
ダ
ン
は
言
い
ま
し
た
。「
美
は
ど
こ
に

で
も
あ
る
。
た
だ
、
美
を
発
見
す
る
眼
が

欠
け
て
い
る
の
で
す
。」
芸
術
鑑
賞
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
正
に
子
供
の
発
見
す
る
眼

を
開
く
も
の
で
す
。
鑑
賞
活
動
を
通
し
て

美
的
感
覚
を
生
活
に
持
ち
込
み
実
践
に
至

る
。今

回
、武
蔵
野
美
術
大
学
は
そ
の
リ
ソ
ー

ス
を
福
山
小
学
校
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。

全
高
雄
市
の
教
員
と
共
有
し
ま
す
。
鑑
賞

は
生
活
か
ら
と
い
う
こ
と
が
、
子
供
の
楽

し
そ
う
な
笑
顔
と
議
論
か
ら
理
解
で
き
ま

す
。
教
員
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
も

は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の

よ
う
な
芸
術
の
種
を
学
内
に
撒
い
て
広
げ

ま
す
。

私
た
ち
教
員
の
視
野
を
広
げ
て
く
れ
て
、

武
蔵
野
美
術
大
学
よ
、
あ
り
が
と
う
。
芸

術
を
子
供
の
身
近
な
も
の
に
し
て
く
れ
て
、
あ
り

が
と
う
。

　
　
（
高
雄
市
福
山
小
学
校
校
長　

李
進
士
）

２
０
１
８
年
３
月
１
２
日
武
藏
野
大
學

師
生
一
行
來
到
高
雄
市
福
山
國
小
公
開
授

課
，
這
是
一
場
非
常
特
別
的
教
學
課
程
，

所
以
我
認
為
不
應
只
有
我
們
師
生
受
益
，

而
決
定
開
放
給
全
高
雄
市
國
中
小
學
教

師
，
果
然
如
預
期
，
一
下
子
就
秒
殺
額
滿
，

可
見
這
課
程
的
吸
引
力
。

此
次
「
對
話
式
鑑
賞
」
教
學
活
動
，
武
藏

野
美
術
大
學
遠
從
日
本
攜
帶
原
作
，
並
以
分
組

的
方
式
引
領
孩
子
欣
賞
現
場
各
類
作
品
，
再
讓
孩

子
將
想
法
、
感
受
說
出
，
接
著
孩
子
和
原
創
作
者

共
同
討
論
作
品
。
孩
子
們
的
參
與
度
非
常
高
，
也

樂
於
發
表
分
享
，
反
應
相
當
熱
烈
，
是
一
場
精
彩

的
藝
術
欣
賞
課
程
。
從
學
生
方
面
看
，
有
幾
點
值

得
台
灣
來
學
習
，
透
過
引
導
讓
孩
子
自
己
去
感
受

藝
術
品
所
傳
遞
的
訊
息
，
孩
子
很
熱
烈
地
把
自
己

心
中
的
想
法
表
達
出
來
，
最
後
再
由
創
作
者
與
欣

賞
者
直
接
對
話
，
做
最
後
的
統
整
與
歸
納
，
這
是

非
常
棒
的
互
動
模
式
，
從
孩
子
的
表
情
中
可
以
清

楚
看
到
，
這
樣
的
課
程
孩
子
是
感
興
趣
的
，
孩
子

的
感
受
是
多
元
的
，
沒
有
標
準
答
案
的
框
架
，
學

習
似
乎
是
更
加
自
由
無
束
。

從
老
師
的
角
度
看
這
場
教
學
，
報
名
一
下
子
額

滿
，
代
表
老
師
們
對
新
知
與
新
的
教
學
樣
態
是
充

滿
期
待
與
動
力
的
，
公
開
教
學
完
畢
與
三
澤
教
授

的
互
動
提
問
，
更
是
茅
塞
頓
開
，
孩
子
為
中
心
，

一
直
是
教
學
的
根
本
，

國
內
外
皆
然
，
對
教
學

過
程
策
略
的
運
用
，
透

過
說
明
更
加
豁
然
開

朗
。藝

術
欣
賞
是
藝

術
教
學
重
要
的
課

程
，
是
培
養
新
國
民

對
美
的
感
知
很
重
要
的

手
段
，
這
次
武
藏
野
大
學

帶
給
我
們
孩
子
的
課
程
模

式
，
正
可
以
讓
我
們
省
思
參

考
，
透
過
教
學
歷
程
讓
孩
子
從

自
己
的
生
活
經
驗
中
去
想
像
、
整

理
，
並
說
出
自
己
的
想
法
，
再
透

過
自
己
五
感
體
驗
對
創
作
作
品
產
生

連
結
，
試
圖
去
了
解
作
者
的
創
作
心

境
，
最
後
透
過
作
者
詮
釋
，
去
理
解
主
觀
與
客
觀

之
間
的
關
係
。
這
互
動
過
程
中
，
我
發
現
雖
有
翻

譯
隨
側
，
但
共
鳴
與
討
論
已
超
越
了
語
言
的
藩

籬
，
最
重
要
的
是
孩
子
能
主
動
去
探
索
創
作
者
的

內
心
世
界
。

羅
丹
說
：
「
生
活
中
不
缺
少
美
，
而
是
缺
少
發

現 

」，
藝
術
欣
賞
課
程
正
是
要
開
啟
孩
子
發
現
的

眼
，
透
過
思
辨
將
美
的
感
知
成
為
素
養
帶
到
生

活
中
去
實
踐
。
此
次
武
藏
野
大
學
師
生
能
將
資

源
帶
到
福
山
國
小
，
並
與
全
高
雄
市
老
師
分
享
，

從
孩
子
開
心
的
笑
臉
與
熱
烈
的
討
論
可
知
道
，
原

來
欣
賞
可
以
從
生
活
、
從
想
像
…
嘗
試
去
了
解
；

從
老
師
的
回
饋
也
能
清
楚
明
白
，
這
樣
的
藝
術
種

子
將
會
回
到
校
園
中
去
擴
散
、
繁
衍
….

。
謝
謝

武
藏
野
大
學
的
一
小
步
，
這
將
開
啟
師
生
們
美
的

視
窗
，
讓
孩
子
跟
藝
術
無
距
離
。

武
藏
野
藝
術
欣
賞
教
學                       

開
啟
美
的
視
窗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

高
雄
市
福
山
國
小
校
長
　
李
進
士
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「
武
蔵
野
美
術
大
学
の
油
絵
学
科
の
出
身
で
、

芸
術
文
化
と
共
通
絵
画
の
非
常
勤
講
師
の
結
城
康

太
朗
で
す
。
三
〇
歳
か
ら
二
〇
年
間
、
ア
ル
ミ
板

に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
描
く
絵
画
作
品
を
制
作
し

て
い
ま
す
。今
回
は
そ
れ
ら
の
作
品
を
持
参
し
て
、

皆
さ
ん
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
い

う
素
っ
気
な
い
自
己
紹
介
文
を
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
送
信
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
旅
ム
サ
台
湾
と
の
関

わ
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
間
接
的
に
自
分
の

年
齢
を
伝
え
ら
れ
た
ん
だ
な
ぁ
と
、
一
人
納
得
し

た
後
で
、
ア
ル
ミ
板
を
支
持
体
に
し
て
二
〇
年
間

も
描
い
て
き
た
ん
だ
と
改
め
て
気
づ
い
た
の
が
最

初
の
驚
き
で
し
た
。

今
回
の
私
の
役
割
は
、
中
堅
の
画
家
と
し
て
、

絵
画
実
技
の
教
員
と
し
て
、
自
分
の
作
品
を
持
参

し
学
生
と
同
じ
立
場
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

高
雄
の
福
山
小
学
校
で
、
学
生
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
か
ら
作
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
私
は
、

「
パ
ッ
と
観
て
、
何
が
描
い
て
あ
る
の
か
分
か
ら

な
い
、こ
う
い
う
絵
も
あ
る
ん
で
す
よ
。」
と
し
ゃ

べ
り
始
め
ま
し
た
。

通
訳
さ
ん
を
通
す
こ
と
で
、
し
ゃ
べ
る
内
容
だ

け
で
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
、
音
量
、
ど
こ
で
区
切
る

の
か
等
の
配
分
を
考
え
始
め
た
ら
、
シ
ド
ロ
モ
ド

ロ
に
な
っ
て
い
る
。
小
学
生
た
ち
が
投
げ
か
け
て

く
れ
る
言
葉
が
、
私
の
感
性
を
超
え
て
魅
力
的
な

こ
と
に
瞬
時
に
気
づ
く
の
だ
が
、
ど
う
返
し
て
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
。

使
い
慣
れ
て
い
る
美
術
用
語
で
説
明
す
れ
ば
、

通
訳
さ
ん
を
困
ら
せ
る
だ
ろ
う
こ
と
に
は
気
づ
い

て
い
る
し
、
絵
の
中
身
を
解
説
す
れ
ば
作
者
に
よ

作
者
の
制
作
意
図
に
は
興
味
を
持
ち
な
が
ら
、
お
互
い
が
理
解
し
き
れ
な
い
空
白
部
分

を
残
し
て
お
い
て
く
れ
る

                 

　
　
　
　
　
　
　
　

結
城
康
太
朗
　
芸
術
文
化
研
究
室
非
常
勤
講
師       

る
答
え
合
わ
せ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
せ
っ

か
く
の
鑑
賞
授
業
を
一
方
向
に
引
っ
張
り
す
ぎ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
結
局
、
後
半
は
「
こ
う
い
う

色
が
好
き
な
ん
だ
」「
動
作
を
大
き
く
し
て
描
く

の
が
好
き
な
ん
で
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
好
き
だ

か
ら
～
、
～
が
好
き
な
ん
で
す
、
と
困
っ
て
い
る

く
せ
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
言
を
し
て
童
心
に
帰
る

と
い
う
思
い
で
し
た
。

小
学
生
た
ち
は
、
画
面
に
色
が
不
定
形
で
登
場

し
て
く
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
る
ん
だ
。
明
解
な

ス
ト
ー
リ
ー
を
説
明
し
て
欲
し
い
訳
じ
ゃ
な
い
ん

だ
。作
者
の
制
作
意
図
に
は
興
味
を
持
ち
な
が
ら
、

お
互
い
が
理
解
し
き
れ
な
い
空
白
部
分
を
残
し
て

お
い
て
く
れ
る
ん
だ
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
の
大

き
な
気
づ
き
で
し
た
。

絵
を
描
い
て
い
る
者
と
し
て
自
覚
し
て
い
る
こ

と
は
、
自
作
を
鑑
賞
す
る
場
合
に
は
力
み
が
あ
る

状
態
で
、
他
者
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
時
に
も
あ
る

種
の
構
え
が
あ
り
ま
す
。
何
も
考
え
ず
に
ボ
ー
っ

と
作
品
を
眺
め
る
経
験
は
少
な
い
こ
と
で
す
。

鑑
賞
す
る
中
か
ら
好
き
な
言
葉
を
引
っ
張
り
出

す
。
そ
の
為
の
手
伝
い
を
す
る
人
が
居
る
。
新
鮮

な
こ
と
で
し
た
。

言
葉
が
出
て
こ
な
い
経
験
、
美
術
に
対
す
る
知

識
が
少
し
あ
る
こ
と
に
よ
る
ズ
レ
が
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
奪
っ
て
い
く
。

思
い
つ
い
た
こ
と
を
素
直
に
言
葉
に
し
て
い
く

こ
と
が
出
来
な
い
。初
日
の
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

次
の
日
、
台
南
の
後
甲
國
中
学
校
で
感
じ
た
こ
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と
は
、
質
問
が
専
門
的
に
な
っ
て
く
る
こ
と
。
生

徒
た
ち
の
興
味
の
対
象
が
多
様
化
し
て
い
る
こ

と
。
そ
れ
に
よ
り
好
み
の
項
目
と
そ
う
で
な
い
項

目
と
の
関
わ
り
に
当
然
な
が
ら
差
が
出
て
く
る
こ

と
。
そ
し
て
、
真
面
目
に
真
剣
に
取
り
組
む
時
間

と
、
ユ
ー
モ
ア
を
持
ち
込
み
少
し
ふ
ざ
け
た
時
間

も
作
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
な
ど
。

一
つ
の
小
学
校
と
一
つ
の
中
学
校
の
対
比
で
簡

単
に
解
釈
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
も
の
か
迷
い
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
年
齢
に
近
づ
い
て
来
て
く

れ
て
い
る
せ
い
か
、
私
が
一
日
だ
け
経
験
を
積
ん

だ
た
め
か
、
ス
ピ
ー
ド
に
慣
れ
て
言
葉
に
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

絵
具
を
使
わ
な
い
状
態
で
美
大
生
と
接
す
る
こ

と
の
な
い
私
に
と
っ
て
は
、
実
技
時
間
中
の
ノ
ン

ビ
リ
と
し
た
取
り
組
み
と
は
違
う
学
生
達
の
し
っ

か
り
と
し
た
態
度
も
驚
き
で
し
た
。

旅
ム
サ
台
湾
の
学
生
は
色
々
と
気
づ
い
た
だ
ろ

う
し
、
高
雄
の
小
学
生
も
台
南
の
中
学
生
も
い
っ

ぱ
い
気
づ
い
た
と
思
う
。
み
ん
な
が
何
を
気
づ
い

た
の
か
、
想
像
し
て
も
答
え
を
探
さ
な
く
ん
で
い

い
ん
だ
と
い
う
の
が
、
最
大
の
気
づ
き
で
し
た
。

　
「
所
發
現
之
事
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

　「
我
是
結
城
康
太
郎
，
本
校
油
畫
科
出
身
，

藝
術
文
化
與
共
通
繪
畫
的
外
聘
講
師
。
從

三
十
歲
以
來
用
壓
克
力
顏
料
在
鋁
板
上
作
畫

了
二
十
年
。
這
次
我
將
帶
著
這
些
作
品
與
各

位
同
行
。」
僵
硬
的
發
送
了
這
段
自
我
介
紹

之
後
開
始
了
這
我
與
武
藏
美
行
旅
的
互
動
。

思
忖
著
這
麼
一
來
就
能
間
接
地
表
達
自
己
的

年
齡
的
同
時
，
再
次
驚
訝
於
原
來
自
己
已
經

在
名
為
鋁
板
的
畫
布
上
畫
了
二
十
年
之
久
。

我
這
次
的
身
份
除
了
擁
有
一
定
資
歷
的
畫

家
、
教
導
繪
畫
技
巧
的
老
師
，
更
是
和
學
生

們
一
樣
拿
著
自
己
的
作
品
參
加
這
場
企
劃
的

一
員
。

在
高
雄
的
福
山
國
小
，
被
引
導
者
的
學
生

以
作
者
的
身
份
被
介
紹
的
我
以
「
這
世
界
上

也
是
存
在
著
這
種
、
乍
看
之
下
什
麼
都
看
不

懂
的
畫
呦
。」
為
開
場
白
，
開
始
了
和
學
生

的
互
動
。

一
想
到
自
己
說
的
話
需
要
被
翻
譯
，
除
了

說
話
的
內
容
以
外
我
開
始
擔
心
自
己
的
語
速

和
音
量
甚
至
是
斷
句
，
導
致
了
自
己
開
始
語

無
倫
次
。
當
我
意
識
到
小
學
生
充
滿
魅
力
的

發
言
已
經
以
超
越
了
我
的
感
性
的
當
下
，
什

麼
也
回
答
不
了
。

使
用
平
常
用
慣
的
美
術
用
語
的
話
可
能
會

使
翻
譯
人
員
困
擾
；
解
釋
畫
作
的
內
容
的
話

又
好
像
是
在
對
答
案
一
樣
。
難
得
的
鑑
賞
課

這
樣
限
制
學
生
們
的
想
法
真
的
好
嗎
？
煩
惱

到
最
後
我
所
說
的
內
容
變
成
「
我
喜
歡
這
樣

的
顏
色
」「
我
喜
歡
用
誇
張
的
動
作
來
畫
圖
」

等
等
強
調
自
己
的
喜
好
的
樂
觀
發
言
，
試
圖

回
歸
童
心
。

小
學
生
能
夠
允
許
畫
布
上
的
顏
色
以
不
規

則
的
形
狀
登
場
。
對
他
們
來
說
，
並
不
一
定

要
用
明
確
的
故
事
來
解
釋
。
對
作
者
的
創
作

理
念
抱
持
興
趣
並
保
留
著
彼
此
間
無
法
完
全

了
解
的
空
白
。
這
對
我
來
說
是
一
個
大
發
現
。

鑑
賞
自
己
的
作
品
的
時
候
是
在
充
滿
張
力

的
狀
態
下
，
而
鑑
賞
別
人
的
作
品
時
需
要
些

架
勢
。
這
是
作
為
從
事
繪
畫
的
人
的
自
覺
。

我
自
己
在
鑑
賞
的
時
候
，
很
少
有
看
著
作
品

出
神
的
經
驗
。

鑑
賞
的
時
候
將
喜
歡
的
字
句
挑
出
來
。
為

了
這
件
事
甚
至
還
有
專
人
從
旁
協
助
。
對
我

來
說
是
一
件
很
新
鮮
的
事
。

美
術
知
識
量
上
的
差
距
使
我
找
不
到
能
夠

解
釋
的
字
句
，
交
談
也
逐
漸
滯
塞
。

無
法
順
利
道
出
自
己
想
說
的
話
語
。
這
是

我
在
第
一
天
得
到
的
珍
貴
的
體
驗
。

翌
日
在
台
南
後
甲
國
中
所
感
到
的
事
，
學

生
們
的
發
問
變
得
具
有
專
業
性
，
以
及
學
生

們
感
到
興
趣
的
對
象
的
多
樣
化
。
感
興
趣
的

範
圍
變
廣
，
理
所
當
然
的
也
有
了
隨
著
喜
好

不
同
而
產
生
的
溫
度
差
。
我
也
逐
漸
掌
握
了

如
何
分
配
認
真
鑑
賞
和
輕
鬆
幽
默
的
時
間
比

例
。一

邊
是
國
小
的
案
例
一
邊
是
國
中
的
案
例
，

我
也
猶
豫
過
這
麼
拿
兩
著
的
不
同
之
處
來
做

簡
單
的
解
釋
是
否
適
當
。
或
許
是
因
為
國
中

生
比
較
成
熟
，
又
或
許
是
已
經
有
了
第
一
天

的
經
驗
，
我
在
第
二
天
變
得
能
夠
習
慣
對
話

的
速
度
並
順
利
地
闡
述
自
己
的
想
法
。

對
於
只
在
實
技
課
上
與
美
大
生
接
觸
過
的

我
來
說
，
學
生
們
認
真
的
態
度
和
實
技
課
中

悠
閒
的
氛
圍
大
相
徑
庭
使
我
吃
驚
。

我
相
信
參
加
武
藏
美
行
旅
的
大
學
生
們
有

許
多
自
己
的
發
現
，
高
雄
的
小
學
生
和
台
南

的
國
中
生
們
也
有
很
多
自
己
的
發
現
。
而
我

最
大
的
發
現
應
該
是
，
我
們
能
盡
情
的
想
像

大
家
分
別
發
現
到
了
些
什
麼
，
卻
不
用
尋
找

正
確
答
案
這
件
事
。

（
結
城
康
太
朗　

藝
術
文
化
研
究
室
非
常
任
講
師
）   

私
は
今
回
初
め
て
の
台
湾
で
初
め
て
旅
す
る
ム

サ
ビ
に
参
加
し
た
。
台
湾
に
行
く
前
は
不
安
が
大

き
か
っ
た
が
、
台
湾
に
到
着
す
る
と
温
暖
な
気
候

に
励
ま
さ
れ
る
よ
う
に
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
気
分
に

な
っ
た
。

台
湾
の
小
学
校
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

現
地
の
小
学
生
と
対
話
型
鑑
賞
を
し
た
。
そ
の
時

私
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
作
品
は
ア
ル
ミ

板
に
描
か
れ
た
抽
象
的
な
作
品
だ
っ
た
。
わ
た
し

は
最
初
に
「
ど
ん
な
絵
に
見
え
る
？
」
と
質
問
し

た
。
す
る
と
、
あ
る
児
童
は
赤
い
部
分
が
花
に
見

え
る
と
言
い
、
別
の
児
童
は
太
陽
だ
と
言
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
意
見
を
持
ち
な
が
ら
も
共
感
し
て
い

る
部
分
も
あ
っ
た
。
水
色
の
部
分
は
全
員
川
に
見

え
る
と
言
う
の
で
、
ど
こ
の
水
色
の
こ
と
か
と
質

問
す
る
と
全
員
が
同
じ
場
所
を
指
差
し
、「
あ
そ

こ
だ
よ
。」
と
言
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
意
見
が

分
か
れ
た
の
は
黄
色
い
部
分
だ
。
花
と
川
が
あ
る

か
ら
太
陽
の
光
だ
と
言
う
児
童
も
い
れ
ば
、
鳳
凰

だ
と
言
う
児
童
、キ
リ
ン
だ
と
言
う
児
童
も
い
た
。

そ
の
児
童
の
言
う
キ
リ
ン
が
私
の
想
像
す
る
キ

リ
ン
と
あ
ま
り
に
も
違
っ
て
い
て
通
訳
の
方
に
聞

く
と
、
古
代
中
国
神
話
に
出
て
く
る
キ
リ
ン
は
首

の
長
く
な
い
毛
が
生
え
た
獣
で
良
い
存
在
だ
と
教

え
て
く
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
何
を
描
い
て
い
る

絵
な
の
か
興
味
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
抽
象
画
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
た
が
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
は

素
直
に
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
く
れ
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
な
ぜ
わ
か
ら
な
い
も
の
を
描
い
て
い
る
の
か

疑
問
に
思
っ
て
い
た
。
作
家
の
方
が
抽
象
的
な
表

現
に
つ
い
て
「
何
か
こ
れ
を
描
こ
う
！
と
決
め
て

描
い
て
い
る
訳
で
は
な
い
。」
と
お
話
を
さ
れ
る

と
児
童
は
納
得
し
て
い
な
い
表
情
を
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
「
質
問
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
言
う
と

何
を
描
い
て
い
る
の
か
、
何
で
形
を
決
め
て
描
か

な
い
の
か
、
そ
も
そ
も
ア
ル
ミ
は
ど
ん
な
も
の
な

の
か
等
た
く
さ
ん
質
問
が
出
た
。
そ
の
時
、
私
は

現
地
の
子
ど
も
た
ち
の
素
直
で
堂
々
と
質
問
す
る

姿
勢
に
感
動
し
た
。

今
回
の
旅
で
は
現
地
の
子
ど
も
た
ち
の
積
極
的

な
姿
勢
に
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
私
た
ち
が
見
て
き

た
も
の
と
台
湾
の
児
童
に
見
え
て
い
る
も
の
の
違

い
が
見
え
て
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

在
台
灣
的
小
學
，
我
擔
任
對
話
型
鑑
賞
的

引
導
人
，
與
當
地
的
小
學
生
進
行
了
對

話
型
鑑
賞
。
當
時
，
我
引
導
的
鑑
賞
作
品
是
在
畫

在
鋁
板
上
的
抽
象
畫
。
在
一
開
始
的
時
候
，
我
問

了
小
學
生
們
「
你
們
這
幅
畫
看
起
來
像
什
麼
呢
？

」。
然
後
，
有
一
個
小
朋
友
說
紅
色
的
部
份
看
起

來
像
花
，
其
他
的
小
朋
友
說
像
太
陽
。
有
些
分
別

有
不
同
的
意
見
，
當
然
也
有
相
同
感
受
的
部
分
。

因
為
大
家
都
覺
得
水
藍
色
的
地
方
看
起
來
像
是
河

川
，
問
了
小
朋
友
們
「
是
哪
裡
的
水
藍
色
像
河
川

呢
？
」，
大
家
都
指
向
同
一
個
地
方
說
「
是
那
邊

啊
！
」。
大
家
的
意
見
最
分
歧
的
地
方
是
黃
色
的

部
分
，
像
是
有
些
小
朋
友
說
，
因
為
有
花
跟
河
川

所
以
黃
色
的
部
分
是
太
陽
。
也
有
些
小
朋
友
說
是

鳳
凰
，
更
有
小
朋
友
說
是
「
麒
麟
」。

那
位
小
朋
友
所
說
的
「
麒
麟
」
跟
我
想
像
中
的

「
長
頸
鹿
」
落
差
蠻
大
的
，
跟
口
譯
人
員
確
認
過

後
，
他
告
訴
我
，
在
中
國
的
古
代
神
話
中
登
場
的

「
麒
麟
」
是
脖
子
不
長
、
身
上
有
長
毛
、
代
表
吉

祥
的
神
獸
。
小
朋
友
們
表
現
出
了
對
作
品
的
好
奇

心
。
雖
然
我
曾
經
思
考
過
，
對
小
朋
友
們
來
說
抽

象
畫
是
不
是
太
難
了
，
但
當
地
的
小
朋
友
很
單
純

直
接
的
提
出
他
們
的
疑
問
。
他
們
覺
得
，
為
什
麼

要
畫
一
個
不
知
道
是
什
麼
的
東
西
。
對
於
作
品
中

的
抽
象
表
現
，
創
作
者
本
人
表
示
說
「
不
是
想
著

說
要
畫
這
個
而
去
畫
的
」，
聽
了
作
家
的
回
答
後
，

小
朋
友
表
現
出
困
惑
、
不
了
解
的
表
情
。
因
為
這

樣
所
以
問
了
小
朋
友
們
「
有
什
麼
想
問
的
嗎
？
」，

然
後
大
家
紛
紛
提
出
疑
問
「
作
品
裡
畫
了
什
麼
？

」、「
為
什
麼
不
畫
想
好
的
東
西
？
」、「
鋁
板
到
底

是
什
麼
？
」。
當
下
我
看
到
小
朋
友
單
純
直
接
地

提
出
他
們
的
疑
問
的
態
度
，
覺
得
很
感
動
。

在
這
次
的
旅
行
，
我
從
當
地
小
朋
友
積
極
的
學

習
態
度
中
學
到
很
多
。
從
中
發
現
了
，
創
作
者
的

我
們
所
見
的
東
西
，
和
台
灣
小
朋
友
所
見
的
東
西

之
間
所
存
在
的
差
異
性
，
對
自
己
來
說
是
一
個
非

常
好
的
經
驗
。

　
（
原
田
夏
実　

工
業
工
藝
設
計
學
科
一
年
級
）

　

そ
の
時
私
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
作
品
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
夏
実　

工
業
工
芸
デ
ザ
イ
ン
学
科
一
年
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台
湾
と
日
本
の
両
方
の
反
応
を
見
た

い
と
思
っ
た

リ
ン 

ズ
ー
チ
ー 

視
覚
伝
達
デ
ザ
イ
ン
学
科
二
年　

　
私
は
昨
年
、
編
入
試
験
を
受
け
て
武
蔵
美
に
入

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
旅
す
る
ム
サ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
い
説
明
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夏
休
み
に
行
う
北
海
道

訓
子
府
町
の
旅
ム
サ
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
訓
子

府
町
で
は
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
対
話
し
て
自
分

の
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。
普
段
自
分
の
作
品
を

見
せ
る
の
は
恥
ず
か
し
く
、
あ
ま
り
人
前
に
作
品

を
出
す
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
の
作

品
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の

作
品
を
紹
介
し
な
が
ら
質
問
し
た
り
、
鑑
賞
者
の

感
想
を
聞
い
て
想
像
力
を
喚
起
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
会
話
が
成
立
し
、
そ

の
中
で
、
子
供
と
作
者
が
お
互
い
に
考
え
て
、
自

分
で
は
気
づ
か
な
い
事
や
考
え
た
事
が
な
い
事
を

見
つ
け
ら
れ
て
勉
強
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
旅
ム
サ
i
n

台
湾
は
私
に
と
っ
て
二
回

目
の
参
加
で
し
た
。
台
湾
出
身
の
私
は
当
然
直
ぐ

申
し
込
み
ま
し
た
。
自
分
の
国
で
、
自
分
の
言
葉

で
子
供
達
に
作
品
を
紹
介
す
る
の
は
す
ご
く
楽
し

み
。そ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
高
雄
に
着
き
ま
し
た
。

実
際
に
や
っ
て
み
た
ら
日
本
と
台
湾
の
子
供
の
違

い
を
凄
く
感
じ
ま
し
た
。
前
回
の
北
海
道
の
小
学

校
の
子
供
た
ち
は
皆
ん
な
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
質
問
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
台
湾
の
子
供
た
ち
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
質
問

を
繰
り
返
し
、
少
し
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

持
参
し
た
作
品
は
前
回
と
同
じ
で
、「
日
本
で

留
学
し
た
時
の
生
活
日
記
」
で
す
。
台
湾
と
日
本

の
両
方
の
反
応
を
見
た
い
と
思
い
同
じ
作
品
を
選

び
ま
し
た
。台
湾
と
日
本
の
生
活
で
発
見
し
た
り
、

経
験
し
た
り
し
た
面
白
い
と
感
じ
た
こ
と
、
日
本

に
度
々
訪
れ
た
中
で
気
づ
い
た
こ
と
を
台
湾
と
比

較
し
な
が
ら
絵
日
記
に
し
ま
し
た
。
日
本
と
台
湾

の
人
が
お
互
い
の
こ
と
を
知
る
ツ
ー
ル
に
な
れ
ば

と
思
い
な
が
ら
制
作
し
ま
し
た
。

旅
ム
サ
の
活
動
で
は
、
美
術
の
楽
し
さ
や
多
様

性
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
と
共
に
、
私
た

ち
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
上
が
り
、
作
品
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
貰
い
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

去
年
，
我
通
過
了
武
藏
野
美
術
大
學
的

編
入
考
試
進
而
入
學
。
然
後
我
拿
到

了
一
份
「
旅
行
武
藏
美
專
案
計
畫
」
的
文
宣
，

並
參
加
了
說
明
會
。
然
後
申
請
參
加
暑
假
在

北
海
道
訓
子
府
町
的
旅
行
武
藏
美
。
在
訓
子

府
町
的
小
學
與
當
地
的
小
朋
友
們
對
話
、
介

紹
了
自
己
的
作
品
。
雖
然
平
常
對
於
給
別
人

看
自
己
的
作
品
是
感
到
害
羞
的
，
也
不
太
在

人
們
的
面
前
展
示
自
己
的
作
品
，
但
是
我
變

得
能
分
享
自
己
的
作
品
了
。
一
邊
介
紹
自
己

的
作
品
一
邊
提
出
問
題
，
然
後
聽
取
鑑
賞
者

的
意
見
並
喚
起
他
們
的
想
像
力
的
交
流
行

為
，
對
話
成
立
後
，
在
這
之
中
孩
子
跟
創
作

者
互
相
思
考
，
進
而
可
以
發
現
到
自
己
沒
有

注
意
到
的
部
分
或
沒
有
想
過
的
事
，
然
後
變

成
一
種
學
習
。

這
次
的
旅
行
武
藏
美
i
n

台
灣
對
我
來
說
是
第

二
次
參
加
的
旅
行
武
藏
美
專
案
計
畫
。
身
為
台
灣

人
的
我
理
所
當
然
的
馬
上
申
請
參
加
了
。
非
常
期

待
在
自
己
的
國
家
，
用
自
己
的
語
言
向
小
朋
友
們

介
紹
作
品
這
件
事
。懷
著
這
樣
的
心
情
到
了
高
雄
，

實
際
地
做
了
之
後
感
受
到
日
本
和
台
灣
小
朋
友
之

間
的
差
異
。
第
一
次
參
加
的
北
海
道
小
學
的
小
朋

友
們
雖
然
很
認
真
的
聽
了
內
容
，
但
是
提
問
卻
不

太
踴
躍
。
反
觀
台
灣
的
小
朋
友
們
很
積
極
的
一
直

發
問
，
讓
我
感
到
有
點
驚
訝
。

我
帶
的
作
品
是
跟
上
回
一
樣
「
在
日
本
留
學
時

的
生
活
日
記
」。
因
為
想
看
台
灣
跟
日
本
兩
地
小

朋
友
的
反
應
所
以
選
了
同
件
作
品
。
作
品
的
內
容

是
，
是
在
台
灣
跟
在
日
本
的
生
活
中
，
發
現
到
以

及
經
驗
到
有
趣
的
事
、
以
及
在
數
次
訪
日
的
過
程

中
注
意
到
的
事
跟
台
灣
邊
做
比
較
所
製
成
的
繪
畫

日
記
。
是
懷
著
如
果
這
個
作
品
能
變
成
日
本
人
和

台
灣
人
知
己
知
彼
的
工
具
的
想
法
，
而
製
作
成
的

作
品
。

在
旅
行
武
藏
美
的
活
動
中
，
能
向
孩
子
們
傳
達

了
美
術
的
樂
趣
和
多
樣
性
，
伴
隨
著
的
是
我
們
自

身
的
溝
通
能
力
和
引
導
能
力
也
會
提
高
，
也
能
接

收
到
對
於
自
己
作
品
的
意
見
並
得
到
一
些
靈
感
。

　
　
　
（
林
子
琦　

視
覚
傳
達
設
計
學
科
二
年
）

「
対
話
す
る
」
と
は
、
ど
う
い
う

こ
と
か

　
田
中
沙
季
　
　
　
油
絵
学
科
油
絵
専
攻
一
年
　

 

日
本
に
お
け
る
、
同
質
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で

の
生
活
で
は
、
誰
も
が
自
分
の
言
葉
や
考
え
は
当

然
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
思
い
が
ち
で
あ

り
、
わ
ざ
わ
ざ
「
伝
え
る
」
こ
と
を
意
識
す
る
場

面
は
少
な
い
。

国
と
言
語
を
飛
び
越
え
た
今
回
の
旅
ム
サ
で

は
、「
伝
え
る
」「
受
け
取
る
」
と
い
う
行
為
の
脆

さ
、
曖
昧
さ
、
そ
し
て
そ
の
お
も
し
ろ
さ
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

今
回
、
鍵
と
な
っ
た
の
は
や
は
り
通
訳
者
の
存

在
だ
。

一
般
的
な
通
訳
で
重
要
な
の
は
、
話
者
が
発
す

る
言
葉
の
「
意
味
」
だ
。
通
訳
者
は
話
者
の
意
見

か
ら
要
点
を
見
つ
け
、
そ
の
意
味
を
訳
し
て
伝
え

る
。一

方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
を
含

む
対
話
型
鑑
賞
に
お
い
て
は
„
訊
き
返
す
“
こ

と
や
„
出
た
意
見
を
リ
ピ
ー
ト
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
“
な
ど
、「
単
語
以
外
に
含
ま
れ
る
ニ
ュ
ア
ン

ス
」
も
よ
り
重
要
に
な
る
。
話
者
が
発
し
た
語
彙

の
意
訳
に
加
え
、
本
来
な
ら
そ
の
よ
う
な
細
部
の

情
報
も
相
手
に
伝
わ
る
べ
き
な
の
だ
が
、
そ
の
多

く
は
翻
訳
が
難
し
く
、
言
語
の
壁
に
弾
き
落
と
さ

れ
て
し
ま
う
。

子
ど
も
た
ち
は
私
が
話
し
た
内
容
を
そ
の
ま
ま

受
け
と
る
こ
と
は
無
く
、
私
の
言
葉
を
聞
い
た
通

訳
者
が
選
び
取
っ
て
意
訳
し
た
内
容
を
私
の
言
葉

と
し
て
受
け
取
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
も
私
に
何
か

訊
き
た
い
時
、
通
訳
者
に
疑
問
点
を
渡
し
、
訳
し

て
伝
え
ら
れ
る
の
を
待
っ
た
。
当
然
そ
こ
に
は
情

報
の
欠
落
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

誰
も
が
、
お
互
い
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
は
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
を
受
け
止

め
る
に
は
、言
語
に
頼
り
す
ぎ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

通
訳
を
待
つ
こ
と
や
、
わ
ず
か
な
共
通
項
で
あ
る

漢
字
や
英
語
を
用
い
る
し
か
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
と
て
も
不
自
由
な
対
話
だ
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
誰
も
が
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
に

真
剣
だ
っ
た
。

日
本
で
お
こ
な
う
鑑
賞
授
業
で
あ
れ
ば
、
共
通

の
言
語
の
も
と
、
小
さ
な
つ
ぶ
や
き
さ
え
も
相
手

に
直
接
届
く
。
し
か
し
今
回
は
ど
れ
だ
け
言
葉
を

選
ん
で
も
、
言
語
の
変
換
を
挟
む
た
め
に
、
発
し

た
言
葉
の
情
報
全
て
を
そ
の
ま
ま
に
届
け
る
こ
と

は
不
可
能
だ
っ
た
。

し
か
し
そ
こ
に
は
、
双
方
が
共
通
し
て
理
解
し

や
す
い
場
所
を
選
ん
で
対
話
し
よ
う
と
す
る
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
お
も
し
ろ
さ
が
あ
っ
た
。

「
伝
え
る
」
こ
と
を
意
識
し
て
、
対
話
を
す
る
。

「
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
」
こ
と
を
感
じ
、
受
け

取
る
た
め
の
姿
勢
を
と
る
。
こ
れ
が
、
今
回
の
対

話
型
鑑
賞
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
私
は
思
う
。

　
　
　
　
　
　

在
日
常
生
活
中
總
是
充
滿
同
質
性
的

對
話
，
自
己
的
話
語
與
想
法
也
理
所

單
然
的
直
截
表
達
，
鮮
少
有
「
正
在
表
達
」

的
意
識
。
這
次
的
跨
越
國
境
與
言
語
阻
礙
的

旅
程
，讓
我
真
實
感
受
到
「
表
達
」
與
「
接
收
」

的
脆
弱
與
曖
昧
，
並
在
其
中
享
受
它
的
樂
趣
。

對
話
型
觀
賞
的
關
鍵
，
很
顯
然
地
在
於
翻

譯
者
。「
翻
譯
」
最
重
要
的
是
，
話
者
所
要

表
達
的
意
思
。
翻
譯
者
透
過
找
出
話
中
重
點
，

將
其
轉
化
成
其
他
語
言
。
然
而
於
對
話
型
觀

賞
而
言
，
將
聽
眾
聽
後
的
反
饋
，
適
時
性
的

回
覆
給
話
者
尤
其
重
要
。
經
常
可
以
體
驗
到
，

明
明
很
想
表
達
的
作
品
細
節
或
抽
象
想
法
，

因
為
語
言
不
同
產
生
隔
閡
。
學
生
們
並
不
是

直
接
接
收
話
者
表
達
的
內
容
，
而
是
經
由
翻

譯
者
消
化
後
產
生
出
的
資
訊
。
此
外
，
學
生

們
亦
經
由
翻
譯
者
的
橋
樑
，
將
問
題
傳
達
給

我
，
這
樣
的
過
程
中
，
也
必
然
會
產
生
些
落

差
。
過
程
中
，
大
家
互
相
幫
忙
翻
譯
補
充
。

然
而
接
收
內
容
時
，
還
是
感
受
到
語
言
的
過

度
依
賴
性
，
須
要
等
待
譯
者
解
釋
，
或
把
握

僅
有
的
、
共
通
理
解
的
英
文
及
漢
字
。

在
日
本
進
行
對
話
型
觀
賞
時
，
即
便
是
學

生
的
竊
竊
私
語
都
可
以
瞬
間
理
解
。
相
對
的
，

這
次
的
活
動
特
別
能
感
受
到
，
哪
些
資
訊
被

選
擇
了
，
再
透
過
語
言
轉
換
的
窄
門
，
讓
接

收
方
吸
收
。
說
話
者
想
說
的
內
容
，
變
得
不

可
能
完
整
呈
現
。
然
而
也
正
因
為
如
此
，
在

彼
此
能
容
易
理
解
的
環
境
下
，
努
力
進
行
對

話
顯
得
特
別
有
趣
。

「
傳
達
」
這
件
事
，
突
然
成
為
有
意
識
性
的

對
話
。
充
分
感
受
「
想
傳
達
」
的
滋
味
，
並

努
力
汲
取
資
訊
接
受
。
這
不
就
是
這
次
活
動
，

學
習
到
最
重
要
的
事
嗎
？

聊
天
室
對
話
結
束

輸
入
訊
息⋯

⋯

　
　
　
（
田
中
沙
季　

油
畫
學
科
一
年
級
）
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「
二
つ
」
を
「
一
つ
」
に

　
リ
オ
ン･

ア
シ
ュ
リ
ー
　
日
本
画
絵
学
科
一
年
　

武
蔵
野
武
術
大
学
に
入
っ
て
か
ら
参
加
し
た
企

画
で
は
大
抵
通
訳
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

三
ヶ
国
語
が
喋
れ
る
身
だ
か
ら
、
そ
れ
は
や
む
を

得
な
い
と
受
け
入
れ
た
。
今
回
の
「
旅
す
る
ム
サ

ビ
i
n
台
湾
」に
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
た
時
も
、

絶
対
な
ん
ら
か
の
形
で
通
訳
の
仕
事
を
す
る
と
最

初
か
ら
予
測
し
て
い
た
。

台
湾
に
行
く
前
、
ず
っ
と
作
者
と
し
て
の
自
分

で
悩
ん
で
い
た
。
何
の
た
め
に
絵
を
描
い
て
、
何

の
た
め
に
制
作
す
る
だ
ろ
う
と
答
え
を
求
め
て
い

た
。
今
ま
で
作
っ
て
き
た
作
品
は
ど
れ
も
自
分
の

た
め
の
も
の
で
、
鑑
賞
す
る
側
の
こ
と
を
考
え
て

い
な
か
っ
た
。そ
う
し
な
い
と
自
分
を
揺
る
が
し
、

自
分
の
核
に
ま
で
届
く
作
品
が
作
れ
な
い
と
信
じ

て
い
た
。
で
も
、
絵
が
あ
る
な
ら
そ
れ
を
鑑
賞
す

る
者
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
自
分
の
た
め
に

し
か
制
作
し
な
い
と
言
っ
て
も
、
作
品
を
公
開
す

る
時
点
で
そ
の
信
念
も
偽
り
と
化
す
だ
ろ
う
。

　台
湾
で
は
通
訳
を
通
し
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
や
作
品
の
説
明
な
ど
を
し
て
い
て
、
日
本
語
で

説
明
で
き
た
も
の
も
中
国
語
で
は
説
明
で
き
な
い

こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
の
せ
い
か
、
自
分
が
上
手

に
作
品
の
説
明
が
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
し

ま
っ
た
。
授
業
の
間
、
私
は
常
に
作
者
の
意
思
を

忠
実
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
伝
え
ら
れ
な

か
っ
た
ら
そ
れ
は
生
徒
達
と
作
者
に
対
し
て
失
礼

で
、
な
に
よ
り
も
通
訳
者
が
作
者
の
言
葉
を
代
弁

し
て
伝
え
な
い
と
誰
が
伝
え
る
だ
ろ
う
か
。
日
本

に
戻
っ
て
か
ら
も
通
訳
者
の
役
割
を
果
た
し
た
か

ど
う
か
が
疑
わ
し
く
思
っ
た
。

　そ
れ
で
も
、
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
生
徒
達
の

姿
を
思
い
出
す
と
、
自
己
満
足
の
為
に
描
い
た
作

品
が
生
徒
達
の
絵
画
に
対
す
る
考
え
を
徐
々
に
変

え
て
い
く
様
子
が
見
え
る
気
が
す
る
。
人
を
揺
る

が
す
の
は
も
っ
と
偉
い
人
達
が
描
い
た
も
っ
と
力

の
あ
る
作
品
だ
と
信
じ
て
い
て
、
自
分
の
作
品
に

少
し
で
も
そ
の
よ
う
な
力
が
あ
る
な
ん
て
、
今
で

も
信
じ
難
い
。
た
だ
、
作
品
が
作
者
と
鑑
賞
者
を

結
び
つ
け
る
に
は
言
葉
や
国
境
を
超
え
た
普
遍
的

な
何
か
が
必
要
だ
と
知
っ
た
。

　自
分
が
こ
の
企
画
に
参
加
し
た
意
味
を
、
日
本

に
戻
っ
て
か
ら
も
探
し
求
め
て
い
た
。
こ
れ
か
ら

も
自
分
の
た
め
に
制
作
し
続
け
た
い
が
、
作
品
の

鑑
賞
者
に
も
何
か
を
与
え
た
い
。
今
ま
で
の
自
分

は
一
方
を
こ
な
す
に
は
一
方
を
な
い
が
し
ろ
に
す

る
し
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
二
つ
の
自
分
を
一
つ

に
す
る
何
か
が
存
在
し
て
い
る
は
ず
だ
。

　二
つ
の
自
分
を
結
び
つ
け
る
も
の
、
作
者
と
鑑

賞
者
を
結
び
つ
け
る
も
の
、
そ
の
普
遍
な
何
か
が

き
っ
と
私
の
求
め
て
い
る
答
え
を
持
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。

今
か
ら
そ
の
普
遍
な
何
か
を
探
し
に
行
っ
て
く

る
。自

從
我
進
了
武
藏
野
美
術
大
學
之
後
，
參

加
過
的
企
劃
活
動
大
部
分
都
會
身
兼
口

譯
的
工
作
。
因
為
本
身
會
說
三
種
語
言
的
緣
故
，

不
得
不
接
下
這
類
的
工
作
。
決
定
參
加
這
次
「
旅

行
武
藏
美in

台
灣
」
的
一
開
始
的
時
候
也
預
想

著
，
一
定
會
以
某
種
形
式
去
擔
任
口
譯
的
角
色
。

出
發
前
往
台
灣
之
前
，
一
直
在
苦
惱
著
，
找
尋

著
身
為
創
作
者
的
自
己
是
為
了
什
麼
而
畫
、
為
了

什
麼
而
創
作
的
答
案
。
到
目
前
為
止
，
我
所
創
作

的
作
品
無
一
不
是
為
了
自
己
而
作
，
從
來
沒
有
想

過
站
在
鑑
賞
者
的
角
度
去
思
考
。
以
前
的
我
相
信

不
這
樣
作
的
話
，
自
己
容
易
動
搖
；
無
法
做
出
深

入
核
心
的
作
品
。
但
是
有
作
品
的
存
在
的
話
，
也

必
定
會
有
鑑
賞
者
的
存
在
。
所
以
，
雖
說
我
確
信

只
為
了
自
己
而
創
作
，
但
在
作
品
公
開
的
時
候
，

那
信
念
也
化
為
虛
言
了
吧
。

在
台
灣
的
時
候
，
透
過
口
譯
的
詮
釋
，
引
導
鑑

賞
的
流
程
或
作
品
的
說
明
。
我
注
意
到
了
有
些
用

日
語
能
說
明
的
東
西
，
但
翻
成
中
文
後
並
不
能
夠

說
明
的
情
況
。
也
許
是
因
為
如
此
，
我
發
現
自
己

無
法
順
暢
的
去
說
明
作
品
。
在
課
程
中
，
我
總
是

想
忠
實
的
傳
達
作
者
的
意
思
。
如
果
不
能
忠
實
的

傳
達
的
話
，
對
學
生
們
或
是
對
創
作
者
是
很
失
禮

的
；
總
之
，
擔
任
口
譯
的
角
色
如
果
不
能
代
替
作

者
傳
達
意
思
的
話
，
還
有
誰
能
代
為
傳
達
呢
？
回

到
日
本
之
後
，
我
還
是
會
對
自
己
有
沒
有
達
成
擔

任
口
譯
的
角
色
感
到
懷
疑
。
儘
管
如
此
，
每
當
想

起
學
生
們
在
鑑
賞
作
品
的
姿
態
，
感
覺
為
了
自
己

而
畫
的
作
品
漸
漸
影
響
了
學
生
們
對
繪
畫
的
想

法
。
我
一
直
深
信
，
越
偉
大
的
作
家
是
越
有
能
做

出
震
撼
人
心
作
品
的
力
量
。
沒
想
到
自
己
的
作
品

也
有
一
些
影
響
人
的
力
量
，
到
現
在
也
是
難
以
置

信
。
只
是
我
暸
解
到
了
，
在
作
品
裡
面
作
者
跟
鑑

賞
者
之
間
存
在
著
某
種
超
越
語
言
跟
國
家
的
普
遍

性
是
必
要
的
。

儘
管
如
此
，
每
當
想
起
學
生
們
在
鑑
賞
作
品
的

姿
態
，
感
覺
為
了
自
己
而
畫
的
作
品
漸
漸
影
響
了

學
生
們
對
繪
畫
的
想
法
。
我
一
直
深
信
，
越
偉
大

的
作
家
是
越
有
能
做
出
震
撼
人
心
作
品
的
力
量
。

沒
想
到
自
己
的
作
品
也
有
一
些
影
響
人
的
力
量
，

到
現
在
也
是
難
以
置
信
。
只
是
我
暸
解
到
了
，
在

作
品
裡
面
作
者
跟
鑑
賞
者
之
間
存
在
著
某
種
超
越

語
言
跟
國
家
的
普
遍
性
是
必
要
的
。

回
到
日
本
以
後
，
我
還
在
找
尋
自
己
參
加
這
次

企
劃
的
意
義
。
雖
然
現
在
我
還
是
想
為
了
自
己
繼

續
創
作
，也
想
帶
給
看
作
品
的
鑑
賞
者
一
些
什
麼
。

直
至
今
日
的
我
雖
然
在
繼
續
創
作
；
但
對
於
後
者

並
沒
有
去
重
視
，
一
定
有
什
麼
方
法
是
可
以
把
這

兩
個
面
向
的
自
己
整
合
成
一
個
面
向
的
。

如
何
把
自
己
兩
個
面
向
結
合
、
如
何
把
創
作
者

跟
鑑
賞
者
連
結
起
來
、
那
個
普
遍
性
一
定
存
在
著

我
正
在
尋
找
的
答
案
吧
。

從
現
在
開
始
我
會
去
探
求
那
個
所
謂
的
普
遍

性
。
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日
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學
科
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な
ん
て
贅
沢
な
ん
だ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
山
端
健
志
　
　
映
像
学
科
二
年 

國
家
教
育
研
究
院
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

時
、最
後
に
五
美
大
展
の
写
真
が
映
し
出
さ
れ
た
。

母
国
の
展
示
を
異
国
で
知
る
。
こ
れ
は
美
術
が

繋
げ
た
の
だ
と
急
に
感
じ
、
美
術
そ
の
も
の
に
対

し
て
に
感
動
し
、
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
美

術
は
ヒ
ト
の
心
を
つ
く
り
、
原
動
力
と
も
な
る
。

そ
し
て
社
会
を
つ
な
げ
て
い
く
。
繋
ぎ
手
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
美
術
を
学
ん
で
い
る
以
上
、

も
っ
と
知
り
た
い
。

美
術
は
さ
ほ
ど
遠
く
は
な
い
。
常
に
一
緒
に
い

る
皮
膚
と
思
え
ば
よ
い
。

「
や
あ
！
暑
い
ね
！
」
そ
ん
な
関
係
で
も
良
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
デ
レ
デ
レ
し
た

い
し
、
さ
せ
た
い
。

今
回
の
対
話
型
鑑
賞
に
出
品
さ
れ
た
作
品
に
は

映
像
、
絵
画
、
本
な
ど
多
種
多
様
だ
。
な
か
に
は

教
室
の
机
の
上
に
作
品
を
、
周
囲
に
小
道
具
を
設

置
し
空
間
を
含
め
た
全
体
を
作
品
と
す
る
も
の
も

見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
作
品
を
通
じ
て
【
作
品
・

空
間
・
相
手
】
こ
の
三
つ
が
揃
う
と
作
品
は
よ
り

一
層
際
立
つ
の
だ
と
学
ん
だ
。
こ
れ
は
参
加
学
生

に
と
っ
て
強
い
武
器
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

滞
在
中
は
学
生
メ
ン
バ
ー
は
私
を
含
め
緊
張
し

て
い
た
よ
う
に
視
え
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
の
緊
張
も
あ
る
が
、

何
よ
り
も
同
じ
学
生
に
対
し
て
緊
張
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
初
対
面
に
も
関
わ
ら
ず
、
約

一
週
間
異
国
で
共
に
挑
戦
す
る
。
互
い
に
話
し
合

う
こ
と
で
自
分
自
身
を
客
観
視
で
き
た
の
で
は
な

い
か
。
今
回
の
旅
ム
サ
台
湾
に
関
与
し
た
す
べ
て

の
人
々
が
、何
か
し
ら
の
出
発
点
を
得
た
な
ら
ば
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
は
十
分
果
た
せ
れ
た
と

思
う
。
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
通
訳
を

担
っ
た
現
地
の
学
生
、
留
学
生
の
活
躍
の
お
か
げ

で
あ
る
。

「
ゆ
っ
く
り
言
お
う
」「
専
門
用
語
を
避
け
よ
う
」

な
ど
、
我
々
が
考
え
る
配
慮
を
尽
く
し
た
が
、
通

訳
の
大
変
さ
を
共
感
で
き
な
か
っ
た
。
我
々
は
現

地
の
言
葉
で
挨
拶
ぐ
ら
い
し
か
言
え
な
か
っ
た
。

事
前
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
必
要
な
言
葉
を
学
ん
で
練

習
し
て
い
れ
ば
、
通
訳
さ
ん
た
ち
の
負
担
を
減
ら

せ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
次
に
活
か
し
た
い
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
や
は
り
対
話(

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン)

は
大
切
だ
と
改
め
て
認
識
し
た
。

対
話
は
自
分
を
客
観
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

気
づ
い
た
。

台
湾
で
は
よ
く
円
卓
が
出
た
。
み
ん
な
で
食
事

を
囲
っ
て
、
互
い
の
顔
も
見
な
が
ら
食
事
を
摂
る

と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
そ
の
も

の
を
表
し
て
い
る
と
感
じ
た
。

挙
げ
る
と
キ
リ
が
な
い
ぐ
ら
い
今
回
も
た
く
さ

ん
勉
強
に
な
っ
た
。
次
は
何
に
出
会
え
る
の
か
。

出
会
う
ま
で
に
先
ず
は
も
っ
と
対
話
し
よ
う
と
思

う
。怎

麼
會
如
此
的
感
動
與
感
激
！
在
國
家
教

育
研
究
院
進
行
研
討
會
時
的
最
後
，
竟

然
投
映
出
了
五
美
大
展
的
照
片 

！
知
道
自
己
國

家
的
展
示
在
異
國
被
人
所
知
，
瞬
間
能
感
覺
到
這

是
美
術
的
連
接
性
。
讓
我
頓
時
感
動
的
快
哭
了
！

美
術
造
就
了
人
類
的
心
，
成
為
我
們
的
動
力
並
與

社
會
聯
繫
。
美
術
難
道
不
是
其
中
的
連
接
點
嗎
。

目
前
正
在
學
的
也
是
那
美
術
，
但
我
還
想
要
了
解

更
多
關
於
美
術
的
一
切
。美
術
並
沒
有
這
麼
遙
遠
，

把
它
想
像
成
好
比
是
我
們
的
皮
膚
一
樣
，
屬
於
身

體
的
一
部
分
，
那
種
直
接
去
感
受
而
產
生
「
好
熱

阿
～
」
這
種
自
然
而
然
的
感
覺
也
好
。
想
輕
鬆
無

拘
束
地
去
創
作
，
也
想
把
它
變
得
更
加
自
然
。

在
對
話
型
鑑
賞
中
，
出
展
的
有
像
影
片
、
繪
畫
、

書
等
各
式
各
樣
的
作
品
。
在
這
之
中
，
有
一
個
放

在
教
室
裡
書
桌
上
，
並
且
被
小
道
具
包
圍
起
來
的

這
種
全
體
性
作
品
。
真
的
讓
我
大
開
眼
界
！
透
過

「
作
品
、
空
間
、
對
象
」
這
三
種
都
具
備
的
作
品
，

讓
我
的
學
習
更
加
一
層
，
這
也
對
於
參
加
這
次
旅

行
武
藏
美
i
n

台
灣
的
學
生
們
來
說
，
往
後
也
會

成
為
相
當
強
的
武
器
吧
！

在
台
灣
這
期
間
，
學
生
全
體
、
包
含
我
都
看
得

出
來
大
家
都
相
當
緊
張
。
雖
說
也
有
對
於
這
次
旅

行
武
藏
美
的
過
程
的
緊
張
感
，
但
比
起
這
個
，
還

有
也
要
面
對
同
樣
身
為
學
生
的
人
的
這
種
緊
張

吧
。
不
管
大
家
是
不
是
第
一
次
見
面
，
約
一
個
禮

拜
在
異
國
共
同
挑
戰
。
且
因
為
互
相
交
談
以
後
，

就
會
以
客
觀
的
方
式
開
始
重
新
審
視
自
己
。
這
回

的
參
加
旅
行
武
藏
美
的
所
有
關
係
者
們
，
如
果
能

讓
他
們
獲
得
某
種
什
麼
的
契
機
的
話
，
我
想
我
算

是
充
分
發
揮
作
為
隊
長
的
角
色
了
吧
。
能
有
這
樣

的
想
法
，
也
是
因
為
在
現
地
幫
忙
翻
譯
的
留
學
生

們
的
支
持
與
幫
助
。「
慢
慢
的
說
」「
盡
量
別
使
用

專
門
用
語
」
等
等
，
關
於
語
言
方
面
我
們
能
考
慮

到
的
都
盡
量
考
慮
到
了
，
但
我
們
卻
無
法
在
翻
譯

的
難
度
上
感
到
共
鳴
。
因
為
我
們
只
有
用
日
語
打

了
個
招
呼
而
已
。
所
以
這
次
也
學
到
了
事
前
先
學

習
些
必
要
的
當
地
語
言
的
話
，
也
許
能
幫
忙
減
少

翻
譯
留
學
生
們
的
負
擔
！
下
次
一
定
要
好
好
地
活

用
！透

過
這
些
經
驗
，
我
也
對
於
「
對
話
」
的
重
要

性
有
了
另
一
層
面
的
認
識
。
對
話
就
是
能
客
觀
的

審
視
自
己
。
在
台
灣
餐
廳
裡
，
常
出
現
很
大
的
圓

桌
。
大
家
會
圍
成
一
個
圈
，
互
相
看
著
對
方
的
臉

吃
飯
。
從
中
我
能
感
覺
到
，
這
是
在
表
現
溝
通
的

重
要
性
。
像
能
舉
無
數
例
子
似
的
，
這
次
也
學
習

了
非
常
多
東
西
。
下
次
的
相
遇
會
是
什
麼
呢
？
在

下
次
相
遇
到
來
前
，
我
還
是
先
多
交
流
吧
！

　
　
　
　
（
影
像
學
科
二
年
級 　

山
端
健
志
）
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「
鑑
賞
教
育
」
こ
の
言
葉
を
初
め
て
聞
い
た
と
き
に
、

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
全
く
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
門
外
漢
で
し
て
、
美
術
大
学
と
聞
け
ば
創
作
活

動
を
す
る
様
子
し
か
思
い
つ
き
ま
せ
ん
。

武
蔵
野
美
術
大
学
さ
ん
と
台
湾
高
雄
市
の
福
山
小
学
校

と
の
間
で
ど
ん
な
お
手
伝
い
を
し
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う

か
。い

た
ず
ら
に
日
数
が
過
ぎ
る
中
で
杉
浦
教
授
か
ら
台
湾

ま
で
国
際
電
話
が
あ
り
、
教
育
課
程
の
中
で
生
徒
に
絵
を

見
て
も
ら
っ
て
意
思
を
伝
え
合
う
活
動
と
の
こ
と
で
し

た
。
曖
昧
糊
塗
と
し
た
四
文
字
「
鑑
賞
教
育
」
が
少
し
紐

解
け
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

三
月
十
二
日
当
日
の
前
々
日
と
前
日
に
教
授
と
顔
合
わ

せ
、
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
台
湾

人
は
初
対
面
で
も
ま
る
で
旧
知
の
仲
の
よ
う
に
直
ぐ
に
共

同
で
活
動
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
日
本
人
の
場
合
は

な
る
べ
く
事
前
に
顔
合
わ
せ
を
し
て
当
日
に
初
対
面
で
な

い
ほ
う
が
物
事
が
う
ま
く
運
び
ま
す
。
そ
ん
な
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
教
授
の
皆
様
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

当
日
、
ま
ず
は
鑑
賞
教
育
の
授
業
を
拝
見
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
・
討
論
を
通
し
て
、
鑑
賞
教
育
の
趣

旨
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
一
方
的
に
教
え
込
む
授
業
で
は

な
く
て
、
子
供
た
ち
に
自
ら
発
言
し
て
も
ら
っ
て
創
造
性

を
刺
激
す
る
、
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
ま
す
。
言
葉
に

よ
る
授
業
内
容
の
事
前
説
明
は
難
し
い
も
の
で
す
。

日
本
人
は
小
学
生
の
と
き
か
ら
「
手
を
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
い
た
だ
き
ま
す
。」と
い
っ
て「
足
並
み
を
揃
え
る
」

訓
練
を
し
て
き
ま
す
。
個
人
が
他
者
に
合
わ
せ
る
訓
練
を

し
て
い
ま
す
。
日
本
の
社
会
で
は
、
独
創
性
を
発
揮
す
る

と
出
る
杭
は
打
た
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
人
よ
り
優
秀
で
も

劣
等
で
も
生
き
に
く
い
社
会
で
す
。

他
方
、
大
量
生
産
の
時
代
が
終
焉
し
て
、
皆
が
い
っ
せ

い
に
同
じ
方
向
を
向
い
て
同
じ
こ
と
を
す
る
と
い
う
所
作

が
価
値
を
産
ま
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
代
に

は
い
か
に
他
者
と
は
異
な
る
発
想
が
持
て
る
か
と
い
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

こ
の
鑑
賞
教
育
は
そ
ん
な
時
代
に
適
合
し
た
、
独
創
性

や
意
思
疎
通
の
訓
練
に
見
え
て
き
ま
し
た
。

「
鑑
賞
教
育
」が
少
し
紐
解
け
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
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質
疑
応
答
で
は
高
雄
市
の
教
員
か
ら

積
極
的
な
質
問
が
繰
り
返
さ
れ
、美
術
、

創
作
、
鑑
賞
、
教
育
な
ど
普
段
と
は
異

な
る
語
彙
に
よ
り
、
通
訳
は
非
常
に
困

難
で
し
た
。

果
た
し
て
私
の
通
訳
で
ど
こ
ま
で
観

賞
教
育
が
台
湾
の
教
員
に
理
解
し
て
も

ら
え
た
か
心
配
で
す
が
、
高
雄
の
教
員

の
み
な
さ
ん
の
熱
心
な
質
問
が
続
き
ま

し
た
。

美
術
大
学
の
人
た
ち
は
教
員
の
方
も

学
生
も
常
に
新
し
い
こ
と
を
創
り
出
し

て
切
り
開
い
て
行
く
態
度
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
経
済
学
部
と
か
法
学

部
、
理
系
な
ど
の
他
の
学
部
で
は
先
達

の
業
績
を
学
ぶ
分
野
が
多
い
中
で
、
美

術
大
学
が
大
き
く
異
な
る
点
だ
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
絵
画
や
彫
像
、
映
像
の
創
作

だ
け
で
な
く
、
授
業
を
も
創
造
す
る
。

私
の
現
在
の
日
本
語
授
業
は
一
方
的

に　

教
え
込
む
進
め
方
で
す
。
そ
う
で

は
な
く
て
、
今
回
の
鑑
賞
教
育
か
ら
、

何
か
取
り
入
れ
る
こ
と
は
あ
る
か
と
思

案
中
で
す
。

独
創
性
、
意
思
疎
通
、
に
さ
ら
に
語

学
を
加
え
た
授
業
が
で
き
な
い
か
。
武

蔵
野
美
術
大
学
さ
ん
の
鑑
賞
教
育
に
新

し
い
視
点
を
い
た
だ
い
た
気
が
し
ま

す
。

第
一
次
聽
到
鑑
賞
教
學
這
個
單

字
時
，
我
完
全
不
知
道
要
做

什
麼
。
身
為
門
外
漢
的
我
，
聽
到
美
術

大
學
，
只
能
想
到
創
作
活
動
而
已
。

到
底
我
能
幫
武
藏
野
美
術
大
學
與
福

山
國
小
他
們
什
麼
忙
呢
？

就
在
毫
無
頭
緒
中
過
了
幾
天
，
杉
浦

教
授
打
國
際
電
話
來
說
明
了
，
原
來
是

將
畫
中
的
意
義
傳
達
給
學
生
的
活
動
啊

!
一
直
讓
我
覺
得
模
糊
不
清
的
「
鑑

賞
教
學
」
突
然
有
點
清
晰
起
來
了
。

在
活
動
的
前
兩
日
，
我
與
教
授
們
見

面
了
。
與
台
灣
人
是
即
使
是
第
一
次
見

面
，
依
然
能
夠
像
是
老
朋
友
般
一
起
合

作
的
個
性
不
同
，
日
本
人
要
先
認
識
對

方
，
當
日
活
動
才
會
比
較
順
利
。
感
謝

教
授
們
能
夠
給
我
這
樣
先
認
識
的
機

會
。公

開
教
學
的
那
一
天
，
我
先
觀
摩
教

學
的
現
場
，
然
後
透
過
老
師
們
跟
教
授

提
問
及
討
論
，
才
了
解
到
鑑
賞
教
學
的

意
義
。
原
來
鑑
賞
教
學
並
非
只
是
老
師

單
方
面
授
課
而
已
，
而
是
透
過
讓
孩
子

自
已
發
言
，
進
而
激
發
出
他
們
的
創
造

力
。
真
可
謂
是
百
聞
不
如
一
見
。

在
日
本
的
國
民
教
育
課
程
中
，
從
小

學
開
始
就
教
導
學
生
們
用
餐
前
要
一
同

附
唱「
雙
手
合
十
，各
位
同
學
請
慢
用
」，

從
小
培
養
孩
子
配
合
旁
人
，互
相
協
調
。
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在
日
本
的
社
會
中
，
樹
大
會
招
風
，
發
揮
其
獨
特
性
時
反

而
會
招
致
側
目
。比
別
人
優
秀
或
劣
惡
都
有
其
難
處
之
處
。

另
一
方
面
來
說
，
由
於
工
業
化
社
會
逐
漸
邁
入
末
期
，

所
有
人
從
事
相
同
動
作
，
已
經
無
法
再
有
相
對
應
的
價
值

了
。
在
這
樣
的
新
時
代
之
下
，
如
何
有
與
其
他
人
不
同
的

想
法
已
經
成
為
了
最
重
要
的
事
。
從
此
來
看
，
專
為
訓
練

獨
創
性
及
了
解
畫
意
的
鑑
賞
教
育
可
說
是
相
當
符
合
這
個

時
代
的
。

在
教
學
後
的
公
開
討
論
中
，
高
雄
的
老
師
們
主
動
提
出

疑
問
了
，「
美
術
、
創
作
、
鑑
賞
、
教
育
」
等
等
這
些
與

日
常
生
活
用
語
完
全
不
同
的
詞
彙
，
口
譯
是
相
當
困
難
的

事
，
到
底
透
過
我
的
口
譯
能
夠
讓
台
灣
的
教
師
們
理
解
多

少
呢
?
對
此
我
相
當
擔
心
，
還
好
高
雄
的
老
師
們
相
當

積
極
的
提
出
許
多
問
題
。

我
感
受
到
美
術
大
學
的
師
生
們
不
停
的
想
開
創
出
新
事

物
的
態
度
。
反
觀
經
濟
系
，
法
律
系
，
及
理
工
系
的
學
生

們
課
業
多
，
我
才
知
道
了
，
美
術
系
與
其
他
科
系
的
不
同
。

那
就
是
，
並
非
只
有
繪
畫
、
雕
像
、
影
片
等
等
需
要
創
作
，

連
教
學
也
是
需
要
創
造
的
。

我
現
在
的
日
文
教
學
只
是
單
方
面
的
授
課
，
從
這
次
的

鑑
賞
教
學
中
，
我
開
始
思
考
是
否
可
以
在
教
學
中
作
些
新

的
嘗
試
呢
?
有
沒
有
可
能
增
加
一
些
具
有
獨
創
性
、
互

動
性
，
甚
至
是
語
言
的
課
程
呢
?
透
過
這
次
武
藏
野
美

術
大
學
的
鑑
賞
教
學
，
讓
我
發
現
了
新
的
視
點
。
我
負
責

一
幅
「
一
位
鎧
甲
武
士
坐
在
石
頭
上
」
的
油
畫
。
隨
著
鑑

賞
進
行
，
感
受
到
了
「
這
幅
畫
蘊
含
著
即
將
上
戰
場
的
鎧

甲
武
士
的
緊
張
。」
其
實
我
至
今
都
還
一
直
在
思
考
著
，

在
進
行
對
話
型
鑑
賞
前
引
導
者
沒
有
必
要
知
道
作
家
的
意

圖
以
及
作
品
的
背
景
。
因
為
我
認
為
，
拋
磚
引
玉
來
問
出

觀
賞
者
的
意
見
，
使
大
家
共
有
，
並
將
它
發
展
的
這
個
腳

色
作
用
當
中
，他
自
己
本
身
的
意
見
並
不
是
那
麼
的
重
要
。

但
是
這
回
，
因
為
在
台
灣
這
麼
一
個
歷
史
文
化
相
違
的
地

方
進
行
對
話
型
鑑
賞
，
我
的
想
法
也
有
所
改
變
。
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日
本
の
武
蔵
野
美
術
大
学
に
よ
っ
て
こ
の
数
年
進
め

ら
れ
て
い
る
「
対
話
式
芸
術
鑑
賞
」
の
授
業
方
式

に
つ
い
て
、
李
校
長
先
生
の
福
山
小
学
校
に
て
公
開
授
業
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
高
雄
市
の
芸
術
関
連
の
教
師
は
そ
の

場
で
至
近
距
離
か
ら
「
対
話
型
鑑
賞
」
の
手
法
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

今
回
の
鑑
賞
授
業
は
武
蔵
野
美
術
大
学
の
学
生
が
作
っ
た

作
品
を
鑑
賞
対
象
と
し
て
、「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
と
通

訳
が
配
置
さ
れ
、
質
疑
応
答
形
式
で
生
徒
を
対
話
の
中
に
誘

う
も
の
で
す
。
対
話
の
中
で
作
品
に
対
す
る
掘
り
下
げ
た
話

が
な
さ
れ
ま
し
た
。「
対
話
型
鑑
賞
」
は
本
来
の
価
値
は
、

鑑
賞
活
動
の
中
の
「
見
る
」
と
「
話
す
」
が
作
品
の
意
味
を

生
み
出
し
、
人
生
の
意
義
を
考
え
る
に
ま
で
広
が
り
ま
す
。　
　

今
回
武
蔵
野
美
術
大
学
の
学
生
が
自
身
の
制
作
物
を
持
ち

寄
っ
て
、
台
湾
と
日
本
と
で
異
な
る
文
化
の
な
か
で
鑑
賞
し

対
話
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
文
化
が
異
な
る
、
純
粋

な
芸
術
の
展
示
を
す
る
教
育
現
場
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

は
、
彼
ら
が
将
来
作
り
上
げ
る
授
業
法
の
血
と
な
り
骨
と
な

る
と
強
く
思
い
ま
す
。「
対
話
型
鑑
賞
」
に
し
た
が
っ
て
学

習
を
進
め
た
福
山
小
学
校
の
生
徒
か
ら
す
れ
ば
、
初
め
て
こ

の
よ
う
な
導
か
れ
た
対
話
に
参
加
し
て
、
自
由
に
表
現
す
る

心
地
よ
さ
を
十
分
に
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。

で
は
こ
の
授
業
を
見
学
し
た
台
湾
の
教
師
か
ら
す
る
と
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

三
澤
教
授
は
「
旅
す
る
ム
サ
ビ
」
記
録
の
序
言
の
中
で
こ

う
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。「
四
〇
分
間
と
い
う
と
て
も
短
い

時
間
の
中
で
生
徒
の
意
欲
を
起
こ
し
て
、
生
徒
た
ち
が
自

発
的
に
鑑
賞
活
動
に
入
っ
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
？
」
こ
れ
は
三
澤
教
授
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
て
、
教
壇

に
立
つ
す
べ
て
の
芸
術
系
台
湾
教
師
の
共
通
す
る
問
題
だ
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
高
雄
市
大
社
國
小
輔
導
主
任 　

梁
銘
順
）

日
本
武
藏
野
美
術
大
學
公
開

教
學
觀
摩
研
討
會  

觀
後
心
得

　
　

高
雄
市
大
社
國
小
輔
導
主
任　

 

梁
銘
順

日
本
武
藏
野
美
術
大
學
近
年
來
推
動
的
「
對
話
型

鑑
賞
」
藝
術
鑑
賞
教
學
模
式
，
在
李
進
士
校
長
的
促

成
下
得
以
在
福
山
國
小
進
行
公
開
教
學
，
也
讓
高
雄

市
的
藝
文
教
師
有
幸
能
夠
在
現
場
近
距
離
觀
看
「
對

話
型
鑑
賞
」
的
操
作
方
式
。

這
一
次
鑑
賞
課
程
是
以
武
藏
野
美
術
大
學
學
生
所

創
作
的
作
品
為
文
本
，
透
過
現
場
「
引
導
者
」
與
翻

譯
人
員
的
搭
配
，
以
提
問
的
方
式
誘
使
孩
子
進
入
對

話
的
情
境
，
並
在
對
話
的
過
程
中
完
成
對
作
品
的
深

入
探
討
。「
對
話
型
鑑
賞
」
的
根
本
價
值
，
是
在
於

透
過
鑑
賞
活
動
中
的
「
看
」
與
「
說
」
來
創
造
作
品

的
意
義
，
並
擴
延
至
人
生
意
義
的
思
考
。
這
次
武
藏

野
的
大
學
生
將
自
身
的
創
作
投
入
在
台
、
日
不
同
文

化
脈
絡
中
被
觀
看
與
對
話
，
相
信
這
種
不
同
於
純
粹

藝
術
展
演
的
現
場
反
饋
，
能°

夠
成
為
滋
長
他
們
未

來
創
作
的
養
分
，
而
對
於
在
「
對
話
型
鑑
賞
」
操
作

下
進
行
學
習
的
福
山
國
小
學
生
而
言
，
第
一
次
參
與

這
樣
的
引
導
對
話
，
我
想
應
該
也
能
充
分
感
受
自
由

表
達
的
舒
暢
感
。

而
對
於
現
場
觀
課
的
台
灣
教
師
而
言
呢
？
三
澤
一

實
教
授
在
「
武
藏
美
行
旅
」
成
果
紀
實
手
冊
序
言
中

省
思
道
：
「
如
何
能
在
短
短
的
四
〇
分
鐘
上
課
時
間

內
，
引
起
孩
子
的
學
習
興
趣
，
並
讓
他
們
自
發
性
的

投
入
這
場
鑑
賞
活
動
呢
？
」
我
想
，
這
不
會
只
是
三

澤
教
授
個
人
看
到
的
問
題
，
也
應
是
所
有
在
場
的
台

灣
藝
文
教
師
所
共
同
面
臨
的
問
題
吧
。

18
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に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
「
対
話
式
芸
術
鑑

賞
」
の
実
験
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
授
業
の
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

武
蔵
野
美
術
大
学
は
民
国
１
０
５
年
（
西
暦
２
０
１
６

年
）
か
ら
毎
年
来
台
し
、「
対
話
式
芸
術
鑑
賞
」
の
授
業

を
広
め
て
台
湾
の
学
校
と
共
有
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

後
甲
中
学
校
を
訪
問
い
た
だ
き
、
授
業
後
に
教
員
と
授
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
本
校
に

と
っ
て
は
光
栄
な
で
き
ご
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
教
員
た
ち

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
上
の
ヒ
ン
ト
が
多
く
意
義
が
あ
る

も
の
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
当
校
で
は
武
蔵
野
美
術
大
学
の
皆
様
に
、

「
も
の
づ
く
り
ラ
ボ
」
と
「
職
業
体
験
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
台
湾
で
推
進
し
て
い
る
科
学

技
術
教
育
と
生
涯
学
習
の
あ
り
か
た
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
武
蔵
野
美
術
大
学
の
教
授
と
学
生
の
皆
様

は
「
も
の
づ
く
り
ラ
ボ
」
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
に
興
味
を

お
持
ち
の
よ
う
で
し
た
。
そ
の
中
で
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン

と
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

（
後
甲
中
学
校
陳
瑞
榮
校
長
が
「
も
の
づ
く
り
ラ
ボ
」

に
つ
い
て
武
蔵
野
美
術
大
学
の
皆
様
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。
２
４
頁
）

武
蔵
野
美
術
大
学
の
皆
様
が
自
分
た
ち
の
作
品
を
持
参

し
て
後
甲
の
授
業
に
て
一
日
美
術
教
師
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
自
身
の
作
品
を
教
材
と
し
て
、
学
生
に
芸
術
作
品
の

作
者
と
し
て
直
接
話
を
し
て
も
ら
い
対
話
の
授
業
が
進
み

ま
し
た
。
順
を
追
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
生
徒
が
芸
術
作
品
へ

の
感
想
を
発
言
で
き
る
よ
う
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
し
ま
し

た
。
日
本
の
大
学
生
は
「
対
話
型
芸
術
鑑
賞
」
の
授
業
法

で
生
徒
の
芸
術
鑑
賞
能
力
を
養
う
よ
う
試
み
ま
し
た
。

授
業
で
は
教
師
と
生
徒
の
会
話
が
生
徒
の
興
味
を
喚
起

し
教
員
に
更
な
る
や
る
気
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
は
授
業
の

相
乗
効
果
の
模
範
で
す
。
生
徒
は
こ
の
美
し
い
芸
術
の
鑑

賞
活
動
が
大
好
き
だ
と
授
業
の
後
で
発
言
し
て
い
ま
す
。

（
武
蔵
野
美
術
大
学
の
学
生
が
自
作
品
を
教
材
と
し
て
、

後
甲
中
学
校
の
生
徒
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。→
２
５
頁
）

台
湾
国
内
で
は
近
年
、
美
感
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「
感
性
を
知
る
こ
と
」に
よ
っ
て
知
覚
世
界
に
到
達
し
、

生
徒
が
精
神
生
活
と
物
質
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
学

校
に
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
て
、
社
会
に
お
い
て
美
の

力
を
知
っ
て
、
生
活
の
中
の
幸
福
感
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
後
甲
中
学
校
は
芸
術
教
育
に
貢

献
す
る
学
校
と
し
て
、
生
徒
に
多
元
学
習
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
各
種
芸
能
を
養
う
、
芸
術
を
高
め
る
、
品
格
教
育

を
進
め
る
こ
と
を
以
っ
て
積
極
的
に
芸
術
教
育
を
推
し
進

め
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
学
年
に
お
い
て
教
員
の
資
質
を

高
め
る
た
め
の
研
修
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
芸
能

授
業
の
成
果
発
表
を
行
い
、
教
員
の
授
業
と
生
徒
の
学
習

の
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

学
校
は
「
優
良
な
環
境
が
優
秀
な
人
材
を
育
む
、
上
品

な
空
間
は
品
格
情
操
を
向
上
さ
せ
る
」
と
い
う
理
念
の
下

に
校
務
を
進
め
て
い
ま
す
。
環
境
と
心
の
美
し
さ
を
合
わ

せ
持
っ
た
品
格
の
発
展
を
優
先
し
て
い
ま
す
。
品
格
教
育

は
す
べ
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
最
も
重
大
な
テ
ー
マ

で
あ
り
、
学
校
教
育
の
基
本
要
求
で
す
。
学
校
は
日
常
生

活
の
品
格
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
目
の

授
業
の
中
に
品
格
教
育
を
溶
け
込
ま
せ
ま
す
。
芸
術
や
美

の
教
育
は
さ
ら
に
重
要
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
臺
南
市
後
甲
國
中
学
校
校
長　

陳
瑞
榮
）

日
本
武
藏
野
美
術
大
學
師
生
今
年
再
次
造
訪
臺
灣
，
由

國
家
教
育
研
究
院
陪
同
來
到
本
校
參
訪
，
並
與
學
校
師
生

進
行
「
對
話
型
藝
術
鑑
賞
」
實
驗
課
程
及
教
學
活
動
交
流
。

武
藏
野
美
術
大
學
自
１
０
５
年
起
每
年
都
來
到
臺
灣
，
將

其
所
推
廣
的
「
對
話
型
藝
術
鑑
賞
」
教
學
架
構
與
臺
灣
學

校
分
享
，
此
次
選
擇
在
後
甲
國
中
進
行
實
驗
教
學
；
並
在

教
學
結
束
後
，
與
學
校
老
師
進
行
議
課
，
分
享
教
學
理
念

與
創
作
心
得
，
對
此
我
們
深
感
榮
幸
，
尤
是
帶
給
學
校
教

師
在
規
劃
教
學
策
略
上
更
多
的
想
像
，
受
益
良
多
。

此
外
，
我
們
也
安
排
武
藏
野
美
術
大
學
師
生
參
觀
學
校

的
自
造
者
行
星
基
地
及
職
業
試
探
體
驗
中
心
，
以
介
紹
臺

灣
目
前
推
動
科
技
教
育
和
生
涯
發
展
教
育
的
作
法
經
驗
。

武
藏
野
美
術
大
學
師
生
對
自
造
基
地
與
職
探
中
心
的
設
置

計
畫
深
感
新
奇
，其
中
有
關
數
位
設
計
與
數
位
製
造
課
程
，

更
吸
引
師
生
們
的
注
目
。（
圖
說
：
後
甲
國
中
陳
瑞
榮
校

長
向
武
藏
野
美
術
大
學
師
生
介
紹
自
造
基
地
。→
２
４
頁
）

日
本
武
藏
野
美
術
大
學
師
生
帶
著
自
己
的
作
品
來
到
後

甲
課
堂
，
化
身
為
一
日
美
術
老
師
，
以
自
身
創
作
為
教
材
，

讓
孩
子
直
接
與
藝
術
品
的
創
作
者
面
對
面
接
觸
，
進
行
課

堂
間
交
流
對
話
，
循
序
漸
進
地
引
導
孩
子
表
達
自
己
對
於

藝
術
品
的
感
受
。
日
本
學
生
嘗
試
以
此
「
對
話
型
藝
術
鑑

賞
」
的
教
學
方
式
來
培
養
孩
子
的
藝
術
鑑
賞
能
力
，
課
堂

中
師
生
的
對
話
，
引
發
學
生
的
興
趣
動
機
，
也
帶
給
教
師

更
多
的
啟
思
，
可
說
是
教
學
相
長
最
佳
的
典
範
。
學
生
課

後
均
表
示
，非
常
喜
歡
這
場
美
麗
的
藝
術
感
官
饗
宴
。（
圖

說
：
日
本
武
藏
野
美
術
大
學
學
生
以
自
身
創
作
為
教
材
，

與
後
甲
國
中
的
學
生
進
行
交
流
對
話
。
→
２
５
頁
）

國
內
近
年
推
動
美
感
教
育
，
要
使
學
生
能
運
用
「
感
性

認
識
」
來
知
覺
世
界
，
在
精
神
生
活
和
物
質
生
活
之
間
取

得
動
態
平
衡
，
讓
每
個
人
都
能
持
續
在
學
校
、
社
區
、
社

會
中
學
習
美
力
，
提
升
生
活
幸
福
感
。
後
甲
國
中
為
藝
術

教
育
貢
獻
學
校
，
為
提
供
學
生
多
元
學
習
，
涵
養
各
項
藝

能
，
提
昇
藝
術
內
涵
，
以
促
進
品
格
教
育
績
效
，
積
極
堆

動
藝
術
教
育
，
每
學
年
都
辦
理
師
資
增
能
課
程
活
化
的
研

習
活
動
，
也
辦
理
藝
能
教
學
成
果
展
，
展
現
教
師
教
學
和

學
生
學
習
的
成
效
。

學
校
秉
持
「
優
質
的
環
境
孕
育
優
秀
的
人
才
，
優
美
的

情
境
提
升
品
格
情
操
」
的
理
念
推
展
校
務
工
作
，
著
重
環

境
與
心
靈
美
感
的
內
涵
，
以
發
展
品
格
優
先
。
品
格
教
育

為
所
有
課
程
首
重
的
議
題
，更
是
學
校
教
育
的
基
本
要
求
，

學
校
不
只
從
日
常
生
活
教
育
中
倡
導
品
格
，
更
從
各
種
科

目
課
程
的
教
學
中
融
入
品
格
教
育
，
藝
術
美
感
教
育
更
是

為
重
。日

本
の
武
蔵
野
美
術
大
学
の
皆
様
が
本
年
も
台
湾

を
訪
問
し
、
国
家
教
育
研
究
院
と
と
も
に
当
校

日
本
武
藏
野
美
術
大
學
在
後
甲
的
藝
術
對
話
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の
美
術
教
育
交
流
の
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

武
蔵
野
美
術
大
学
は
「
対
話
式
芸
術
鑑
賞
」
の
授
業
方
法

を
使
っ
て
、
生
徒
に
芸
術
作
品
に
対
す
る
感
じ
方
を
表
現
さ

せ
た
り
、
生
徒
の
五
感
の
鋭
さ
、
感
受
性
、
未
来
の
カ
ギ
を

解
く
チ
カ
ラ
な
ど
を
生
徒
か
ら
引
き
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
作
品
の
制
作
者
は
武
蔵
野
美
術
大
学
の
教
授
で
あ
り
、
学

生
で
す
。
彼
ら
は
小
班
に
分
か
れ
て
、
わ
た
し
ど
も
中
学
校

の
生
徒
と
作
品
、
作
者
か
ら
よ
り
近
い
距
離
で
直
接
意
見
交

換
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

図
說
：
武
蔵
野
美
術
大
学
の
学
生
が
小
班
に
別
れ
る
小
班

に
分
か
れ
て
、
わ
た
し
ど
も
中
学
校
の
生
徒
と
作
品
、
作
者

か
ら
よ
り
近
い
距
離
で
直
接
意
見
交
換
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

今
回
の
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
三
澤
教
授
を
団
長
と
し
て

美
術
、
設
計
、
芸
術
教
育
を
専
門
と
す
る
教
授
と
学
生
、
約

三
十
名
が
当
校
を
訪
れ
て
、
生
き
生
き
と
し
た
興
味
深
い
、

言
語
の
壁
を
越
え
た
芸
術
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
彼
ら
が

持
参
し
た
作
品
は
イ
ラ
ス
ト
、
水
墨
画
、
油
絵
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
な
ど
何
種
類
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
深
さ
や
角

度
か
ら
、
生
徒
に
作
品
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
ま
ず
、
材
料
、
色
、
形
、
技
法
、
構
図
、
目
に
映
っ

た
外
観
を
聞
き
ま
し
た
。
次
に
、
テ
ー
マ
、
意
義
、
表
現
な

ど
を
考
え
ま
す
。
そ
の
他
、
鑑
賞
者
と
作
者
の
生
活
経
験
お

よ
び
展
示
の
仕
方
、
作
品
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
生
徒
が
理

解
す
る
よ
う
導
き
ま
す
。
授
業
を
見
学
し
て
い
る
間
、
日
本

か
ら
の
教
授
、
学
生
、
そ
ば
で
協
力
す
る
通
訳
の
人
に
は
、

一
年
一
九
組
の
生
徒
が
自
主
的
に
学
べ
る
よ
う
に
指
導
、
生

徒
が
な
る
べ
く
早
く
芸
術
的
雰
囲
気
に
入
れ
る
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
校
は
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
芸
術
文
化
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
生
徒
に
美
意
識
を
体
験
す
る
機
会
を
増
や
し
て
、

同
時
に
生
徒
の
芸
術
鑑
賞
の
国
際
的
視
野
を
広
げ
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
ま
す
。

義
務
教
育
の
段
階
で
美
意
識
の
あ
る
生
活
の
実
践
は
、
実

施
し
た
美
意
識
教
育
が
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
す
こ
と
が
目

的
で
す
。

　
　
　
　
　
（
臺
南
市
立
後
甲
國
中
教
務
主
任　

施
怡
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）

因
緣
際
會
，
２
０
１
８
年
三
月
後
甲
國
中
有
幸
與
日
本
武

藏
野
美
術
大
學
師
生
來
一
場
美
麗
的
相
遇
。
感
謝
國
家
教
育

研
究
院
課
程
及
教
學
研
究
中
心
暨
亞
太
地
區
美
感
教
育
研
究

室
牽
線
，
讓
敝
校
師
生
在
三
月
初
春
之
際
，
有
機
會
進
行
臺

日
美
術
教
育
交
流
。

日
本
武
藏
野
美
術
大
學
以｢

對
話
型
藝
術
鑑
賞｣

教
學
方

式
，
引
導
學
生
表
達
自
己
對
於
藝
術
作
品
的
感
受
，
增
加
學

生
五
官
的
敏
銳
度
、
感
受
度
，
建
立
未
來
的
關
鍵
能
力
。
這

些
作
品
的
創
作
者
是
武
藏
野
美
術
大
學
師
生
，
他
們
以
分
組

的
教
學
方
式
，
讓
敝
校
學
生
更
能
近
距
離
與
作
品
、
創
作
者

面
對
面
接
觸
、
探
索
與
彼
此
分
享
。

圖
說
：
武
藏
野
美
術
大
學
的
學
生
，
以
分
組
教
學
方
式
，

讓
後
甲
同
學
近
距
離
與
作
品
、
創
作
者
面
對
面
接
觸
、
探
索

與
彼
此
分
享
。

此
次
參
訪
行
程
由
三
澤
一
実
教
授
領
軍
，
帶
領
近
三
十
名

具
有
美
術
、
設
計
、
藝
術
教
育
等
專
長
的
師
生
蒞
臨
敝
校
，

展
開
一
場
生
動
有
趣
、
超
越
語
言
力
量
的
藝
術
活
動
。
他
們

帶
來
的
創
作
作
品
類
型
多
元
，
有
插
畫
、
水
墨
、
油
畫
、
複

合
媒
材
等
，讓
學
生
以
不
同
層
次
與
面
向
解
讀
與
解
構
作
品
。

例
如
先
從
材
料
、
色
彩
、
形
狀
、
技
法
、
構
圖
，
進
行
眼
睛

所
看
到
的
表
象
解
讀
；
再
從
主
題
、
意
義
表
現
等
方
面
，
進

行
詮
釋
；
另
外
，
也
藉
由
觀
賞
者
、
創
作
者
的
生
活
經
驗
以

及
布
展
的
方
式
，引
導
學
生
理
解
作
品
的
意
涵
。
觀
課
期
間
，

由
日
本
師
生
、
翻
譯
人
員
從
旁
協
助
，
帶
領
一
年
十
九
班
學

生
自
主
學
習
，
讓
學
生
更
快
融
入
藝
術
的
氛
圍
之
中
。

敝
校
希
望
能
藉
由
推
動
優
質
藝
文
參
訪
活
動
，
增
加
學
生

的
美
感
體
驗
機
會
，
同
時
培
養
學
生
拓
展
藝
術
鑑
賞
的
國
際

視
野
，
完
成
國
民
教
育
階
段
感
受
美
感
生
活
之
實
踐
，
落
實

美
感
教
育
向
下
扎
根
之
目
的
。　

縁
あ
っ
て
、
２
０
１
８
年
三
月
に
武
蔵
野
美
術
大
学

と
後
甲
中
学
校
が
良
い
出
会
い
を
し
ま
し
た
。
国

家
教
育
研
究
院
課
程
及
教
學
研
究
セ
ン
タ
ー
ア
ジ
ア
地
区
美

感
教
育
究
室
の
お
引
き
合
わ
せ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
校
の
教
員
生
徒
は
三
月
の
春
に
あ
た
っ
て
、
台
湾
と
日
本

武
藏
野
美
術
大
學
與
後
甲
國
中
美
的
相

                　

  

臺
南
市
立
後
甲
國
中
教
務
主
任　

施
怡
菁



27 26

初
め
て
の
海
外
で
は
日
本
の
生
活
や
教
育
事
情
と
全

然
違
う
こ
と
が
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
対
話
型
鑑
賞
で
は
小
学
校
、
中
学
校
の
二
校

で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
担
当
し
た
。
二
回
の
対
話
型

鑑
賞
を
し
て
感
じ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ズ
バ
ズ
バ

と
言
っ
て
く
れ
た
と
こ
ろ
だ
。
質
問
を
す
る
と
す
ぐ

に
返
っ
て
く
る
。
思
考
や
決
断
力
の
早
さ
が
み
え
、
答

え
や
次
の
質
問
は
、
と
催
促
す
る
部
分
が
あ
っ
て
、
一

回
目
の
小
学
校
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
は
慌
て
て
し

ま
っ
た
。ま
た
、通
訳
さ
ん
を
通
し
て
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
、
私
と
子
ど
も
た
ち
の
距
離
を
縮

め
ら
れ
な
い
な
と
感
じ
た
。

二
回
目
の
中
学
校
で
は
全
身
で
伝
え
よ
う
と
思
い
、

子
ど
も
た
ち
の
距
離
を
縮
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
強
く

な
っ
た
。フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、全
身
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
と
挑
ん
だ
が
、
質
問
に
対
し
て

自
分
の
考
え
を
す
ん
な
り
言
え
た
こ
と
で
、
作
者
に
は

早
め
に
登
場
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
対
話
を
生
み

出
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
と

の
距
離
を
縮
め
て
対
話
型
鑑
賞
が
で
き
な
か
っ
た
。

ど
ん
な
色
、
形
？
な
ど
、
応
え
や
す
い
も
の
か
ら
広

げ
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
主
題
に
近
づ
き
切
り
込
む
と

こ
ろ
で
な
か
な
か
進
め
づ
ら
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は

早
く
作
者
の
考
え
と
答
え
あ
わ
せ
し
た
い
気
持
ち
が
強

く
、
子
ど
も
た
ち
が
考
え
を
最
初
の
方
で
完
結
さ
せ
て

し
ま
っ
た
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
別
の
視
点
か

ら
切
り
込
ん
で
対
話
を
引
き
出
す
方
法
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
大
き
な
課
題
な
の
で
は
な

い
か
と
痛
感
し
た
。

自
由
鑑
賞
と
い
う
時
間
で
は
、
私
の
作
品
に

対
し
て
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
と
筆
談
を
し
た
。

私
の
作
品
は
日
本
で
も
対
話
型
鑑
賞
で
使
わ
れ

た
為
、
日
本
と
台
湾
の
感
じ
方
や
捉
え
方
、
価

値
観
が
違
う
の
か
ど
う
な
の
か
を
確
か
め
た
く

て
考
え
を
求
め
た
。
私
の
中
で
「
外
国
人
と
日

本
人
の
考
え
方
は
全
く
違
う
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
思
い
込
み
に
蝕
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

形
や
色
か
ら
「
月
」
と
「
太
陽
」
と
い
う
考
え
が
、

そ
し
て
、
四
枚
の
作
品
か
ら
の
連
想
で
「
四
季
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
だ
。

今
回
の
旅
ム
サ
台
湾
で
私
は
多
く
の
発
見
や

無
意
識
下
の
考
え
を
打
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
考
え
て
い
る
こ

と
を
上
手
く
引
き
出
す
の
が
課
題
と

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
こ
の
課
題
を
ど

う
こ
な
す
の
か
、
固
ま
っ
た
考
え
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

這
是
我
第
一
次
接
觸
日

語
完
全
溝
通
不
了
的

環
境
，
並
從
中
透
過
觸
覺
感

受
其
教
育
的
紋
理
。
在
這
次

活
動
裡
各
擔
任
了
中
小
學
的

引
導
者
，
這
次
兩
回
的
對
話

型
鑑
賞
活
動
中
，
學
生
們
直

接
快
速
的
將
各
種
想
法
傳
達
予
我
。
能
充
分

感
受
到
反
應
及
思
考
的
靈
敏
，
然
而
第
一
回

活
動
中
，
問
與
答
間
過
於
倉
促
，
感
到
慌
忙

不
已
。
然
後
透
過
譯
者
來
進
行
的
話
，
無
法

縮
短
引
導
者
與
學
生
們
的
距
離
。
於
是
在
第

二
回
的
對
話
型
鑑
賞
中
，
我
有
意
識
的
加
強

身
體
語
言
的
表
達
。
然
而
第
二
回
的
活
動
，

學
生
的
年
齡
層
位
於
國
中
二
年
級
，
對
於
問

題
回
答
仍
很
快
速
，
導
致
畫
家
提
早
登
場
。

身
為
對
話
型
鑑
賞
的
引
導
者
似
乎
也
不
能
與

學
生
們
縮
短
距
離
。
進
行
上
即
使
關
於
形
跟

色
能
快
速
回
答
，
但
是
切
入
主
題
的
更
深
入

內
容
卻
無
法
順
利
進
行
。
在
有
些
學
生
想
要

早
點
回
答
出
作
家
想
像
的
答
案
時
，
我
作
為

引
導
者
，
卻
無
法
以
其
它
角
度
切
入
、
進
行

更
深
的
對
話
。
我
深
切
感
受
到
這
是
我
的
一

大
課
題
。

於
自
由
鑑
賞
時
間
中
，
我
與
老
師
學
生
們

進
行
筆
談
。
我
透
過
同
樣
作
品
，
試
圖
於
對

話
型
觀
賞
，
體
驗
日
本
人
與
台
灣
人
的
文
化

思
想
差
異
。
起
初
我
以
為
外
國
人
與
日
本
人

在
看
畫
的
觀
點
上
完
全
不
一
樣
，
但
有
趣
的

共
同
點
在
於
，
有
許
多
人
，
從
形
與
色
推
敲

出
月
亮
太
陽
，
亦
或
是
四
連
作
即
聯
想
成
春

夏
秋
冬
。

這
次
的
活
動
讓
我
不
知
不
覺
中
打
破
許
多

固
有
的
觀
念
，
並
發
現
新
的
課
題
。
我
也
期

待
日
後
直
視
新
課
題
的
本
質
、
重
新
省
視
固

有
觀
念
，
並
有
更
嶄
新
的
發
現
。

　
　
　
（
藤
繩
有
紀　

油
畫
學
科
一
年
級
）
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後
甲
中
学
校
で
は
、
大
学
二
年
の
時
に
制
作
し

た
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
で
の
イ
ラ
ス
ト
作
品
を
見

せ
た
。
こ
の
作
品
は
二
十
歳
に
な
る
前
後
、
当
時

の
自
分
自
身
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
も
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
感
情
も
複
雑
に
込
み
入
っ
た
細
か
い
イ

ラ
ス
ト
の
集
合
体
と
も
言
え
る
作
品
で
あ
る
。

私
自
身
は
作
品
に
制
作
意
図
が
あ
っ
た
も
の

の
、
生
徒
か
ら
は
ふ
わ
っ
と
し
た
感
想
が
来
る
程

度
か
な
と
予
想
し
て
い
た
。
例
え
ば
「
な
ん
だ
か

楽
し
そ
う
」「
カ
ラ
フ
ル
で
か
わ
い
い
」
と
い
っ

た
具
合
に
„
成
人
“
と
い
う
日
本
特
有
の
文
化

や
、
日
本
人
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
て
い
た
複
雑
な
心

情
ま
で
共
有
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
予
測
し

て
い
た
。
だ
と
し
て
も
、
作
品
を
見
て
言
葉
と
し

て
出
て
き
た
彼
女
た
ち
の
感
覚
を
共
有
で
き
る
の

な
ら
面
白
い
な
と
思
っ
た
。

と
こ
ろ
が
作
品
を
見
せ
た
ら
、
少
女
た
ち
は

口
々
に
た
く
さ
ん
の
感
想
を
述
べ
て
く
れ
た
。
初

め
は
何
色
が
あ
る
か
、
ど
ん
な
形
が
あ
る
か
を
挙

げ
て
い
た
彼
女
た
ち
が
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

「
ど
ん
な
気
持
ち
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
？
」
と
い

う
声
か
け
で
、
ビ
ー
ル
の
イ
ラ
ス
ト
か
ら
、
お
酒

を
飲
み
た
い
気
持
ち
を
読
み
取
っ
た
り
、
船
の
イ

ラ
ス
ト
か
ら
、
旅
行
に
行
き
た
い
気
持
ち
を
読
み

取
っ
た
り
と
、
ど
こ
に
も
そ
の
文
字
は
描
い
て
い

な
い
の
に“w

ant”

の
気
持
ち
を
読
み
取
っ
て
く

れ
大
変
な
驚
き
だ
っ
た
。

さ
ら
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
か
ら
の
「
絵
全
体

か
ら
は
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
？
」
と
い
う
声
か

け
に
は“H

APPY” 

„
緊
張
“
„
興
奮
“
な
ど
の

言
葉
が
行
き
交
っ
た
。 

さ
ら
に
「
ど
う
し
て
？
」

と
聞
い
て
み
る
と
、
曲
線
を
指
差
し
て
「
こ
れ
が

そ
う
感
じ
さ
せ
る
」
と
言
っ
た
り
、
彼
女
達
が

知
ら
な
い
成
人
祝
い
と
い
う
文
化
を
象
徴
す
る

「
２
０
」
と
い
う
文
字
や
「H

ATACH
I

」
と
い
う

文
字
か
ら
そ
の
意
味
を
様
々
に
想
像
し
た
り
し

て
、「
２
０
個
の
夢
」「
２
０
個
の
行
き
た
い
場
所
」

な
ど
次
々
に
素
敵
な
発
想
を
し
て
く
れ
た
。

表
現
を
す
る
者
と
し
て
こ
れ
以
上
な
い
幸
せ

だ
っ
た
。
自
分
が
二
〇
歳
の
時
に
感
じ
て
い
た
こ

と
、
そ
し
て
遡
っ
て
一
四
歳
の
時
に
想
像
し
て
い

た
二
十
歳
や
大
人
の
感
情
を
、
台
湾
の
一
四
歳
の

少
女
た
ち
と
共
有
で
き
た
の
で
あ
る
。
彼
女
ら
が

元
気
に
教
え
て
く
れ
た
「
ア
イ
ド
ル
の
ラ
イ
ブ
に

行
き
た
い
」「
彼
氏
が
欲
し
い
」「
大
学
に
行
き
た

い
」
と
い
う
夢
を
、
ほ
ん
の
少
し
ず
つ
叶
え
て
き

た
私
が
、
あ
の
時
の
無
垢
に
切
実
に
願
っ
て
い
る

気
持
ち
に
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
喜
び
は
、
言
語
や
文
化
を
超
え
て
作
品
を

通
し
て
交
流
で
き
た
こ
と
も
あ
る
が
、
目
の
前
に

い
る
彼
女
た
ち
と
私
と
の
間
、
つ
ま
り
個
人
と
個

人
が
深
い
感
情
に
共
鳴
で
き
た
こ
と
こ
そ
が
大
き

な
喜
び
だ
っ
た
と
気
付
か
さ
れ
た
。

在
後
甲
國
中（
臺
南
市
立
後
甲
國
民
中
學
），

我
展
示
了
在
大
學
二
年
級
時
用
絹
版
印

刷
所
創
作
的
插
畫
。
可
以
說
這
是
一
幅
灌
注
了
我

在
剛
成
了
二
十
歲
左
右
時
的
正
能
量
與
負
能
量
等

等
複
雜
的
感
情
後
，
所
創
作
成
的
纖
細
的
插
畫
集

合
體
。

對
於
這
個
作
品
本
身
所
帶
來
的
效
果
，
我
的
預

想
是
學
生
老
師
們
看
到
作
品
後
，
說
出
來
得
感
想

大
概
都
是
僅
止
於
表
面
，
像
這
種
「
從
作
品
中
能

感
覺
到
快
樂
」「
五
顏
六
色
的
好
可
愛
」
等
等
之

類
的
。
我
有
預
想
到
因
為
在
日
本
對
於
「
成
人
」

的
特
殊
定
義
或
文
化
，
要
讓
當
地
的
學
生
體
會
到

身
為
日
本
人
才
有
過
的
複
雜
感
覺
是
蠻
困
難
的
。

但
就
算
如
此
，
如
果
能
聽
到
看
著
作
品
的
她
們
說

出
感
覺
的
話
，
那
也
應
該
會
很
有
趣
。

然
而
，
在
展
示
作
品
給
她
們
看
之
後
，
女
孩
們

七
嘴
八
舌
的
說
出
了
她
們
各
自
的
想
法
。
不
停
地

提
出
「
裡
面
有
幾
種
顏
色
呢
?
」「
有
什
麼
什
麼

形
狀
在
裡
面
呢
?
」
之
類
的
問
題
。
當
引
導
者

問
他
們
「 

對
於
這
個
圖
案
，
妳
們
有
什
麼
感
覺

或
印
象
嗎
?
」
的
問
題
之
後
，
當
有
酒
的

插
畫
，
她
們
就
會
把
它
解
讀
成
「
變
的
想

喝
酒
!
」。
當
有
船
的
插
畫
，
就
會
把
它

解
讀
成
「
想
去
旅
行
!
」。
在
完
全
沒
有

任
何
文
字
的
插
畫
上
，
把
它
們
解
讀
變
成

「
想(W

ant)

」
的
感
覺
，
這
一
點
讓
我
非

常
震
驚
。 

在
接
下
來
引
導
者
問
出
「
從
作
品
全
體

來
說
，
妳
們
有
什
麼
印
象
?
」
的
問
題
後
，

「H
A

PPY
!

」「
緊
張
」「
興
奮
」
之
類
的
單

字
不
停
來
回
交
錯
。
再
緊
接
著
試
問
著「
為

什
麼
?
」
之
後
，
女
孩
們
指
像
作
品
中
的

曲
線
說「
這
讓
我
感
覺
到
的
」。
奇
妙
的
是
，

她
們
不
知
道
作
品
中
的
曲
線
所
描
繪
的
是 

成
人
式
中
的「
２
０
」與「H

A
TA

CH
I

（
２
０

的
日
文
讀
法
）」。
但
卻
不
斷
從
中
聯
想
出

「
２
０
種
夢
」「
２
０
個
想
去
的
地
方
」
這

類
非
常
棒
的
聯
想
。

以
表
現
為
主
進
行
創
作
的
我
來
說
，
這

一
切
讓
我
深
感
幸
福
。
這
些
自
己
在
二
十

歲
時
的
感
情
，
與
之
後
再
回
逤
到
十
四
歲
時
的
自

己
所
幻
想
的
二
十
歲
與
大
人
的
感
情
，
居
然
能
與

十
四
歲
的
台
灣
女
孩
們
所
產
生
共
鳴
。
她
們
也
非

常
開
朗
的
跟
我
分
享
著
她
們
的
夢
「
想
去
偶
像
的

演
唱
會
」「
想
交
個
男
朋
友
」「
想
去
大
學
」等
等
．．。

對
於
慢
慢
達
成
這
些
夢
想
的
我
來
說
，
我
再
次
相

遇
了
那
時
純
真
想
要
達
成
這
些
夢
想
的
我
。

因
為
透
過
藝
術
作
品
，
有
了
跨
過
語
言
與
文
化

從
而
進
行
交
流
的
喜
悅
。
但
最
值
得
讓
我
珍
惜
的

是
，
眼
前
的
女
孩
們
與
我
之
間
所
產
生
的
那
不
可

動
搖
的
共
鳴
。

（
視
覺
表
現
設
計
學
科
三 

年
級　

山
村
風
子
）

藤
縄
有
紀
　
油
絵
学
科
版
画
専
攻
一
年
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旅
ム
サ
台
湾
へ
の
参
加
表
明
を
し
た
の
は
昨
年

十
一
月
下
旬
。
台
湾
を
訪
問
す
る
前
に
、
ま
ず
日

本
の
小
中
学
校
で
行
う
旅
ム
サ
の
活
動
に
参
加

し
、
国
内
で
経
験
を
積
ん
で
お
く
こ
と
が
課
題

と
し
て
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
旅
ム
サ

に
参
加
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
私
は
、

台
湾
訪
問
ま
で
の

約
三
ヶ
月
を
鑑
賞

活
動
に
捧
げ
る
こ

と
を
決
意
し
た
。

初
め
て
こ
の
活

動
を
経
験
し
た
時
、

生
徒
た
ち
が
学
生

の
作
品
に
色
々
な

意
見
を
出
し
て
く

れ
る
こ
と
が
嬉
し

く
、「
楽
し
か
っ
た
」

と
い
う
感
想
で

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
。
そ
れ

が
回
数
を
重
ね
て

い
く
に
つ
れ
、「
深

ま
る
っ
て
何
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
疑

問
を
強
く
抱
く
よ

う
に
な
っ
た
。
鑑

賞
が
深
ま
る
と
は

ど
う
い
う
状
況
を

指
す
の
か
、
未
だ

に
感
触
が
掴
め
な

い
。
い
く
ら
考
え
て
も
答
え
は
出
ず
、
ず
っ
と
な

さ
け
な
い
気
持
ち
に
侵
食
さ
れ
て
い
た
。
深
ま
る

と
は
、
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

中
学
校
で
は
週
に
一
時
間
し
か
美
術
の
授
業
が

な
い
。
多
く
の
生
徒
た
ち
は
三
年
間
で
た
っ
た
の

五
日
間
し
か
美
術
に
触
れ
る
時
間
が
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
そ
の
貴
重
な
一
時
間
を
、
私
た
ち
学
生

が
担
う
重
圧
。そ
の
責
任
の
重
さ
に
気
付
い
た
時
、

私
は
自
分
の
し
て
い
る
こ
と
が
怖
く
な
っ
た
。
振

り
返
る
と
、
国
内
で
も
台
湾
で
も
、
頭
の
中
は
常

に
霧
が
か
か
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

対
話
型
鑑
賞
で
は
、
誰
と
誰
が
対
話
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
私
は
最
初
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
対
生

徒
、
生
徒
対
生
徒
の
人
間
同
士
の
対
話
を
指
し
て

い
る
の
か
と
思
っ
た
。
勿
論
そ
の
意
味
合
い
も
含

ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
あ
く
ま
で
美
術
の

授
業
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
番
目
を
向

け
る
べ
き
も
の
は
、
作
品
と
生
徒
の
関
係
性
な
の

で
は
な
い
か
と
気
付
い
た
。
ま
だ
価
値
が
定
ま
っ

て
い
な
い
学
生
の
作
品
を
他
人
と
共
に
鑑
賞
し
、

作
品
と
対
話
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
鑑
賞
者
が

自
分
な
り
の
価
値
を
見
出
す
行
為
は
、
美
術
の
授

業
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
だ
と
思
う
。
鑑
賞
者

が
自
ら
の
鑑
賞
活
動
を
よ
り
楽
に
、
そ
し
て
豊
か

な
も
の
に
で
き
る
よ
う
に
、
手
助
け
を
す
る
こ

と
。
そ
れ
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
目
な
の
で

は
な
い
か
と
、
国
内
旅
ム
サ
と
台
湾
を
終
え
た
今

に
な
っ
て
思
う
。旅
ム
サ
台
湾
に
参
加
す
る
前
に
、

国
内
で
経
験
を
積
ん
で
お
く
こ
と
が
課
題
と
し
て

出
さ
れ
た
意
味
が
、
よ
う
や
く
分
か
っ
た
。

記
得
決
定
參
加
這
個
活
動
是
在
去
年

十
一
月
。
來
台
灣
參
加
活
動
以
前
，

為
了
累
積
經
驗
，
認
真
投
入
了
約
三
個
月
的

日
本
中
小
學
對
話
型
鑑
賞
活
動
。

當
初
參
加
這
類
型
的
活
動
時
，
得
到
了
各

種
學
生
的
反
饋
，「
很
開
心
」
亦
是
大
多
數

學
生
的
感
受
。
隨
著
參
與
活
動
次
數
的
增
加
，

漸
漸
對
對
話
所
產
生
的
深
度
，
感
到
徬
徨
。

也
無
法
具
體
了
解
加
深
鑑
賞
教
育
的
深
度
是

指
什
麼
樣
的
情
況
。
即
便
是
不
斷
思
考
，
還

是
被
這
個
問
題
困
擾
萬
分
。

對
中
生
來
說
，
每
週
僅
有
一
堂
美
術
課
。

多
數
的
學
生
加
起
來
在
三
年
中
，
只
有
五
天

接
觸
藝
術
。
我
突
然
間
意
識
到
，
一
次
一
個

小
時
的
對
話
型
觀
賞
的
責
任
是
如
此
重
大
，

甚
感
惶
恐
。
縱
使
是
驀
然
回
首
，
在
國
內
或

台
灣
的
活
動
都
令
我
至
今
仍
感
到
迷
惘
。

對
話
型
鑑
賞
，
究
竟
是
誰
與
誰
在
對
話
呢
？

起
初
我
以
為
是
引
導
者
與
學
生
間
、
或
是
學

生
跟
學
生
間
的
對
話
。
這
些
解
釋
當
然
不
算

是
錯
的
，
但
若
我
們
以
學
校
美
術
課
的
觀
點

去
思
考
，
對
話
型
鑑
賞
不
正
應
該
是
，
學
生

與
藝
術
作
品
間
的
對
話
嗎
？
透
過
這
些
尚
未

訂
定
價
值
的
作
品
，
讓
彼
此
共
同
分
享
討
論

的
同
時
，
觀
者
意
識
到
自
己
的
評
論
價
值
，

這
是
唯
有
美
術
課
程
才
能
達
成
的
事
。
觀
者

為
了
讓
對
話
型
鑑
賞
更
為
有
趣
豐
富
，
亦
積

極
投
入
對
話
中
。
經
由
日
本
與
台
灣
的
活
動
，

我
感
受
到
這
正
是
身
為
引
導
者
該
學
習
與
努

力
的
事
。

　
　
（
森
ゆ
い　
　

油
画
學
科
版
畫
専
攻
二
年
）

山
田
鮎
美　
　

基
礎
デ
ザ
イ
ン
学
科
二
年　

私
は
旅
ム
サ
台
湾
に
行
く
こ
と
で
何
が
得
ら
れ

る
か
、
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
考
え
て
い
た
。
私

は
教
職
を
と
っ
て
い
な
い
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生

で
あ
る
し
、
美
術
教
育
の
専
門
的
な
勉
強
も
し
て

い
な
い
。
け
れ
ど
、
そ
ん
な
私
だ
か
ら
こ
そ
見
え

る
も
の
や
、
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
今
回
の
旅
ム
サ
台
湾
の
参
加
を
決
意

し
た
。
小
学
校
で
は
作
者
と
し
て
、
中
学
校
で
は

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
参
加
だ
っ
た
。

私
は
今
回
映
像
作
品
を
持
っ
て
行
っ
た
。
作
品

を
見
た
人
が
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
り
考
え
た
り

し
て
し
ま
う
よ
う
な
「
表
現
」
が
で
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
？
と
い
う
の
が
作
者
と
し
て
考
え
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
結
果
的
に
小
学
校
で
は
、
自
分

の
想
像
し
て
い
た
よ
り
ず
っ
と
ま
っ
す
ぐ
な
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
ど
う
し
て
こ
の
作
品
を

作
っ
た
ん
だ
と
思
う
？
と
い
う
問
い
に
、「
こ
の

形
、
色
、
音
が
好
き
だ
か
ら
！
」
と
い
う
意
見
が

出
た
。
こ
の
形
や
音
に
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
理
由

が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、
理
由
だ
け
で
は
こ

の
形
は
作
れ
な
い
。
自
分
の
好
き
な
も
の
が
根
源

に
あ
る
作
品
は
、
一
番
自
分
ら
し
い
と
い
う
こ
と

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。

中
学
校
で
は
、「
ハ
タ
チ
」
と
い
う
作
品
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
た
く
さ
ん
の
も
の
が

散
り
ば
め
ら
れ
た
、
山
の
上
で
片
足
立
ち
を
し

て
い
る
女
の
子
が
描
か
れ
た
作
品
を
見
て
、「
い

ろ
ん
な
こ
と
が
や
り
た
く
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て

る
。
け
ど
、
不
安
な
の
」
と
、
一
四
歳
の
女
の
子

た
ち
は
作
品
に
描
か
れ
た
「
オ
ト
ナ
に
な
る
」
と

い
う
不
安
と
ワ
ク
ワ
ク
の
気
持
ち
を
読
み
取
っ
て

い
た
。
作
者
が
「
オ
ト
ナ
に
な
っ
た
ら
何
が
し
た

い
？
」
と
聞
く
と
一
四
歳
の
女
の
子
た
ち
は
六
年

後
を
思
い
浮
か
べ
「
大
学
に
行
き
た
い
」「
好
き

な
ア
イ
ド
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
き
た
い
」「
恋

人
が
欲
し
い
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
希
望
を
語
っ
て

く
れ
た
。
私
は
こ
み
上
げ
る
も

の
が
あ
っ
た
。
台
湾
の
リ
ア
ル

な
一
四
歳
の
等
身
大
の
女
の
子

が
そ
こ
に
い
て
、
私
が
一
四
歳

だ
っ
た
頃
と
同
じ
不
安
と
ワ
ク

ワ
ク
を
持
っ
て
い
た
か
ら
。
生

ま
れ
た
国
も
話
す
言
葉
も
違
う

け
れ
ど
、
同
じ
だ
。
等
身
大
で

自
分
の
こ
と
を
大
き
く
見
せ
た

り
し
な
い
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
ま
っ
す
ぐ
言
え
る
よ
う

な
彼
女
た
ち
み
た
い
に
、
私
も

な
り
た
い
と
思
っ
た
。　

台
湾
で
対
話
型
鑑
賞
を
す
る

こ
と
。
そ
れ
は
日
本
の
美
術
教

育
を
背
負
っ
た
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
台
湾
の
子
ど

も
た
ち
と
武
蔵
美
の
学
生
と
の

心
の
対
話
が
あ
っ
た
。
交
流
が

あ
っ
た
。
そ
れ
が
す
べ
て
自
分

に
返
っ
て
く
る
感
覚
が
あ
っ
た
。

と
て
も
大
き
な
も
の
を
得
た
旅

ム
サ
台
湾
だ
っ
た
。

之
前
我
一
直
思
考
著
，
自
己
可
以
從
參
加

旅
行
武
藏
美
i
n

台
灣
的
活
動
中
得
到

什
麼
。
我
是
一
個
沒
有
修
教
程
的
設
計
系
學
生
，

也
沒
有
修
習
過
專
業
的
美
術
教
育
的
相
關
課
程
。

但
是
正
因
為
這
樣
的
自
己
，
一
定
可
以
看
到
、
或

發
現
一
些
東
西
不
是
嗎
？
考
慮
到
這
些
，
我
決
定

參
加
了
這
次
的
旅
行
武
藏
美
i
n

台
灣
。
在
台
灣

的
小
學
我
是
以
創
作
者
的
身
份
，
在
台
灣
的
國
中

則
是
以
引
導
人
的
角
色
來
參
加
。

我
這
次
帶
了
影
像
的
作
品
去
， 

身
為
作
者
的
我

曾
經
想
過
，
自
己
的
作
品
能
讓
觀
者
的
想
像
力
馳

騁
、
能
讓
觀
者
思
考
嗎
？
在
台
灣
小
學
施
行
後
的

結
果
，
超
越
自
我
本
身
的
想
像
，
接
收
了
很
多
一

針
見
血
的
意
見
。
有
一
個
導
問
是
「
你
覺
得
為
什

麼
作
者
做
了
這
個
作
品
呢
？
」，
然
後
有
人
說
出

了
「
因
為
喜
歡
這
個
形
狀
、
顏
色
、
聲
音
啊
！
」

的
意
見
。
為
什
麼
是
以
這
樣
的
形
式
或
聲
音
一
定

是
有
它
的
理
由
，
但
光
有
理
由
還
沒
辦
法
完
成
這

個
作
品
。
這
讓
我
回
想
起
，
最
能
表
現
自
己
的
作

品
是
源
自
於
自
己
喜
歡
的
事
物
。

在
台
灣
的
國
中
，
我
擔
任
了
「
ハ
タ
チ

（hatachi

，
日
文
中
的
二
十
歲
）」
這
個
作
品
的

引
導
人
。很
多
的
東
西
被
描
繪
在
這
幅
作
品
裡
頭
，

一
四
歲
的
女
生
們
看
到
山
上
有
一
個
單
腳
站
立
的

女
孩
被
畫
出
來
作
品
，
他
們
感
覺
到
這
幅
作
品
傳

達
出
「
想
要
做
很
多
事
，
雖
然
覺
得
很
興
奮
，
但

是
其
實
是
很
不
安
的
」
這
樣
的
情
緒
。
創
作
者
問

了
「
變
成
大
人
後
想
做
什
麼
呢
？
」
之
後
，
一
四

歲
的
女
生
們
踴
躍
地
分
享
了
關
於
六
年
後
的
願

景
，
像
是
「
想
唸
大
學
」「
想
去
喜
歡
的
偶
像
的

演
唱
會
」「
想
談
戀
愛
」
等
等
。
我
有
種
莫
名
的

感
覺
湧
上
來
，
因
為
台
灣
的
一
四
歲
女
孩
毫
無
保

留
的
在
我
面
前
，
而
且
所
懷
抱
的
不
安
情
緒
和
興

奮
之
情
與
曾
經
一
四
歲
的
自
己
是
一
樣
的
。
雖
然

出
生
在
不
同
的
國
家
、
使
用
的
語
言
也
不
同
，
但

卻
是
一
樣
的
。
我
也
想
變
成
像
她
們
一
樣
，
不
過

度
彰
顯
自
己
、自
己
想
做
的
事
能
率
直
地
說
出
來
。

　
　
　
（
山
田
鮎
美　

基
礎
設
計
學
科
二
年
級
）
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感
謝
武
藏
野
美
術
大
學
舉
辦
這
場

公
開
教
學
活
動
，
讓
我
有
機
會
可

以
了
解
什
麼
是
「
對
話
式
的
美
術

鑑
賞
」

　
　
　
　

高
雄
市
桂
林
國
小  

鄭
舒
云
老
師

在
這
場
活
動
中
，
我
看
到
上
課
的
老
師
一
步

步
地
詢
問
學
生
從
作
品
中
看
到
什
麼
？
讓
學
生

去
發
掘
作
品
的
細
節
，
藉
由
觸
摸
作
品
來
感
受

作
品
的
質
感
，
最
後
由
作
者
直
接
分
享
自
己
的

創
作
想
法
，
並
且
讓
創
作
者
和
學
生
進
行
互
動
。

我
看
到
學
生
藉
由
對
話
中
與
作
品
和
作
者
建
立

起
了
關
係
，
不
斷
發
現
作
品
中
的
細
節
和
這
件

作
品
給
自
己
的
感
覺
，
並
且
在
對
話
的
過
程
中

了
解
作
者
的
創
作
概
念
，
進
而
產
生
共
鳴
。

看
完
這
次
的
教
學
，
我
也
試
著
調
整
自
己
在

學
校
中
的
教
學
時
間
分
配
。
在
學
生
們
創
作
做

完
成
後
，
我
除
了
引
導
學
生
欣
賞
作
品
外
，
也

讓
學
生
和
學
生
對
話
，
讓
創
作
者
和
觀
賞
者
對

話
。
在
對
話
的
過
程
中
，
我
看
到
了
身
為
創
作

者
的
小
朋
友
嘴
角
掛
著
開
心
、
自
豪
的
笑
容
，

而
作
為
欣
賞
者
的
學
生
們
也
充
滿
了
專
注
與
好

奇
。
有
些
小
朋
友
因
為
很
希
望
自
己
的
作
品
能

被
同
學
選
中
，
能
有
機
會
出
來
和
大
家
分
享
創

作
，
臉
上
又
是
期
待
又
是
緊
張
。

最
後
還
是
要
再
次
感
謝
武
藏
野
美
術
大
學
的

這
場
公
開
教
學
活
動
，
讓
我
有
機
會
在
自
己
的

教
學
上
做
新
的
嘗
試
，
讓
孩
子
們
在
對
話
中
感

受
作
品
中
的
美
感
，
再
藉
由
正
向
的
互
動
表
達

出
來
。
在
「
對
話
式
的
美
術
鑑
賞
」
中
，
人
與

作
品
串
聯
了
起
來
，
我
也
從
孩
子
們
的
臉
上
看

到
了
美
麗
的
笑
容
與
風
景
。

武
蔵
野
美
術
大
学
に
公
開
授
業
を
し
て

い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
対

話
式
美
術
鑑
賞
と
は
何
か
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
と
の
対
話
に
よ
っ
て
作
品
の
デ
ィ

テ
ー
ル
ま
で
掘
り
下
げ
、
ま
た
、

作
品
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
作
品

の
質
感
を
感
じ
取
る
。
作
者
と
直

接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
に
よ
っ
て
作
者
の
創
作
意
図

を
共
有
す
る
。
子
ど
も
た
ち
は
対

話
に
よ
っ
て
作
品
・
作
者
と
の
関

係
を
繋
げ
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
作
品
か
ら
ど
ん
な
感
じ
を
受

け
た
か
を
新
た
に
発
見
す
る
。

ま
た
、
会
話
の
中
で
作
者
の
創
作
意

図
を
理
解
し
、
共
感
す
る
。

こ
の
授
業
を
見
終
わ
っ
て
、
わ
た
し

の
授
業
で
も
時
間
を
と
っ
て
試
し
て
み

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
作
品
を
完
成

さ
せ
た
後
、
別
の
子
ど
も
た
ち
に
鑑

賞
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た

ち
に
作
者
と
鑑
賞
者
の
会
話
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
作
者
で
あ
る
子
ど
も
は

よ
く
笑
い
、
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
よ

く
話
し
ま
し
た
。
鑑
賞
す
る
子
ど
も
が

興
味
深
く
見
て
い
る
姿
を
確
認
で
き
ま

し
た
。
ま
た
あ
る
子
ど
も
は
自
分
の
作

品
を
鑑
賞
作
品
に
選
ん
で
も
ら
い
た
く

て
、
期
待
し
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し

た
。武

蔵
野
美
術
大
学
の
今
回
の
授
業
に

は
あ
ら
た
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私

た
ち
の
授
業
に
お
い
て
新
し
い
試
み
に

挑
戦
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
は
対
話
の
中
で
作
品
の

美
を
感
じ
て
も
ら
い
、
正
し
い
方
向
に

よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
対
話
式
美

術
鑑
賞
」
の
中
で
人
と
作
品
は
結
び
つ

く
こ
と
が
で
き
て
、
私
も
子
供
た
ち
か

ら
美
し
い
笑
顔
と
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
高
雄
市
桂
林
小
学
校 

鄭
舒
云
教
諭
）

武
藏
野
美
術
大
學
公
開
教
學—

「
對

話
式
美
術
鑑
賞
」
令
人
印
象
深
刻

高
雄
市
岡
山
國
小　

林
晉
如
老
師

２
０
１
８
年
三
月
，
在
高
雄
市
福
山
國
小
舉

辦
日
本
武
藏
野
美
術
大
學
公
開
授
課
，
觀
課
後
，

讓
我
體
驗
到
日
本
與
臺
灣
在
藝
術
教
育
上
明
顯

不
同
的
授
課
方
式
。

武
藏
野
美
術
大
學
的
「
對
話
式
美
術
鑑
賞
」

發
人
深
省
。
教
師
以
「
開
放
式
提
問
的
方
式
」

引
導
孩
子
欣
賞
油
畫
作
品
，
一
開
始
，
小
朋
友

顯
得
拘
謹
不
安
，
回
答
簡
單
扼
要
。
幾
輪
下
來
，

孩
子
發
現
，
不
管
說
出
什
麼
答
案
，
老
師
都
給

予
肯
定
及
鼓
勵
，
並
尊
重
孩
子
的
答
案
。
接
下

來
，
小
朋
友
就
放
心
將
心
中
天
馬
行
空
的
想
法

說
出
來
，
各
種
特
異
想
像
都
有
，
五
花
八
門
，

從
各
種
視
角
觀
看
出
的
想
像
皆
不
同
。
原
本
沒

發
言
，
或
怯
懦
不
敢
發
言
的
小
朋
友
，
也
試
著

說
出
了
自
己
獨
特
的
想
像
。

待
老
師
揭
曉
，
說
明
她
為
什
麼
這
樣
畫
時(

老
師
就
是
創
作
者)

，
雖
然
沒
有
小
朋
友
答
對

創
作
者
的
想
法
，「
原
來
如
此
」
真
相
大
白
，

小
朋
友
有
恍
然
大
悟
的
感
覺
。
看
到
小
朋
友
爭

相
傳
閱
老
師
提
供
的
草
稿
，
一
定
覺
得
創
作
者

竟
然
可
以
把
多
張
照
片
的
影
像
融
合
畫
在
一
張

圖
畫
裡
，
大
開
眼
界
。
藉
由
孩
子
們
的
觀
察
及

老
師
的
引
導
，
讓
孩
子
發
現
，
原
來
每
個
人
的

思
考
是
如
此
獨
一
無
二
，
也
因
為
孩
子
發
表
了

自
己
的
想
法
，
完
全
融
入
課
堂
氛
圍
，
更
期
待

聽
到
同
學
的
想
法
，
專
注
於
思
考
中
。

在
台
灣
，
藉
由
觀
察
一
幅
畫
，
整
堂
課
都
在

進
行
「
對
話
式
」
的
鑑
賞
方
式
並
不
多
見
。
大

部
分
是
請
幾
位
孩
子
分
享
完
心
得
就
謎
底
揭

曉
。
武
藏
野
大
學
的
「
對
話
式
美
術
鑑
賞
」
令

人
印
象
深
刻
，
國
語
、
數
學
等
學
科
可
能
有
制

式
的
標
準
答
案
，
但
藝
術
的
解
讀
無
分
國
界
，

每
個
人
都
可
以
經
由
自
己
的
觀
察
而
有
讀
特
的

解
讀
，
當
孩
子
認
知
到
「
原
來
別
人
是
這
樣
想

的
啊
！
」
同
時
也
是
一
個
很
好
的
學
習
經
驗
。

這
樣
「
沒
有
標
準
答
案
」
的
一
課
堂
，
或
許
是

我
們
可
以
參
考
並
運
用
的
。

対
話
式
美
術
鑑
賞
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
強

か
っ
た
。
２
０
１
８
年
三
月
、
高
雄

市
福
山
小
学
校
に
て
日
本
の
武
蔵
野
美
術
大
学

が
公
開
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
授
業
で
日
本
と

台
湾
の
芸
術
教
育
の
授
業
の
あ
り
方
に
明
確
な

違
い
を
体
験
し
ま
し
た
。

武
蔵
野
美
術
大
学
の
「
対
話
式
美
術
鑑
賞
」

は
人
を
し
て
深
く
考
え
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
教
師
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

子
供
を
作
品
の
鑑
賞
に
導
き
ま
す
。
当
初
子
ど

も
た
ち
は
不
安
な
様
子
で
慎
重
に
簡
単
な
要
点

を
答
え
ま
す
。
そ
れ
を
何
度
か
繰
り
返
す
と
、

子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
答
え
を
出
し
て
も
教
員

は
そ
れ
を
肯
定
し
た
り
、
励
ま
し
た
り
、
子
供

の
答
え
を
尊
重
し
て
く
れ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

す
。
そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
安
心
し
て
、
制
限

を
受
け
る
こ
と
な
く
自
由
に
発
言
し
ま
す
。
ユ

ニ
ー
ク
な
な
想
像
や
、
作
品
を
み
る
視
点
は
み

な
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
発
言
し
な
か
っ
た

子
ど
も
、
あ
る
い
は
発
言
す
る
こ
と
に
お
び
え

て
い
た
子
ど
も
も
自
分
自
身
が
想
像
し
た
こ
と

を
話
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
作
者
が
登
場
し
、
ど
う
し
て
こ
の
よ

う
な
絵
を
描
い
た
の
か
を
説
明
し
た
と
き
に
、

子
ど
も
が
ま
だ
作
者
の
制
作
意
図
を
理
解
し
て

い
な
く
と
も
、「
な
る
ほ
ど
」
と
は
っ
き
り
と

悟
っ
た
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。
学
生
が
用

意
し
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
生
徒
た
ち
が
先
を

争
っ
て
読
み
ま
わ
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
作
者
は
絵
一
枚
の
中
に
写
真
を
た
く
さ

ん
取
り
込
み
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
観
察
と
学
生
の
導
き
に
よ
っ
て
、

本
来
一
人
ひ
と
り
の
考
え
は
唯
一
無
二
で
あ
る

こ
と
を
子
ど
も
に
発
見
さ
せ
ま
す
。
子
ど
も
は

自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
体

的
に
授
業
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

他
者
の
考
え
を
聞
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
、
考

え
る
こ
と
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

台
湾
で
は
、
絵
画
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
授

業
全
体
を
「
対
話
式
」
で
鑑
賞
を
進
め
て
い
く

手
法
は
多
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
は
何

人
か
の
子
ど
も
と
感
想
を
共
有
し
た
の
ち
、
わ

か
ら
な
い
部
分
を
発
表
し
ま
す
。
武
蔵
野
美
術

大
学
の
「
対
話
式
美
術
鑑
賞
」
は
人
々
に
深
い

印
象
を
与
え
ま
し
た
。
国
語
、
算
数
な
ど
の
科

目
は
決
ま
っ
た
正
解
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
芸

術
の
解
釈
は
国
を
超
え
て
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
観
察
、
得
意
な
解
釈
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
徒
が
「
他
の
人
は
そ
ん
な
考
え
な
ん
だ
」

と
知
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
良
い
経
験
で
す
。

こ
の
よ
う
な
「
決
ま
っ
た
正
解
が
な
い
」
授
業

は
、
も
し
か
す
る
と
私
た
ち
が
参
考
に
し
て
実

施
で
き
る
授
業
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
（
高
雄
市
岡
山
小
学
校　

林
晉
如
教
諭
）
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蔵
満
明
翔　
　

油
画
学
科
油
画
専
攻
二
年

異
国
の
美
術
を
専
門
的
に
学
ん
で
い
な
い
子
供

達
と
交
流
す
る
絶
好
の
機
会
が
旅
す
る
ム
サ
ビ

i
n

台
湾
で
し
た
。

台
湾
で
の
活
動
の
中
で
、
自
分
の
作
品
を
介
し

て
交
流
す
る
機
会
は
、
高
雄
の
小
学
校
と
台
中
の

中
学
校
で
の
鑑
賞
授
業
の
二
度
あ
り
ま
し
た
。
高

雄
で
の
鑑
賞
授
業
で
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
担

当
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
絵
を
並
べ
子
ど
も
を
前

に
鑑
賞
を
始
め
た
時
の
行
動
や
発
言
は
懐
疑
的
に

受
け
止
め
ま
し
た
。
理
由
と
し
て
は
、
今
回
の
鑑

賞
授
業
に
限
っ
て
言
え
ば
、
多
く
の
大
人
が
児
童

の
発
言
に
耳
を
傾
け
て
お
り
、
表
情
や
行
動
を
映

像
で
記
録
さ
れ
て
い
る
環
境
下
で
の
児
童
の
発
表

は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
言
を
し
な
か
っ
た
り
、
友

達
と
話
し
な
が
ら
の
些
細
な
発
言
な
ど
は
し
な

か
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
か
ら
で

す
。
私
自
身
も
、
同
じ
状
況
な
ら
他
人
の
目
を
気

に
し
な
が
ら
の
発
言
を
す
る
と
思
い
ま
す
。
重
要

な
の
は
、
鑑
賞
授
業
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
自
由

鑑
賞
時
間
に
ど
れ
だ
け
児
童
の
所
作
を
観
察
し
、

交
流
し
な
が
ら
反
応
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
で

し
た
。

自
由
鑑
賞
時
間
の
子
ど
も
は
友
達
と
考
え
を
共

有
し
な
が
ら
、
自
由
な
発
言
や
行
動
を
し
て
い
ま

し
た
。
特
に
、
気
に
な
っ
た
発
言
や
行
動
で
は
、

多
く
の
児
童
が
指
を
さ
し
て
、
山
が
描
か
れ
て
い

る
絵
な
ら
「
山
」
と
発
言
し
、「
こ
の
山
は
ど
こ

の
山
な
の
？
」「
な
ん
で
こ
の
山
を
描
い
た
の
？
」

と
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
作
品
に
何
が

描
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
何
な
の
か
、
な
ぜ

そ
れ
を
描
い
た
の
か
。
な
ど
、
画
面
の
雰
囲
気
や

構
図
、
テ
ー
マ
と
い
う
要
素
よ
り
は
描
か
れ
て
い

る
『
も
の
』
に
着
目
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
一
般
的
に
言
う
「
具
象
的
」
な
作
品
へ

の
反
応
が
よ
り
強
く
、「
抽
象
的
」
な
表
現
を
し

て
い
る
作
品
に
対
し
て
の
反
応
は
弱
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
反
応
を
発
言
や
行
動
の
み
で
判

断
で
き
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
、

反
応
が
弱
か
っ
た
抽
象
的
な
表
現
の
作
品
で
あ
っ

て
も
、
感
情
的
に
は
大
き
く
動
か
さ
れ
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
感
情
を
行
動
や
発
言
で
表
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
美
術
を

鑑
賞
す
る
時
の
表
現
で
き
な
い
感
覚
的
な
部
分
を

他
者
か
ら
読
み
解
く
方
法
が
今
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
そ
う
い
っ
た
観
点
も
軽
視
で
き
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

今
回
の
旅
す
る
ム

サ
ビ
i
n

台
湾
で
の

収
穫
は
、
美
術
作
品

を
鑑
賞
す
る
環
境
作

り
は
鑑
賞
者
中
心
で

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、

発
言
だ
け
で
は
な
い

子
ど
も
の
反
応
や
動

き
を
し
っ
か
り
と
観

察
し
た
上
で
慎
重
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を

知
れ
た
こ
と
で
す
。

旅
行
武
藏
美
i
n

台
灣
，
可
以
說
是
與
還

沒
受
到
專
業
性
的
學
習
國
外
美
術
的
學

生
們
進
行
交
流
的
絕
好
機
會
。
在
台
灣
活
動
的
期

間
藉
由
自
己
的
作
品
來
創
造
交
流
的
機
會
，
就
是

在
高
雄
的
小
學
與
台
中
的
國
中
這
兩
次
的
鑑
賞
課

程
。
在
高
雄
小
學
中
的
鑑
賞
課
程
中
，
我
擔
任
了

引
導
者
的
身
分
，
本
來
引
導
者
的
目
的
是
為
了
促

進
孩
子
們
對
於
作
品
的
想
法
而
進
行
相
互
交
流
。

這
回
，
當
在
面
對
孩
子
們
站
在
作
品
前
進
行
鑑
賞

時
所
作
出
的
一
切
發
言
與
行
動
，
我
心
中
都
抱
持

著
懷
疑
。
理
由
是
，
從
這
次
高
雄
的
小
學
鑑
賞
課

程
來
說
，
多
數
的
大
人
都
會
仔
細
傾
聽
小
孩
們
的

發
言
，
而
且
在
表
情
與
行
動
都
被
錄
影
機
錄
下
來

的
情
況
下
，
孩
子
們
通
常
也
不
會
有
任
何
負
面
性

的
發
表
。
也
可
能
不
會
有
與
朋
友
聊
天
時
所
產
生

出
來
的
這
種
更
細
緻
的
言
論
。
我
本
身
也
會
因
為

別
人
的
眼
光
而
注
意
自
己
的
言
論
。
但
最
重
要
的

一
點
是
，
以
鑑
賞
課
程
為
契
機
，
在
自
由
鑑
賞
時

間
中
，
我
們
能
觀
察
孩
子
們
舉
動
到
什
麼
程
度
?

並
且
在
這
之
後
的
交
流
中
是
否
能
理
解
到
他
們
的

反
應
呢
？
我
想
這
才
是
最
重
要
的
。　
　
　

在
自
由
鑑
賞
時
間
中
，
孩
子
們
之
間
會
互
相
分

享
自
己
的
想
法
，
並
且
自
由
的
發
言
與
活
動
。
在

這
之
中
我
特
別
在
意
的
行
動
與
發
言
是
，
大
多
數

的
小
孩
都
會
用
手
指
指
著
作
品
，
譬
如
說
一
幅
畫

了
一
座
山
的
作
品
，
小
孩
就
會
不
停
的
問
「
這
是

山
！
」「
這
是
哪
裡
的
山
呀
～
」「
為
什
麼
這
裡
要

畫
一
座
山
～
？
」等
等
…
。
比
起
作
品
中
的
氣
氛
、

構
圖
、作
品
名
這
些
來
說
，「
作
品
裡
畫
了
什
麼
？
」

「
那
是
什
麼
？
」「
為
什
麼
要
畫
那
個
？
」
之
類
的

物
品
性
要
素
更
能
吸
引
他
們
的
注
意
力
。
因
此
可

以
得
知
，
小
孩
們
對
於
「
具
象
化
作
品
」
的
反
應

較
高
。
相
對
的
，
對
於
「
抽
象
化
作
品
」
的
反
應

是
較
低
的
。
但
是
，
反
應
也
有
不
看
發
言
與
行
動

的
一
面
。
也
許
，
反
應
較
低
的
抽
象
化
作
品
，
實

際
上
在
孩
子
們
的
感
情
層
面
上
帶
給
他
們
無
比
的

震
撼
。
但
是
只
因
還
沒
辦
法
把
感
情
透
過
行
動
與

發
言
所
表
現
出
來
而
已
。
雖
說
至
今
還
無
法
從
旁

去
解
讀
，
當
觀
者
在
觀
賞
美
術
作
品
的
時
候
，
內

心
被
觸
發
但
無
法
透
過
言
語
或
行
動
表
現
出
來
的

感
覺
。我
覺
得
這
種
觀
點
是
存
在
且
不
可
輕
忽
的
。

透
過
這
次
旅
行
武
藏
美
i
n

台
灣
，
我
了
解
到
，

這
個
活
動
是
以
創
作
者
為
中
心
營
造
了
觀
賞
作
品

的
空
間
作
為
前
提
，
不
只
是
孩
子
們
的
發
言
，
他

們
的
反
應
和
動
作
都
需
要
確
實
的
去
觀
察
然
後
慎

重
的
進
行
對
話
型
鑑
賞
。

　
　
　
　
（ 

蔵
満
明
翔　

油
画
學
科
二
年
級 

）

日
本
武
藏
野
美
術
大
學
公
開
授
課
觀
摩
研
討
會
活

動(
福
山
國
小
場)

觀
課
心
得

                                       

高
雄
市
中
庄
國
小          

王
育
賢
老
師

　
２
０
１
８
三
月
的
「
對
話
式
鑑
賞
」
教
學
活
動
，
武
藏
野
的
學
生

以
生
活
性
的
對
話
與
福
山
的
孩
子
互
動
，
從
中
發
現
師
生
在
提
問
與

回
饋
過
程
中
產
生
的
共
鳴
已
超
越
了
語
言
的
隔
閡
，
更
可
喜
的
是
孩

子
自
主
性
地
投
入
活
動
並
深
入
創
作
者
繪
畫
精
神
的
探
索
。   

過
去
台
灣
的
視
覺
藝
術
教
學
活
動
中
，
創
作
往
往
變
成
教
學
活
動

的
主
軸
，
卻
也
因
此
弱
化
了
鑑
賞
的
教
學
。
但
近
期
隨
著
社
群
平
台

的
普
及
，
教
師
願
意
開
放
教
室
分
享
教
學
，
在
這
一
波
翻
轉
教
育
的

熱
潮
中
，
國
內
在
鑑
賞
教
學
上
也
可
看
到
美
術
教
師(

新
北
市
中
和

國
中
孫
菊
君
老
師)

以
O
R
I
D
焦
點
討
論
法
設
計
美
術
鑑
賞
課

程
。
兩
者
的
教
學
設
計
在
字
面
上
雖
有
所
差
異
，
但
在
教
學
目
標
上

不
外
乎
皆
是
希
望
學
生
能
透
過
互
相
對
話
、
提
問
的
過
程
，
對
作
品

的
欣
賞
有
更
深
入
的
省
思
與
啟
迪
，
而
不
只
是
表
面
形
式(

如
：
很

美
、
漂
亮
之
類)

的
回
應
。
可
見
帶
領
學
生
發
表
所
見
所
聞
，
闡
述

個
人
理
念
，
已
是
我
們
開
始
重
視
的
部
分
。

而
筆
者
在
觀
課
後
帶
領
小
三
學
生
介
紹
小
組
創
作
，
也
許
第
一
次

的
實
施
過
程
仍
有
待
改
進
，
但
學
生
已
經
開
始
會
學
著
思
考
，
課
堂

中
的
對
話
也
變
得
不
一
樣
。
我
想
只
要
願
意
踏
出
第
一
步
，
孩
子
就

多
了
一
次
成
長
的
機
會
，
不
是
嗎
? 

２
０
１
８
年
三
月
の
「
対
話
式
鑑
賞
」
授
業
に
お
い
て
、
武
蔵

野
美
術
大
学
の
学
生
が
台
湾
高
雄
の
福
山
小
学
校
の
子
供
た

ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
教
員
や

学
生
が
提
起
し
た
問
い
に
子
供
た
ち
が
答
え
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

言
語
の
壁
を
越
え
て
共
鳴
す
る
も
の
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
発

見
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
嬉
し
い
こ
と
に
、
子
供
た
ち
は
主
体
的
に
こ
の
活
動
に
参

加
し
て
、
作
者
の
制
作
意
図
を
掘
り
下
げ
て
理
解
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
台
湾
の
視
覚
芸
術
の
授
業
で
は
、
作
品
を
作
る
こ
と

が
授
業
の
主
軸
と
な
っ
て
い
て
、
鑑
賞
教
育
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
要

因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
、
S
N
S
の
普
及
と
と
も
に

に
教
員
た
ち
は
教
室
の
授
業
を
公
開
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
潮
流
の
な
か
で
、
台
湾
の
鑑
賞
教
育
に
お
い
て
も
美
術

教
師
（
新
北
市
中
和
中
学
校
孫
菊
君
先
生
）
が
O
R
I
D
（
焦
點
討

論
法
）
と
い
う
手
法
に
よ
り
美
術
鑑
賞
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し

ま
し
た
。　
　
　

両
者
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
言
葉
の
上
で
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ど
ち
ら
の
授
業
も
目
標
は
対
話
を
通
し
て
生
徒
が
問
題
提
起

し
て
、
作
品
に
対
し
て
深
く
味
わ
っ
た
り
、
教
え
導
く
に
ほ
か
な
ら

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
と
て
も
綺
麗
と
か
、
美
し
い
な
ど
の
表
面

的
な
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
学
生
の
発
表

を
見
聞
き
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
私
の
個
人
的
な
考
え
で
す
が
、
対
話

式
鑑
賞
教
育
は
私
た
ち
が
す
で
に
始
め
て
い
る
部
分
で
す
。

私
は
公
開
授
業
を
見
た
後
、
三
年
生
の
生
徒
に
小
さ
い
班
に
分
か

れ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
初
め
て
実
施
す
る
と
き
は
た
ぶ
ん
改

良
が
必
要
で
す
。
け
れ
ど
生
徒
は
考
え
る
こ
と
を
学
び
始
め
ま
し
た
。

授
業
の
中
で
の
対
話
は
ま
た
違
っ
た
も
の
で
す
。
は
じ
め
の
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
だ
け
を
私
は
願
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
子

供
た
ち
は
成
長
す
る
機
会
が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
る
、
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
雄
市
中
庄
小
学
校     

王
育
賢
教
諭
）
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邱 

筠
雅
（
キ
ュ
ウ
イ
ン
ガ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
築
学
科
一
年

「
対
話
型
鑑
賞
の
タ
ネ
」

旅
す
る
ム
サ
ビ
i
n

台
湾
2
0
1
8
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
武
蔵
美
に
入
学
し
た
途
端
、
多
く
の
人
々

の
才
能
の
海
に
飲
み
込
ま
れ
、
ま
る
で
溺
れ
た
よ

う
に
息
を
す
る
こ
と
す
ら
辛
か
っ
た
。
そ
の
頃
の

私
は
自
分
の
存
在
価
値
を
見
い
だ
せ
な
い
恐
怖
に

陥
っ
て
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
見
つ
け

出
し
た
い
と
願
い
続
け
た
。
そ
の
時
に
、
旅
ム
サ

と
出
逢
っ
た
。

き
っ
か
け
は
三
代
先
生
の
紹
介
だ
っ
た
。
通
訳

を
通
し
て
自
分
の
価
値
を
証
明
し
て
み
た
か
っ

た
。三

澤
先
生
か
ら
、「
せ
っ
か
く
新
し
い
美
術
教

育
の
企
画
に
参
加
す
る
な
ら
、
通
訳
だ
け
だ
と
勿

体
無
い
」
と
い
う
助
言
い
た
だ
き
、
春
休
み
中
に

千
葉
県
松
戸
市
和
名
ヶ
谷
中
学
で
行
わ
れ
た
対
話

型
鑑
賞
に
練
習
を
兼
ね
て
参
加
し
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
、
作
者
を
体
験
し
て
み
た
。

そ
し
て
今
回
、
台
湾
で
通
訳
と
作
者
を
行
い
、

対
話
型
鑑
賞
を
日
本
と
併
せ
て
三
つ
の
立
場
か
ら

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
は
み
ん
な
と
逆
で
、
海
外
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
対

話
型
鑑
賞
に
参
加
し
て
か
ら
母
国
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

対
話
型
鑑
賞
に
入
り
込
ん
だ
感
じ
だ
っ
た
。

当
日
は
、
対
話
型
鑑
賞
を
台
湾
人
自
身
が
主
催

し
た
ら
ど
ん
な
光
景
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
と

う
っ
す
ら
と
（
漠
然
と
）
想
像
し
て
い
た
。

最
終
目
的
は
自
発
的
に
作
品
を
見
て
欲
し
い
。

こ
の
思
い
に
立
ち
返
れ
ば
大
切
な
も
の
が
見
え
て

く
る
。

日
本
の
子
ど
も
も
台
湾
の
子
ど
も
も
、
同
じ
よ

う
に
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
芸
術
鑑
賞
を
す
る
の

が
初
め
て
で
、
対
話
を
通
し
て
友
達
の
言
葉
か
ら

視
野
を
広
げ
て
い
っ
た
こ
と
も
ま
た
変
わ
ら
な

か
っ
た
。

私
は
対
話
型
鑑
賞
を
行
う
目
的
と
し
て
、「
こ

ど
も
た
ち
に
他
者
と
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
芸
術

と
の
ふ
れ
あ
い
方
を
知
っ
て
も
ら
い
、
次
に
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
い
な
い
時
も
自
発
的
に
周
り
の

人
と
対
話
型
鑑
賞
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
」
を
期
待
し
て
い
た
。
検
討
す
べ

き
と
こ
ろ
が
ま
だ
山
ほ
ど
あ
る
と
承
知
し
て
い
る

が
、
我
々
は
対
話
型
鑑
賞
の
タ
ネ
を
子
ど
も
た
ち

の
中
に
蒔
い
た
と
考
え
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
。

對
話
型
鑑
賞
的
種
子

　

非
常
感
謝
這
次
有
幸
能
參
加
「
武

藏
美
行
旅
i
n

台
灣
2
0
1
8
」。
當
初
，
在
進

入
武
藏
野
美
術
大
學
時
的
我
，
彷
彿
陷
入
了
被
名

為
才
華
的
海
洋
，
無
法
正
常
呼
吸
。
看
不
見
自
己

的
存
在
價
值
，
五
里
霧
中
的
想
要
找
尋
只
有
自
己

才
能
做
到
的
事
。
正
是
在
這
時
，
我
邂
逅
了
武
藏

美
行
旅
。

起
先
是
透
過
三
代
老
師
的
介
紹
，
得
知
了
武
藏

美
行
旅
正
在
物
色
翻
譯
人
才
，
想
要
以
翻
譯
來
證

明
自
己
的
我
便
這
麼
參
加
了
這
個
活
動
。
而
從
三

澤
老
師
那
裡
得
到
「
難
得
能
參
加
這
種
美
術
教
育

的
活
動
，
只
負
責
口
譯
是
不
是
太
浪
費
了
？
」
的

建
議
，
我
在
春
假
時
參
加
的
舉
辦
於
千
葉
縣
戶
松

市
和
名
谷
中
學
的
鑑
賞
會
時
，
累
積
了
作
者
和
引

導
人
這
兩
種
角
色
的
經
驗
。
再
加
上
這
次
的
台
灣

行
裡
擔
任
了
口
譯
兼
作
者
，
得
以
親
身
體
驗
了
這

三
種
角
色
。

從
經
驗
上
來
看
我
可
以
說
是
和
大
家
都
相
反
，

對
我
而
言
可
以
說
是
先
經
歷
了
外
國
版
的
對
話
行

鑑
賞
再
回
到
母
國
進
行
這
場
活
動
。
我
也
暗
自
想

像
過
，
如
果
在
台
灣
的
這
場
對
話
行
觀
賞
會
是
由

台
灣
人
主
辦
的
話
，
會
不
會
看
到
另
一
番
不
同
的

光
景
，
使
更
多
人
理
解
呢
？

然
而
，
回
到
初
衷
來
審
視
次
的
活
動
，
能
發
現

一
些
重
要
的
事
。

　

無
論
是
日
本
的
孩
子
還
是
台
灣
的
孩
子
，
對

他
們
來
說
這
都
是
「
第
一
次
的
一
邊
討
論
一
邊
面

對
藝
術
作
品
」。
他
們
同
樣
能
從
朋
友
的
發
言
中

得
到
靈
感
，
受
到
啟
發
。
回
到
出
發
點
來
看
，
對

我
來
說
對
話
行
鑑
賞
的
目
的
只
不
過
在
於
想
要

「
讓
孩
子
們
透
過
和
他
人
邊
交
換
意
見
邊
欣
賞
藝

術
的
過
程
中
，
培
養
出
以
後
的
人
生
裡
就
算
沒
有

引
導
人
這
個
角
色
也
能
自
發
性
地
和
身
邊
的
人
進

行
這
樣
對
話
型
鑑
賞
的
能
力
」。
尚
待
改
進
的
地

方
當
然
還
有
很
多
，
但
從
這
個
中
心
思
想
出
發
，

上
述
的
孩
子
們
的
共
同
反
應
是
不
是
能
解
釋
成
，

我
們
已
經
成
功
地
在
孩
子
們
的
心
中
下
了
對
話
行

對
話
的
種
子
了
？

　
　
　
　
　
（ 

邱
筠
雅　

建
築
學
科
一
年
級
）

松
橋
絵
菜

　
　

空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
学
科
２
年　

今
回
私
は
、
作
品
の
作
者
と
し
て
対
話

型
鑑
賞
に
臨
ん
だ
。
子
供
達
の
第
一
声
は

「
よ
く
わ
か
ん
な
い
」
だ
っ
た
。
私
が
今
回

持
参
し
た
作
品
は
、
平
面
の
絵
と
立
体
を
組

み
合
わ
せ
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に

そ
の
作
品
の
周
り
に
は
ク
レ
ヨ
ン
や
ら
色
鉛
筆

や
ら
が
転
が
っ
て
い
る
。
な
ん
だ
か
色
々
置
い

て
あ
っ
て
ど
こ
か
ら
突
っ
込
め
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
い
。
子
供
達
の
表
情
は
そ
ん
な
風
に
見
え
た
。

私
が
今
ま
で
対
話
型
鑑
賞
に
参
加
し
な
か
っ
た

の
は
、「
対
話
型
鑑
賞
は
絵
画
作
品
じ
ゃ
な
い
と

い
け
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

学
科
の
せ
い
に
し
て
は
い
け
な
い
が
、
私
は
い
つ

で
も
持
っ
て
い
け
る
よ
う
な
絵
画
の
作
品
を
作
っ

た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
絵
画
で
な
く
「
空
間
を

作
る
」と
い
う
表
現
方
法
を
知
っ
て
欲
し
か
っ
た
。

そ
こ
で
私
は
、「
絵
を
描
い
て
い
た
ら
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
飛
び
出
し
て
き
た
ら
い
い
の
に
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
で
き
る
だ
け
絵
画
に
近
い
、
今
ま
で

こ
こ
に
絵
を
描
い
て
い
た
人
が
い
た
よ
う
な
空
間

を
そ
の
場
で
作
っ
て
み
た
。
学
校
で
は
普
段
子
供

達
が
使
っ
て
い
る
机
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。

机
を
ぐ
る
り
と
子
供
達
が
囲
ん
で
、
鑑
賞
が
始

ま
っ
た
。
最
初
こ
そ
「
よ
く
わ
か
ん
な
い
」
と
沈

黙
が
あ
っ
た
が
、
最
初
だ
け
だ
っ
た
。「
泳
い
で

い
る
の
？
」「
浮
い
て
い
る
の
？
」
子
供
達
の
推

理
が
深
ま
る
た
び
に
発
言
は
止
ま
ら
な
く
な
っ

た
。
様
々
な
角
度
か
ら
机
の
上
の
ク
レ
ヨ
ン
を

触
っ
て
み
た
り
、
作
品
を

つ
つ
い
て
み
た
り
、
た
く

さ
ん
の
子
供
た
ち
の
腕

が
伸
び
て
い
た
の
を
鮮

明
に
覚
え
て
い
る
。
一

人
の
子
が
言
っ
た
。

「
な
ん
で
他
の
作
品

は
イ
ー
ゼ
ル
に
か

け
て
あ
る
の
に

こ
れ
は
机
に
置

い
て
あ
る
ん
だ

ろ
う
」
ま
た

一
人
の
子
が

言
っ
た
。「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
寝
て
い
る
か
ら
だ
よ
」　

子
供
達
が
作
品

の
周
り
の
空
間
を
読
み
取
っ
て
く
れ
た
、
と
確
信

し
た
。

作
者
が
話
す
時
間
に
は
、
私
は
机
を
囲
ん
だ
輪

の
中
に
入
り
、
子
供
達
と
目
線
を
合
わ
せ
る
く
ら

い
に
し
て
話
す
よ
う
に
し
た
。
子
供
達
の
真
剣
な

目
つ
き
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
わ
か
り
や
す
く
言
葉

を
伝
え
る
た
め
に
、
言
葉
や
話
す
長
さ
を
考
え
る

の
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
が
、
私
の
言
葉
が
伝

わ
っ
た
時
の
子
供
達
の
「
あ
〜
」
と
い
う
表
情
は

と
て
も
嬉
し
く
感
じ
た
。
最
後
に
は
普
段
ど
ん
な

絵
を
描
い
た
り
し
て
い
る
の
か
と
か
、
ま
る
で
休

み
時
間
に
机
を
囲
ん
で
お
喋
り
す
る
よ
う
な
楽

し
い
鑑
賞
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
旅
ム
サ
を
通
し
て
、
必
ず
し
も
絵
画

じ
ゃ
な
く
て
も
、
対
話
型
鑑
賞
は
で
き
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
余
計
な
心
配
は
し
な
く
て

も
、
子
供
達
は
作
品
の
色
々
な
部
分
を
見
て
、
わ

か
ら
な
い
な
り
に
も
感
じ
取
っ
て
く
れ
て
い
た
。

今
回
の
よ
う
な
表
現
を
さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
て
、
こ

ん
な
表
現
方
法
も
あ
る
ん
だ
、
と
子
供
達
に
伝
え

ら
れ
た
ら
と
思
う
。

這
次
我
以
身
為
創
作
者
的
身
份
參
加
了
對

話
型
鑑
賞
的
活
動
。
看
到
作
品
小
朋
友

的
第
一
個
反
應
是
「
不
是
很
懂
」。
我
這
次
帶
的

作
品
是
，
像
平
面
的
畫
跟
立
體
物
的
組
合
。
然
後

在
作
品
的
周
圍
有
滾
動
的
蠟
筆
和
色
鉛
筆
。
看
小

朋
友
的
表
情
，像
是
覺
得
作
品
中
放
了
很
多
東
西
，

不
知
道
要
從
哪
裡
開
始
看
起
。

至
今
為
止
，
我
之
所
以
沒
參
加
過
對
話
型
鑑
賞

的
原
因
是
，
一
直
覺
得
要
參
加
對
話
型
鑑
賞
的
話

一
定
要
是
繪
畫
作
品
。
然
而
我
想
知
道
的
表
現
方

法
是
關
於
空
間
的
而
不
是
繪
畫
，
所
以
沒
有
創
作

過
隨
時
可
以
帶
去
的
繪
畫
作
品
。

回
到
正
題
，
關
於
這
次
的
鑑
賞
我
想
定
了
主

題
「
如
果
創
作
的
角
色
可
以
從
畫
中
飛
出
來
就
好

了
」，
形
式
盡
量
接
近
繪
畫
，
我
做
了
一
個
空
間
，

像
是
畫
了
作
品
的
人
存
在
過
的
空
間
。
在
學
校
跟

小
朋
友
借
到
了
平
常
在
使
用
的
課
桌
椅
。
鑑
賞
活

動
開
始
大
家
圍
著
桌
子
，
一
開
始
因
為
不
是
非
常

了
解
所
以
沈
默
，但
也
只
有
在
一
開
始
而
已
。「
是

在
游
泳
嗎
？
」「
浮
在
水
面
上
的
嗎
？
」
小
朋
友

們
的
推
理
越
是
深
入
，
大
家
的
發
言
停
不
了
。
從

各
種
角
度
碰
看
看
蠟
筆
、
戳
戳
看
作
品
，
還
清
楚

的
記
得
很
多
小
朋
友
們
伸
出
他
們
的
手
去
接
觸
作

品
。
有
一
個
小
朋
友
說
「
為
什
麼
其
他
作
品
都
掛

在
畫
架
上
，
這
個
作
品
卻
是
放
在
桌
子
上
」
然
後

有
一
個
小
朋
友
回
答
了
「
因
為
畫
中
的
角
色
在
睡

覺
啊
」。
我
確
信
，
當
時
小
朋
友
們
理
解
注
意
到

作
品
周
圍
的
空
間
了
。

在
創
作
者
的
談
話
時
間
裡
，
解
說
的
時
候
為
了

能
合
到
到
小
朋
友
們
視
線
，
我
進
到
由
課
桌
椅
圍

起
來
的
圓
裡
，
小
朋
友
們
認
真
的
表
情
透
過
眼
神

傳
達
出
來
了
。
為
了
想
要
用
簡
單
明
瞭
的
話
去
傳

達
，
說
話
的
長
度
和
使
用
的
語
詞
都
必
須
去
考
慮

到
，
雖
然
這
並
不
是
件
簡
單
的
事
，
當
小
朋
友
們

理
解
到
我
想
傳
達
的
東
西
後
，
那
種
「
原
來
如

此
！
」
表
情
讓
我
感
到
非
常
開
心
。
到
最
後
簡
直

就
像
是
下
課
後
的
休
息
時
間
，
大
家
圍
在
課
桌
椅

周
圍
聊
天
，
聊
著
像
是
平
常
我
是
怎
麼
樣
畫
作
品

的
等
等
的
話
題
，一
起
度
過
了
愉
快
的
鑑
賞
時
間
。

透
過
這
次
的
旅
行
武
藏
美
i
n

台
灣
，
我
了
解

到　
不
一
定
是
繪
畫
的
形
式
才
能
進
行
對
話
型
鑑

賞
。
不
需
要
有
多
餘
的
擔
心
，
小
朋
友
們
自
會
細

看
作
品
的
各
個
部
分
，
對
於
不
懂
的
地
方
也
能
用

心
感
受
。
有
機
會
的
話
，
我
將
汲
取
這
次
經
驗
，

希
望
能
傳
達
給
小
朋
友
們
「
原
來
還
有
這
樣
的
表

現
方
式
」。

　
（
松
橋
繪
菜　

空
間
演
出
設
計
學
科
二
年
級
）
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体
や
日
本
語
学
校
で
も
日
本
人
向
け
の
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
研
修
会
が
行
わ
れ
、

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
英
語
に
加
え
「
や
さ

し
い
日
本
語
」
に
よ
る
案
内
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。「
や
さ
し
い
日
本
語
」
は
「
優

し
い
」
と
「
易
し
い
」
を
か
け
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
や
す
い
シ
ン
プ
ル

な
日
本
語
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
通
訳
を
お
願
い
す
る
と
き
に
心
が
け
る
話
し

方
と
通
底
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
相
手
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
話

そ
う
と
い
う
気
持
ち
だ
。

対
話
的
鑑
賞
が
対
話
を
そ
の
目
的
と
す
る
な
ら
ば
、
相
手
へ
の
「
や
さ
し
さ
」
を

考
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？　
「
や
さ
し
さ
」
は
、
少
し
間
違

え
る
と
上
か
ら
目
線
の
よ
う
で
難
し
い
。「
や
さ
し
さ
」
と
向
き
合
い
、「
や
さ
し
さ
」

に
悩
み
な
が
ら
、
相
手
に
伝
わ
る
こ
と
ば
を
探
す
と
い
う
こ
と
を
少
し
で
も
経
験
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
言
語
教
育
の
専
門
家
と
し
て
ぼ
く
が
同
行
し
て
い
る
意
義
が
あ
っ

た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

２
．
こ
と
ば
の
「
正
し
さ
」

意
外
だ
っ
た
の
は
、
複
数
の
日
本
人
学
生
か
ら
日
本
語
が
上
手
に
な
り
た
い
と
い

う
相
談
を
受
け
た
こ
と
だ
。
よ
く
よ
く
話
を
聞
く
と
「
正
し
い
」
日
本
語
を
身
に
つ

け
た
い
と
言
う
。
同
様
の
相
談
を
外
国
語
科
目
履
修
相
談
な
ど
で
も
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
正
し
い
」
日
本
語
と
は
一
体
な
ん
だ
ろ
う
か
？　

も
し
本
質
的
な
「
正

し
さ
」
が
こ
と
ば
に
あ
る
と
し
た
ら
、
ぼ
く
た
ち
に
対
話
は
い
ら
な
い
。「
正
し
い
」

こ
と
を
教
え
れ
ば
い
い
。
で
も
、
ぼ
く
た
ち
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
危
う
い
こ
と
か

気
づ
い
て
い
る
。「
正
し
い
」
答
え
な
ん
て
な
い
か
ら
対
話
型
鑑
賞
は
面
白
い
。
答

え
の
あ
る
教
育
に
対
す
る
強
烈
だ
け
ど
「
や
さ
し
い
」
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
が
対
話
型
鑑

賞
な
ん
だ
と
ぼ
く
は
捉
え
て
い
る
。

だ
か
ら
、
対
話
型
鑑
賞
に
参
加
す
る
学
生
た
ち
か
ら
「
正
し
い
」
日
本
語
を
求
め

る
声
が
あ
っ
た
こ
と
は
少
し
意
外
で
も
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
「
正
し
い
」
日
本
語
を

学
び
た
い
と
思
う
の
か
聞
い
て
み
た
。
伝
え
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
う

ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
と
思
う
。
そ
の
問
題
意
識
は
い
い
。

だ
け
ど
、
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
。
価
値
観
も
背
負
っ
て
い
る
文
化

も
一
人
一
人
異
な
っ
て
い
る
。「
日
本
人
」
と
か
「
台
湾
人
」
と
か
そ
ん
な
簡
単
に

括
れ
な
い
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
と
歴
史
を
生
き
て
い
る
。
そ
れ
が
こ
と

ば
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
で
交
差
す
る
。
そ
れ
が
対
話
だ
。
そ
ん
な
に
簡
単
に
伝
わ
ら
な

い
。
ぼ
く
だ
っ
て
、
こ
と
ば
を
重
ね
て
も
、
重
ね
て
も
、
学
生
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と

學
習
語
言
這
件
事

１
．
語
言
的
「
溫
柔
」

用
簡
單
的
字
句
說
話
。
縮
短
語
句
，
分
配
口
譯
所
需
的
時
間
。
事
先
轉
達
內
容
概
要
及
關

鍵
字
給
翻
譯
人
員
。
說
起
來
不
難
，
但
這
份
為
了
口
譯
的
人
考
慮
的
心
情
確
實
能
減
輕
他
們

很
多
的
負
擔
。
事
先
調
查
台
灣
的
文
化
與
歷
史
，
或
是
簡
單
的
打
招
呼
。
儘
管
只
是
開
頭
用

中
文
打
招
呼
就
能
些
許
緩
和
孩
子
們
的
緊
張
。

這
兩
件
事
在
今
年
已
經
是
第
三
年
的
武
藏
美
行
旅
逐
漸
被
重
視
。
這
對
以
外
語
教
育
為
專

攻
的
我
來
說
是
件
非
常
直
得
高
興
的
事
。
在
這
兩
個
變
化
的
背
後
能
看
到
的
是
，
為
他
人
著

想
的
心
情
。
也
就
是
「
溫
柔
」。「
簡
易
日
文
」
等
等
的
傳
播
媒
體
在
近
年
來
國
際
化
的
日
本

非
常
受
到
關
注
。「
簡
易
日
文
」
是
為
了
在
阪
神
淡
路
大
地
震
時
沒
能
達
成
的
誘
導
外
國
人
避

難
、
發
布
野
營
地
區
消
息
等
等
目
的
而
被
開
發
研
究
至
普
及
，
可
以
說
是
目
前
最
新
型
態
的

日
文
。
現
今
已
以
外
國
人
居
住
地
區
為
中
心
，將
正
式
文
件
更
改
成「
簡
易
日
文
」、NH

K

用「
簡

易
日
文
」播
報
新
聞
等
等
逐
漸
普
及
化
。
各
自
治
團
體
和
語
言
學
校
也
舉
辦
針
對
日
對
人
的「
簡

易
日
文
」
研
修
會
，2020

年
的
奧
運
上
也
期
待
能
看
見
英
文
再
加
上
「
簡
易
日
文
」
的
指
南
。

「
簡
易
日
文
」
是
「
平
易
近
人
」
乘
以
「
簡
易
」，對
外
國
人
來
說
也
是
長
好
懂
的
單
純
的
日
文
。

這
和
為
了
口
譯
的
人
考
慮
的
本
質
是
相
同
的
。
簡
單
易
懂
的
說
話
方
式
比
什
麼
都
來
得
重
要
。

對
話
是
鑑
賞
既
然
是
以
此
為
目
的
，
那
麼
為
了
對
方
著
想
的
這
份
「
溫
柔
」
便
是
應
該
的
。

這
份
「
溫
柔
」
稍
微
有
個
不
慎
很
容
易
便
會
成
了
自
以
為
的
優
越
，
感
因
此
不
好
掌
握
。
好

好
面
對
「
溫
柔
」、
煩
惱
如
何
展
現
「
溫
柔
」、
尋
找
適
合
對
方
的
話
語
等
等
，
只
要
在
過
程

中
經
歷
了
這
些
，
就
能
說
是
身
為
語
言
教
育
專
家
的
我
的
同
行
是
有
意
義
的
吧
。

２
．
語
言
的
「
正
確
性
」

讓
我
意
外
的
是
，幾
位
日
本
學
生
找
我
訴
說
他
們
想
要
把
日
文
說
得
更
好
。
仔
細
聽
會
發
現
，

他
們
想
要
的
是
掌
握
「
正
確
」
的
日
文
。
像
是
這
樣
的
煩
惱
我
也
在
其
他
的
外
語
課
上
聽
學

こ
と
ば
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
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１
．
こ
と
ば
の
「
や
さ
し
さ
」

シ
ン
プ
ル
な
文
で
話
す
。
短
く
区
切
っ
て
、
通
訳
の
時
間
を
と
る
。
事
前
に
話
す

内
容
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
伝
え
る
。
こ
と
ば
に
す
る
と
、
ま
あ
、
な
ん
て
こ
と
の
な
い

こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
で
通
訳
の
負
担
は
だ
い
ぶ
変
わ
る
。
事
前
に
台
湾
の

文
化
や
歴
史
、
あ
る
い
は
簡
単
な
中
国
語
の
挨
拶
を
調
べ
る
。
中
国
語
で
挨
拶
が
入

る
だ
け
で
、
子
ど
も
た
ち
の
緊
張
が
少
し
ほ
こ
ろ
ぶ
。

こ
の
二
つ
の
こ
と
が
三
年
目
を
迎
え
る
旅
む
さ
台
湾
で
少
し
ず
つ
定
着
し
て
き
た

こ
と
は
、
外
国
語
教
育
を
専
門
と
す
る
ぼ
く
に
と
っ
て
う
れ
し
い
変
化
だ
。
こ
の
二

つ
の
変
化
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
他
者
に
対
す
る
配
慮
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
「
や
さ

し
さ
」
と
言
い
換
え
て
も
い
い
。
近
年
、
多
文
化
化
す
る
日
本
に
お
い
て
「
や
さ
し

い
日
本
語
」
が
メ
デ
ィ
ア
等
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。「
や
さ
し
い
日
本
語
」
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
外
国
人
住
民
が
避
難
場
所
や
炊
き
出
し
な
ど
の
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
開
発
・
研
究
が
進
み
、
普
及
し
た
新
し
い
日
本

語
の
形
で
あ
る
。
現
在
は
、
外
国
人
集
住
地
域
を
中
心
に
公
文
書
が
「
や
さ
し
い
日

本
語
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た
り
、
N
H
K
が
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
に
よ
る
ニ
ュ
ー

ス
配
信
を
行
な
っ
て
い
た
り
す
る
な
ど
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
各
自
治
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旅
ム
サ
台
湾
が
も
っ
て
い
る
意
味

武
蔵
野
美
術
大
生
が
自
分
の
作
品
を
子
ど
も
達

の
前
で
発
表
す
る
。
そ
し
て
語
る
。
子
ど
も
達
は

そ
れ
を
見
て
素
直
な
こ
と
ば
で
見
た
思
い
を
返

す
。学

生
は
、
そ
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
子
ど
も
思
い
に

ふ
れ
、
子
ど
も
は
自
分
と
そ
こ
ま
で
は
年
齢
が
離

れ
て
い
な
い
学
生
の
表
現
に
ふ
れ
、
互
い
に
意
味

の
あ
る
活
動
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
始
ま
っ

た
旅
ム
サ
の
活
動
も
今
年
で
１
０
年
を
迎
え
る
。

私
個
人
も
旅
ム
サ
第
１
回
か
ら
か
関
わ
り
、途
中
、

大
雪
で
一
回
休
校
中
止
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た

が
、毎
年
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
き
た
。
そ
し
て
、

今
回
の
台
湾
。
こ
の
旅
ム
サ
の
メ
ン
バ
ー
が
自
分

の
作
品
を
手
に
、
言
葉
や
文
化
の
異
な
る
台
湾
の

子
ど
も
達
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
生
ま
れ
る
の

か
、
大
変
興
味
が
あ
っ
た
。

〈
旅
す
る
ム
サ
ビ
と
台
湾
の
子
ど
も
達
〉

最
初
の
コ
ン
タ
ク
ト
は
、
台
湾
の
小
学
校
４
年

生
。
メ
ン
バ
ー
が
準
備
し
て
い
る
時
間
帯
は
、
小

学
生
は
休
み
時
間
に
あ
た
っ
て
い
た
。
２
０
０
０

人
は
い
る
と
い
う
こ
の
大
規
模
小
学
校
の
休
み
時

間
は
、
校
庭
も
中
庭
も
所
狭
し
と
い
う
感
じ
だ
。

高
学
年
は
バ
ス
ケ
を
や
り
、
低
学
年
で
は
柔
ら
か

い
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
り
し
て
遊
ん
で
い
る
。
ボ
ー

ル
大
好
き
の
日
本
の
小
学
生
と
同
じ
光
景
だ
。

や
が
て
休
み
時
間
も
終
わ
り
、
旅
ム
サ
の
時
問

に
な
る
。
や
や
、
緊
張
し
な
が
ら
も
授
業
会
場
の

体
育
館
に
整
然
と
グ
ル
ー
プ
毎
に
並
ぶ
。
男
子
女

子
の
人
数
が
グ
ル
ー
プ
よ
っ
て
か
な
り
異
な
る
。

私
自
身
が
小
学
校
の
教
論
を
や
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
も
気
に
な
る
。
後
で
担
任

の
先
生
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
発
言
が
出
や
す
い
よ

う
に
メ
ン
バ
ー
構
成
を
か
な
り
考
え
た
グ
ル
ー
プ

づ
く
り
だ
っ
た
よ
う
だ
。

旅
ム
サ
リ
ー
ダ
ー
の
元
気
な
中
国
語
の
あ
い
さ

つ
か
ら
活
動
が
開
始
。
取
り
組
み
の
概
様
の
説
明

の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
中

心
に
対
話
型
鑑
賞
が
始
ま
る
。
こ
こ
か
ら
の
流
れ

は
、
日
本
で
の
取
り
組
み
と
同
じ
だ
。
は
じ
め
、

子
ど
も
達
が
や
や
固
い
か
な
と
い
う
印
象
は
あ
っ

た
が
そ
の
う
ち
に
、
気
が
つ
い
た
こ
と
を
武
蔵
美

生
に
話
し
出
す
子
、
友
達
と
ボ
ソ
ボ
ソ
と
話
を
し

て
い
る
子
、
声
に
は
出
さ
な
い
が
作
品
を
じ
ー
と

見
て
い
る
子
な
ど
が
現
れ
出
す
。
言
葉
で
会
話
を

し
よ
う
と
す
る
と
、
通
訳
の
人
を
通
さ
な
け
れ
ば
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ば
っ
か
り
だ
。
そ
れ
で
も
、
ど
う
に
か
、
何
か
一
欠
片
だ
け
で
も
伝
え
た
い
と
こ
と

ば
を
紡
ぎ
出
し
て
い
く
。
対
話
と
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
。

３
．
こ
と
ば
の
「
力
」

も
し
こ
と
ば
の
「
力
」
を
つ
け
た
い
と
思
う
の
な
ら
、
第
一
は
、
対
話
を
あ
き
ら

め
な
い
こ
と
。
ぼ
く
の
尊
敬
す
る
日
本
語
教
師
が
、
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い
と
き
、

絶
対
に
負
け
な
い
方
法
は
、
勝
つ
ま
で
や
め
な
い
こ
と
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
伝
わ

る
ま
で
こ
と
ば
を
綴
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、相
手
の
声
を
聴
く
こ
と
。「
伝
え
た
い
」

と
い
う
思
い
に
溺
れ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
、
多
分
、
ち
ょ
っ
と
独
り
よ
が
り
に

な
っ
て
い
る
。「
誰
に
」
伝
え
た
い
の
か
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
こ
と
も
ち
ょ
っ

と
考
え
て
み
る
と
対
話
の
形
も
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
対
話
と
い
う
も
の
は
、
対

等
な
関
係
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
一
方
的
に
伝
え
た
い
の
で
は
対
話

に
な
ら
な
い
。
相
手
の
こ
と
ば
を
「
引
き
出
す
」
の
で
は
な
い
。
相
手
の
こ
と
ば
を

聴
き
た
い
と
思
う
の
だ
。
そ
こ
は
、
ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
た
い
。

お
互
い
に
「
や
さ
し
さ
」
を
秘
め
た
こ
と
ば
で
対
話
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

よ
り
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
社
会
が
共
有
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
当
の
こ
と

ば
の
「
力
」
は
、
個
人
で
は
な
く
、「
正
し
さ
」
よ
り
も
「
対
話
」
に
価
値
を
置
く

社
会
に
宿
る
。
そ
ん
な
社
会
を
世
界
で
共
に
作
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
壮
大
な
夢
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
、
海
外
で
の
対
話
型
鑑
賞
と
い
う
取
り
組
み
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
と
ば
を
学
ぶ
と
は
、
社
会
全
体
が
「
や
さ
し
さ
」
を
も
っ
て
対
話
を

続
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
ぼ
く
は
思
う
。

生
們
提
過
。
但
，「
正
確
」
的
日
語
到
底
是
什
麼
呢
？
再
說
，
如
果
有
語
言
能
表
達
本
質
上
的
「
正

確
性
」，
那
我
們
只
要
教
予
學
生
所
謂
的
「
正
確
」，
對
話
什
麼
吧
就
不
需
要
了
。
然
而
，
我
們

發
現
了
這
是
一
件
多
麼
危
險
的
事
。
正
因
為
沒
有
「
正
確
」
答
案
，對
話
型
鑑
賞
才
能
如
此
有
趣
。

與
有
正
確
答
案
的
教
育
可
以
說
是
背
道
而
馳
，
但
我
覺
得
這
份
「
溫
柔
」
產
生
的
對
立
正
是
對

話
型
鑑
賞
的
精
髓
。

所
以
，
聽
到
參
加
對
話
型
鑑
賞
的
學
生
提
出
想
要
學
會
「
正
確
」
的
日
文
時
，
我
感
到
十
分
意

外
。
我
問
了
他
們
為
什
麼
會
想
要
學
「
正
確
」
的
日
文
。
他
們
說
，
自
己
有
滿
肚
子
想
說
的
話
，

卻
無
法
好
好
的
表
達
。
能
意
識
到
這
個
問
題
是
一
件
好
事
，
但
解
決
的
方
法
卻
不
太
對
。
價
值

觀
是
會
隨
著
文
化
背
景
的
不
同
因
人
而
異
的
。
無
法
以
「
日
本
人
」「
台
灣
人
」
這
樣
簡
單
的
分

類
來
概
括
。
每
一
個
人
都
在
屬
於
他
自
己
的
文
化
與
歷
史
下
活
著
。
而
名
為
語
言
的
媒
體
使
他

們
有
所
交
匯
。
這
就
是
對
話
。
不
是
那
麼
輕
易
就
能
說
清
楚
的
。
就
算
是
我
，
有
些
事
說
破
了

嘴
學
生
也
不
能
明
白
。
即
使
如
此
，
抱
著
能
說
多
少
算
多
少
的
心
，
我
們
依
然
會
努
力
的
組
織

自
己
的
語
言
。
這
就
是
對
話
的
形
成
。

３
．
語
言
的
「
力
量
」

如
果
想
要
擁
有
語
言
的
「
力
量
」
的
話
，
第
一
步
，
就
是
不
要
放
棄
去
對
話
。
我
所
尊
敬
的
日

文
教
師
曾
經
教
過
我
，
若
是
想
要
不
敗
就
要
在
成
功
之
前
永
不
放
棄
。
在
對
方
了
解
為
止
不
斷

的
尋
找
並
編
織
自
己
的
話
語
。
再
來
，便
是
去
傾
聽
對
方
的
話
語
。
如
果
一
味
的
沈
溺
在
想
要「
傳

達
」
給
對
方
的
想
法
裡
的
話
，
往
往
會
無
法
從
自
己
的
世
界
中
走
出
來
。
想
要
傳
達
給
「
誰
」
？

為
什
麼
？
只
要
想
想
這
些
問
題
，
對
話
的
形
式
說
不
定
也
能
稍
有
改
變
。
對
話
這
件
事
，
是
在

對
等
的
關
係
下
所
進
行
的
溝
通
。
如
果
只
是
單
方
面
的
傾
吐
並
不
能
算
上
對
話
。
不
是
試
著
「
引

出
」
對
方
的
話
語
，
而
是
想
要
傾
聽
對
方
的
話
。
這
點
需
要
注
意
。

若
能
以
藏
著
為
對
方
著
想
的
「
溫
柔
」
的
語
言
將
對
話
延
續
，
社
會
上
就
能
共
享
更
加
豐
富
的

溝
通
了
吧
。
真
正
的
語
言
的
「
力
量
」
並
不
屬
於
個
人
，而
是
在
「
對
話
」
的
價
值
勝
過
「
正
確
性
」

的
社
會
身
上
。
全
世
界
都
希
望
能
攜
手
創
造
這
樣
的
社
會
。
而
在
國
外
推
廣
對
話
型
鑑
賞
的
活
動
，

也
正
是
在
實
現
著
這
個
理
想
。
我
認
為
，
學
習
語
言
使
得
社
會
能
夠
懷
抱
著
「
溫
柔
」，
使
對
話

得
以
延
續
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
代
純
平　

言
語
文
化
研
究
室
准
教
授
）
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國
小
的
教
師
對
這
方
面
比
較
在
意
。
後
來
問
了
導
師
後
才
知

道
這
個
編
制
是
為
了
活
躍
小
組
氣
氛
所
做
的
安
排
。

武
藏
美
行
旅
的
領
隊
用
充
滿
朝
氣
的
中
文
打
招
呼
後
開
始

了
這
次
的
活
動
。
簡
單
的
說
明
了
流
程
後
，
各
個
小
組
環
繞

著
引
導
著
拋
出
的
問
題
開
始
對
話
型
鑑
賞
。
這
之
後
的
流
程

大
致
上
跟
在
日
本
的
相
同
。
一
開
始
，
孩
子
們
雖
然
表
現
得

有
點
僵
硬
，
卻
能
看
見
有
些
孩
子
努
力
的
想
要
與
武
藏
美
的

學
生
說
話
、
有
些
孩
子
開
始
和
同
學
們
小
聲
討
論
、
也
有
些

孩
子
靜
靜
地
盯
著
作
品
什
麼
話
都
不
說
。
雖
然
需
要
經
過
翻

譯
才
能
進
行
對
話
，
但
他
們
和
日
本
的
孩
子
們
同
樣
，
比
手

畫
腳
的
來
表
達
自
己
想
說
的
話
。
從
這
裡
可
以
看
到
孩
子
們

顯
著
的
學
習
能
力
，
以
及
輕
鬆
地
跨
越
了
語
言
與
文
化
的
美

術
的
力
量
。

<

教
師
研
討
會>

隨
後
的
教
師
研
討
會
，
則
是
探
討
台
灣
的
教
育
和
美
術
上

步
調
的
不
同
的
好
機
會
。
教
師
們
發
表
了
對
武
藏
美
行
旅
所

感
到
的
驚
奇
與
感
謝
之
後
，
問
了
很
多
如
下
的
問
題
。

「
在
日
本
，
是
否
到
處
都
進
行
著
像
是
這
樣
，
將
上
課
的
流

程
交
給
孩
子
們
的
教
育
？
」
這
類
關
於
日
本
美
術
教
育
發
展

方
向
的
問
題
。

「
在
這
樣
的
課
堂
上
，
比
起
孩
子
們
發
現
了
什
麼
，
是
不
是

更
該
著
重
於
讓
孩
子
盡
早
學
到
屬
於
創
造
的
價
值
？
」
這
種

教
育
系
統
流
程
上
的
疑
問
，
讓
人
感
受
到
教
師
們
熱
切
的
態

度
。從

旁
觀
這
次
的
武
藏
美
行
旅
公
開
授
課
的
教
師
們
眼
神
裡

感
受
到
，
他
們
對
日
本
工
藝
美
術
教
育
的
熱
忱
。
從
校
內
的

展
示
品
和
老
師
們
之
間
的
對
話
裡
感
受
到
的
是
「
對
於
變
化

的
想
法
」。
教
育
的
態
度
從
「
跟
在
老
師
的
示
範
之
後
，
學
生

們
重
複
練
習
技
巧
而
學
會
的
美
術
」
到
「
孩
子
們
自
發
性
的

鑽
研
後
學
會
的
創
造
價
值
」
的
變
貌
。
這
個
變
化
的
原
點
說

是
這
次
的
武
藏
美
行
旅
也
不
為
過
吧
。 

<

國
家
教
育
研
究
院>

我
對
這
次
武
藏
美
行
旅
所
拜
訪
的
幾
處
留
下
了
強
烈
的
印

象
。
其
中
一
個
便
是
國
家
教
育
研
究
院
。
在
這
裡
可
以
概
略

的
知
道
台
灣
的
孩
子
們
所
受
的
教
育
。
尤
其
是
教
育
院
圖
書

館
的
藏
書
。
因
為
是
孩
子
們
正
拿
在
手
上
所
學
的
，
這
些
資

料
讓
我
們
可
以
用
各
種
角
度
來
分
析
台
灣
教
育
的
現
狀
。
不

僅
僅
是
與
日
本
的
異
同
，
那
個
地
方
還
讓
我
們
看
到
台
灣
的

教
育
想
將
孩
子
們
培
養
成
什
麼
樣
的
人
。
不
只
是
想
成
位
老

師
的
學
生
，
在
今
後
全
球
化
的
社
會
裡
對
所
有
的
學
生
來
說

應
該
都
是
非
常
具
有
意
義
的
參
訪
。

<

功
課>

孩
子
是
十
分
柔
軟
的
存
在
。
孩
子
們
的
視
野
不
會
停
留
在

作
品
鑒
賞
裡
，
他
們
會
想
像
今
天
如
果
自
己
是
作
者
，
如
果

自
己
是
引
導
者
，
如
果
自
己
是
在
旁
觀
的
老
師
會
是
怎
麼
看

著
這
樣
作
品
這
件
事
情
的
。
而
這
對
於
這
次
參
加
武
藏
美
行

旅
的
學
生
們
來
說
也
能
啟
發
他
們
各
式
各
樣
的
世
界
觀
。
今

後
的
自
己
的
創
作
、
自
己
的
立
場
、
在
社
會
上
的
定
位
、
甚

至
是
作
為
家
長
、
作
為
家
長
會
的
一
員⋯

⋯

。
不
必
急
於
整

理
出
結
論
，
成
為
時
而
想
起
的
契
機
就
夠
了
。
對
我
來
說
，

也
多
虧
了
這
次
的
武
藏
美
行
旅
，
開
始
思
考
日
本
在
亞
洲
世

界
裡
應
該
扮
演
什
麼
樣
的
角
色
，
如
何
舉
手
投
足
。

最
後
附
上
一
句
印
象
深
刻
的
來
自
台
灣
的
老
師
的
發
言
。

「
我
們
台
灣
人
不
管
大
人
還
是
小
孩
都
非
常
的
關
注
日
本
。

而
日
本
的
大
家
在
日
常
生
活
中
是
否
有
意
識
著
台
灣
的
時
候

呢
？
」

（
大
杉 

健　

府
中
市
立
若
松
小
学
校/

現
：
武
蔵
野
大
學　

教
育
學
部
兒
童
教
育
學
科
）

な
ら
な
い
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、日
本
の
子
ど
も
達
の
動
き
と
同
じ
、

身
振
り
手
振
り
で
答
え
て
く
る
。
こ
の
光
景
か
ら
子
ど
も
達
の
学
ぶ

力
の
確
か
さ
と
、
言
葉
や
文
化
の
違
い
を
楽
々
と
越
え
て
し
ま
う
美

術
の
力
を
し
っ
か
り
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

〈
教
員
研
修
会
〉

一
方
、
そ
の
後
の
教
員
側
の
研
究
会
で
は
、
台
湾
の
教
育
や
美
術

の
も
っ
て
い
る
ベ
ー
ス
の
違
い
を
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
。
本
日
の

旅
ム
サ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
の
驚
き
と
感
謝
の
言
葉
の
あ
と
、
次

の
よ
う
な
同
様
の
質
問
が
多
く
出
さ
れ
た
。

「
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
に
展
開
を
子
ど
も
達
に
ま
か
せ
る
よ
う

な
授
業
は
ど
こ
で
も
や
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
日
本
の
美
術
教
育

の
動
向
に
関
し
た
こ
と
。

「
こ
の
様
な
授
業
を
行
う
と
き
、
何
ど
の
よ
う
な
点
に
に
気
を
付

け
た
ら
よ
い
の
か
」
と
い
う
子
ど
も
自
ら
が
価
値
を
創
造
し
な
が
ら

学
ぶ
教
育
手
法
に
つ
い
て
の
質
問
。

日
本
の
図
工
美
術
教
育
に
つ
い
て
、
今
回
の
旅
ム
サ
の
授
業
を
見

て
い
る
台
湾
の
先
生
方
の
眼
差
し
に
と
て
も
熱
い
思
い
を
感
じ
た
。

校
内
の
展
示
物
や
研
究
会
で
の
先
生
達
と
の
会
話
か
ら
見
え
て
き

た
も
の
は
「
変
化
へ
の
思
い
」
の
よ
う
に
も
感
じ
た
。「
先
生
が
手

本
（
見
本
）
を
提
示
し
、
表
現
手
法
技
術
を
教
え
練
習
を
重
ね
て
、

習
得
す
る
美
術
」
か
ら
、「
子
ど
も
自
ら
取
り
組
み
の
中
か
ら
価
値

を
創
造
す
る
学
び
」
へ
の
変
化
を
目
ざ
し
て
い
る
姿
だ
っ
た
。
そ
の

変
化
の
ス
タ
ー
ト
地
点
が
今
回
の
旅
ム
サ
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ

と
も
で
き
そ
う
だ
。

〈

国
家
教
育
研
究
院〉

今
回
の
旅
ム
サ
で
は
、
い
く
つ
も
の
訪
問
先
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
は
、
国
家
教
育
研
究
院
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
台
湾

の
子
ど
も
達
が
受
け
て
い
る
教
育
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
か
で
も
、
教
育
院
図
書
館
で
収
集
し
て
い
る
教
科
書
。
直
接
子
ど

も
達
が
手
に
し
て
学
ん
で
い
る
も
の
な
の
で
、
台
湾
で
の
教
育
の
現

状
が
様
々
な
角
度
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
き
る
資
料
で
あ
る
。

日
本
と
同
じ
、
違
う
と
い
う
こ
と
だ
け
な
く
、
ど
の
よ
う
な
人
間
に

育
っ
て
ほ
し
い
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
場
所
だ
っ
た
。
教
育
関
係
に

進
む
学
生
だ
け
で
な
く
今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
て
い
く
上
で
多

く
の
学
生
に
と
っ
て
意
義
あ
る
訪
問
だ
っ
た
と
思
う
。

〈

宿
題〉

子
ど
も
は
柔
軟
な
存
在
で
あ
る
。
子
ど
も
達
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
作

品
と
し
て
の
鑑
賞
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
回
の
旅
ム
サ
の
中
の
作
者
に

な
っ
た
り
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
り
、
そ
れ
を
見
て
い
る

先
生
で
あ
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
感
じ
て
見
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
旅
ム
サ
に
参
加
し
運
営
し
た
学
生
に

と
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
様
々
な
世
界
を
見
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
制
作
、
立
ち
位
置
、
ど
の
よ
う
な

社
会
の
一
員
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
親
と
し
て
の
P
T
A
だ
っ
た

り
…
。
結
論
は
急
ぐ
必
要
は
無
く
、
時
に
ふ
れ
、
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
れ
た
ら
と
思
う
。
私
自
身
と
し
て
も
、
今
回
の
旅
ム
サ
か
ら
、

日
本
は
ア
ジ
ア
と
い
う
世
界
で
ど
の
よ
う
に
あ
っ
た
ら
よ
い
の
か
考

え
て
み
た
い
と
思
う
。

 

最
後
の
印
象
に
残
っ
た
台
湾
の
先
生
か
ら
の
一
言
を
記
し
て
お

き
た
い
。「
私
達
台
湾
人
は
、
大
人
も
子
ど
も
日
本
の
こ
と
を
と
て

も
意
識
し
て
い
る
。
日
本
の
皆
さ
ん
は
ど
の
程
度
、
台
湾
の
こ
と
を

日
常
的
に
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」

　

武
藏
野
美
術
大
學
的
學
生
在
孩
子
們
的
面
前
發
表
自
己

的
作
品
，
並
詳
述
。
孩
子
們
在
看
到
後
將
當
下
所
想

以
單
純
的
話
語
來
回
覆
他
們
。
學
生
能
最
直
接
的
接
觸
到
孩

子
們
的
想
法
，
而
孩
子
們
能
接
觸
到
與
自
己
年
齡
相
近
的
學

生
的
作
品
，
武
藏
美
行
旅
就
是
這
麼
一
個
雙
贏
的
活
動
。
細

數
今
年
已
然
迎
來
了
第
十
年
。
我
個
人
是
從
第
一
次
的
武
藏

美
行
旅
開
始
，
除
了
其
中
一
年
因
為
大
雪
而
中
止
了
，
其
餘

的
每
年
皆
有
參
與
。
再
來
便
是
這
次
的
台
灣
。
我
非
常
期
待

這
次
的
武
藏
美
行
旅
裡
，
學
生
們
手
握
自
己
的
作
品
，
在
語

言
及
文
化
接
意
的
台
灣
將
迸
出
什
麼
樣
的
火
花
。

<

武
藏
美
行
旅
與
台
灣
的
孩
子
們>

最
初
接
觸
的
是
台
灣
的
國
小
四
年
級
的
學
生
。
成
員
們
的

準
備
時
間
正
逢
小
學
生
的
午
休
時
間
，
兩
千
人
等
級
大
規
模

的
國
小
的
校
園
在
午
休
時
間
時
中
庭
與
操
場
竟
然
顯
得
擁
擠
。

高
年
級
生
們
打
著
籃
球
，
而
中
低
年
級
生
踢
著
橡
膠
球
玩
。

喜
歡
球
的
一
面
和
日
本
的
小
學
生
一
樣
。

終
於
，
午
休
結
束
，
迎
來
了
武
藏
美
行
旅
的
時
間
。
作
為

會
場
的
體
育
館
飄
散
著
些
許
的
緊
張
感
，
學
生
們
分
組
後
整

齊
的
排
好
隊
伍
。
男
女
人
數
每
組
不
盡
相
同
。
我
自
己
身
為


	2018台湾旅ムサのコピー軽.pdf
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